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　俺が寝かされていた宿は、首都に来た旅人たちが主に利用するような目立つ場所ではなく、酒場や食堂の集まったところの裏路地にひっそりと看板を出していた。

　宿から出て広い通りに駆け出すと、頭上の空は晴れ上がり、白い雲が流れている。

　太陽が雲に隠れているのは幸いだった。今の俺にはどうも、眩まぶしすぎる光は刺激が強く感じる。リリムに血を吸われて吸血鬼になったということでもないと思いたいが。

　それにしても人が多い。人混みをかいくぐるようにして走っていく──陽射しを避けるために外がい套とうを羽織り、フードを被っている人が多いので、一見すると砂漠の真ん中の町にでもやってきてしまったかのようだ。

（すっかり暑くなったな……そういえば、夏が近いのか）

　季節を意識したことは今まであまりなかった。今は六月の半ばで、前世においては初夏の頃であり、異世界においてもぐんぐんと暑くなってくる時期だ。ジュネガン公国に梅つ雨ゆはないので、空気はからっと乾いており、不快な暑さというわけでもない。

「おわっ……ヒ、ヒロト、どこ行くんだっ!?」

「良かった、元気になったんだね！」

　市場通りの雑踏の中で、覚えのある声が聞こえた──ディーン、そしてアッシュ兄。どうやら、祝祭見物に出る前に町の下見をしていたらしい。

「ディーン兄ちゃん、アッシュ兄……ッ、ごめん、今は急いでるんだ、人を捜してて！」

「よ、よくわかんないけど、みんなが言ってた黒尽くめの人ってやつか!?」

「ヒロト、僕たちにできることはあるかな!?」

「大丈夫、俺がなんとかする！」

「おおっ……なんかカッコイイぞ、ヒロト！　よくわかんねーけど、がんばれよ！　ていうかお前、すげえでっかくなっちゃったな！」

「無理はしちゃだめだよ！　それと、ありがとうっ！　ヒロトのおかげで、初仕事はうまくいったよ！」

「それは良かった！　二人とも、また後でっ！」

　俺は二人に向けて親指を立てる。二人はハンドサインの意味は分からないながらも、笑顔で同じようにして応えてくれた。

　俺が成長してしまったことは、二人も聞いていたのだろう。年齢自体も、身体の大きさも逆転してしまったのに、彼らは変わらずにいてくれた。

　眠っている間に、俺の事情をうまく話してくれた人がいる。フィリアネスさんだろうか……リオナとミルテが頑張ってくれたのか。いずれにしても、感謝は尽きない。

　そして俺は、彼女にも感謝している。もしそこを彼女が勝手に決めつけてしまっているなら、それは間違いだと伝えなくてはならない。

　伝えたいことはもう一つある。俺のパーティに入るというのが、どういうことか。

　彼女がそれを忘れているのならば、思い出してもらわないといけない。

（もし見つけられなかったら、ミコトさんを捜す旅に出なきゃならなくなるな）




　◆ログ◆

　・あなたの身体がきしみを上げている。

　・「恵けい体たい」が３ポイント上昇した！　あなたは身体を思うように操れるようになった。





「痛てっ……！」

　いきなり身体が大きくなるというのは、骨などにも負担がかかるということだ。

　リリムに生命力を吸われた俺は、ステータス上は六歳も年齢が上がってしまった。その年齢に合わせて身体が急成長する負荷を、エリクシールによって軽減されたと考えられる。代償は大きかったが、生きているだけ儲けものだ。

　そして身体が大きくなっただけ、それに対応したスキルが上昇する。それとも俺が、八歳の限界を超えて鍛えていた反動だろうか。俺の『恵体』は寝ている間にも上昇していたらしく、１５３まで上がっていた。目を疑うほどの凄まじい数値だ。

　死にかけてから超回復することで、一気に強くなる──なんて設定は、エターナル・マギアにはもちろんなかった。

　しかし、強くなる必要のあった俺には不幸中の幸いといえた。リリムとの戦いではリーチの短さが致命的となったが、今はそれを気にする必要がない。

（リリムは途中で身体を『分割して』逃げた。そうされると、倒しきるには苦労する。ひとつでも分割した身体が残ると、そこから再生できる）

　ユィシアの声が聞こえてくる──人々の視界に入らないように、雲の陰に隠れるほどの遙はるか上空にいるようだが、この距離でも念話は可能ということだろう。

（どんなふうに戦ったのか、後でまた聞かせてくれるか）

（わかった。リリムは力を回復するまでは攻めてこないと思う。時間さえあれば、対策のしようはある。母竜マザードラゴンの知識があるから）

　ユィシアの母親は、魔王のことを知っている──あるいは、密接に関わっているということか。リオナを見たとき、ユィシアが涙を流した理由が分からずにいたが、『そういうこと』なのかもしれない。

　幼いリオナと、ユィシアが知り合う余地はなかった。それなら、リオナを知っていたのはユィシアの母親なのではないだろうか。

（そう。リオナ……魔王リリスはあの子に転生する前に、私の母と戦ったことがある。私はそれを自分のことのように感じてしまった。思い出した、と言ってもいい）

（……そうか。そのことは、ユィシアが話したいと思ったときに話してくれ）

（マスターが知りたいことは、すべて話す。遠慮はいらない）

　魔王リリスのことをリリムは姉と呼んだ。そしてユィシアは、リリスの転生体であるリオナに対してこう言った。

　──生まれ変わっても、人間を守るなんて。

　リリスとは魔王の中でも異端の存在だったのだろうか。魔王たち全てが一枚岩ではなく、関係性もさまざまということなのか。

（それより、黒い人を捜すことに集中したほうがいい。すべてはそのあと）

「そうだな。黒い人というか、ミコトさんっていうんだ。覚えておいてあげてくれ」

（……ミコトとの関係について質問したい）

　関係と言われて、俺はミコトさんのことをどう考えているだろう、とふと思う。

　前世のことを知っているパーティメンバー。気の合う仲間で、彼女としか共有できない感覚がある。あれだけ楽しんだ、いわば憧れの世界に転生した同志──つまりは。

（俺にとって、大事な仲間だ。これからも一緒に、冒険したいと思ってる）

　ユィシアからはしばらく答えが返ってこない。俺の言葉を吟ぎん味みしているようだった。

（私は、雄と雌のあいだに、友情は成立しにくいと思う。戦うか、無関心か、つがいになるか、そのいずれか）

「そいつは極端だな……じゃあ傍にいるには、つがいになるしかないのか？」

（それくらいしないと、繋ぎとめられないということ。人の心は離れやすいものだから。私の場合は違う。竜は一度選んだ主人を、絶対変えない。裏切らない）

　そこまでのユィシアの献けん身しんに、俺は深く感謝するほかない。できるなら人化したユィシアに、直接会ってお礼を言いたいものだ。

（……それはもう少し待って欲しい。大きくなったマスターは、外見が大きく変化して……周りの人間の反応が大きかった。私も、それは例外ではない）

「え……あ、やっぱりそうだよな。こんなに急に大きくなると、怖いよな」

（体格自体は、私より少し大きい程度。でも、抱えられるくらい小さかったから、変化がとても大きい。そして身体の機能が成熟するということは……私がお願いしたことが、実現できるということ）

「お願い……あ、ああ。分かってるよ、いつまでも誤ご魔ま化かすつもりはないからな」

　ユィシアは竜の巣を守らせるために、子供を作りたいと言っていた。今の俺は、それに協力することについて不可能ということがない。幼さという殻を脱ぎ捨て、ぐっと大人に近づいた今となっては。

（……待ってる。そういうことは、無理やり迫ることじゃないから）

　それを最後に念話が途切れる。ユィシアが日に日に女の子らしくなっていく──それは嬉しいことだが、彼女の望むことを思うと、どうしても悩ましくもあるのだった。














　かつて集った場所






　エターナル・マギアをプレイしていた頃、一度ユーザー同士の連絡機能が死んでしまい、ギルドハウスにも入れなくなって、仲間と連絡がつかなくなったことがあった。

　そのとき俺は、ギルドのメンバーとあるゲームをした。誰とも連絡のつかない状態で、五つの場所からひとつを選んで集合し、その日一日は集まったメンバーで行動するのはどうかという提案だ。

　いつも固定メンバーで行動することの多かったギルドメンバーも、そのときだけはお祭り気分で、いつもと違うパーティで遊んだという。伝聞系なのは、そのときの他のパーティのことは、俺も把握していなかったからだ。

　そして、集合場所の一つとして選ばれたのが、ジュネガン公国の名所・首都の高台にある、『旧鐘つき塔』の下だった。その名のとおり、首都の中心部に新しく時計塔ができたため、時間を告げるための鐘は使われなくなったという設定だった。

　そこに集まったのは、俺の他にミコトさんと、麻ま呂ろ眉まゆさんの二人だけだった。

　そもそも連絡機能が死んでいるということで、ログインしていたメンバーも一部だけだったのだが、それでも千人のギルドで三人しか集まらなかったことを、俺たちは物好きなんだろうかと笑いあった。ジュネガン公国のダンジョンに大して旨みはないと言われていたから、他のメンバーは、レベルキャップを要求する高難度ダンジョンの近くにある集合場所を選んだのである。

　町の中心部から離れて、高台を目指す。祝祭においてもこの界かい隈わいが利用されることはないようで、あれだけ騒がしかったのに人の姿は全くなくなっていた。俺は高台の上に続く長くゆるやかな丸石の階段を、一段飛ばしで駆け上がっていく。八歳の歩幅ではできなかった芸当がたやすくできることを、改めて便利だと思いながら。

　旧鐘つき塔は苔むしていて、白い外壁に蔦つたが伝っている。見上げると首が痛くなるほどの高さ──三十メーティアはあるだろうか。中は七階構造のダンジョンになっているが、モンスターはイベントが起きたときしか湧かないため、あたりは静まり返っている。




　◆ログ◆

　・《ミコト》は「香木の簪かんざし」の装備を解除した。





（っ……いる。この近くに、ミコトさんが……）

　そのとき俺の視界で、ふわりと何かが揺れた気がした──自分の感覚を信じるならば、それはミコトさんの姿だった。

　彼女は塔の上にいる。そう確信した俺は、鍵のかけられた正面扉ではなく、裏にある隠し通路から中に入った。石壁に良く見ると分かる小さなくぼみがあって、そこを押すと開くようになっている。

　円形の塔の内壁に沿うように作られた階段を上がっていく。もし落ちれば自由落下フリーフオールだ──安全に配慮した手すりなんてものはない。

　壁に手をついて、慎重に進む。そして、ようやく頂上に辿り着いた。

　屋根がなくなり、頭上には青い空が広がる。四方を見渡すと、使われなくなった青銅の鐘しよう楼ろうの陰に、果たして彼女の姿はあった。

「……ミコトさん」

　簪を外し、長い髪をおろしたミコトさんは、その髪を微風になびかせながら、俺の方を振り返った。

　彼女は微笑ほほえんでいた。俺が思っていたよりも、ずっと穏やかな表情だった。

「……もう、お身体には差し障りありませんか？　こんなところまで来てしまって、皆さん心配しますわよ」

「大丈夫、みんなにはちゃんと言って出てきたから。ミコトさんのことだって、みんな心配してるよ。もちろん俺も」

　俺はゆっくり歩いて、ミコトさんに近づく。彼女は逃げることもなく、その場に留まっていてくれた。

　それでもある程度近づくと、拒絶する様子を見せる。少しだけ彼女の足が動いて、後ろに下がりそうになる。

「心配なんて……私はまだ彼女たちとは、会ったばかりです。それに、私があなたにしたことは……」

「……やっぱり、気にしてたのか。リリムに操られてたときのこと」

　リリムの血を浴び、操られ、俺を刺したこと。彼女がリリムの呪縛から解放されたあと、どう思ったのか──それは、想像するにあまりあった。

「私は、もうあなたの傍にいる資格はありません。ギルマス、ここでお別れですわ」

　──そう言うだろうとも、分かっていた。

　彼女が何のために強くなったのか。俺ともう一度パーティを組んで、どうしたいと思っていたのか。全て、俺と一緒に戦うためだ。

「私は、自分のことを強いと思っていました。海を渡ってこの国に来てからも、ずっとそう思っていた。あなたのステータスを見てもなお、戦闘という分野においては、私が一部ですぐれていると思っていました」

「俺も、ミコトさんのステータスを見たときは驚いた……純粋に、凄いと思ったよ」

「……あなたを手にかけようとするために、その力を使ってしまった。絶対に、そんなことはしたくなかったのに……私は、取り返しのつかないことを……っ」

　それが限界だった。努めて冷静に話そうとしていた彼女の頰ほおに、涙が伝っていく。

「まだ、この手に残っています……あなたを殺めようと、この手で刺し貫いたときの感触が……一度死んでしまえば、この世界では、それで終わりなのに……それなのに、私は、あなたを……あなたを、殺めようとした……っ！」

「そんなことで、ミコトさんは自分を責めてたのか？」

「っ……そんな……そんなことって……」

「俺はこうして生きてる。もし俺が後悔するとしたら、俺を刺したことを悔やんで、ミコトさんが離れていくことだよ。忘れたとは言わせない……ミコトさんは、俺の右腕だ。右腕がなくなったら、それこそ生きていけないだろ？」

　詭き弁べんに聞こえるかもしれないが、俺にとってはそれが揺るぎない事実だ。仲間の中でも、彼女の存在が大きかったのは確かで、この世界で会えて心から嬉しかった。

「……私が自分でリリムを攻撃して、血を浴びて……すべて、私の落ち度だったのに……どうして……」

　ミコトさんの口調が少し幼くなっているように感じる。自分が大きくなったから、そう思うのかもしれない。

　元々の俺たちの関係に近づいたから、という気もする。この世界に生まれ変わる前のミコトさんは、俺より年下だったのだから。

「俺は仲間がしたミスは、だいたい許すよ。許さないとしたら、そのミスを反省しない場合だけだ。そして大前提だけど、敵の状態異常攻撃を受けるのはミスでもなんでもない。じゃあ、ミコトさんは自分を責めなくていい。そう思わないか？」

　気がつけば俺はもう、ミコトさんに触れられる距離まで近づいていた。

　こうしてみて分かる、俺の方が背が高くなっている。ミコトさんはうさぎのように赤くなった目で、戸惑いながら俺を見つめていた。

「……そうやって丸め込んでしまうのも、交渉術ということですか？」

「そうかもしれないな。いや、今は自分で必死になってるだけなんだけど……ミコトさんが抜けたら、正直痛手だからな」

　照れくさくなって頰をかくと、ミコトさんはつられるようにくすっと笑った。そして、微笑んだままで俺をじっと見つめる。

「ああ……簡単に説得されてしまって、何だか、ますます子供みたいですわね。私、ギルマスより年上になれたので、お姉さん気分を味わっていましたのよ。それはそれで、楽しかったのですけれど……」

　ミコトさんは手を伸ばして、俺の頭に触れた。そして長く伸びた髪に手て櫛ぐしを通し、今までにない目をする。

　──これまでも、何度か見てきた。それは、女性が心を許してくれたときの瞳。ミコトさんはもちろん、これまで一度もそんな目をしたことはなかった。

　つまり、今、この瞬間に、彼女の中で、決定的に何かが変わったということだ。

「……ギルマスが眠っている間にも少しずつ大きくなっていくのを見て、みんな驚いていましたわ。気付いていましたか？　ギルマスがうわごとを言いながら震えているので、みんないても立ってもいられなくて、交代で添い寝をしていましたのよ」

「えっ……そ、添い寝？　そんなこと、みんな言ってなかったけど」

「無理もありませんわ。だって、誰が言い出したのか忘れましたけど……あ、あの、ここから先は、言うのが差し支えるというか、その……何と言えば良いのでしょう……」

　ミコトさんが目をそらして困っている。い、一体何が……そんな素振りを見せられたら、聞かずにいられない。

　俺は彼女が自分から言ってくれる気分になるまで、胸を高鳴らせながらじっと待ち続ける。するとようやく、ミコトさんがちら、と俺の方を見てくれた。

「……は、肌を合わせると、きっと落ち着くということになって……服を脱いで、寄り添っていたんですの」

「ふっ……服を……全裸で……!?」

「そ、そうですわ……服を脱がないと裸にはなれませんから、仕方がありません。一時的に防御力は下がりますが、そんなことは言っていられませんし……」

（この口ぶりだと……ミコトさんも俺に、全裸添い寝を……？）

　想像した瞬間、俺の視線という名の走査線スキヤナーが、眼前にいる人物ミコトさんのデータを光速で読み取る。

「……エッチなことを考えている顔ですわね。八歳ならごまかせますが、今の……今の年齢は、いくつですの？　おそらく、ステータス欄らんも変わっていますわよね」

　困ったような顔で俺を咎とがめようとしたミコトさんが、途中で思い立ったように質問してくる。俺は左手の指を一本、もう片方の手の指を四本立てた。

「……五歳ですの？　こんなに大きい五歳もなかなかいないですわね」

「俺もこんな五歳がいたら腰を抜かすよ……今の俺は、ステータス上は十四歳だ」

「十四歳……というと、大人というには早い年齢ですわね。少年と大人の中間は、何と言えばいいのでしょう」

「それは俺にとっても難しい問題だな……ミコトさんは、どう思う？　こんな、急に大きくなって、気味が悪いと思ったりしないか」

　そう思っていても、ミコトさんが正直に言うこともないだろう──というのは、俺の心配しすぎだった。

「あなたが大きくなってしまったのは、私の責任もありますもの……それに、誰も気味が悪いなんて言ってませんでしたわ。無事に目覚めてほしい、その一心でしたから」

「……そうか。いや、責任も何もないけどな。リリムに取られた若さを取り返したら、また六歳若返るのかな」

「そうかもしれませんわね。ギルマスがそれを望むなら、私は命に代えても……」

「いや、俺が奪われたものは、俺が自分で取り返すよ。それに……父さんや母さん、故郷の人たちに会うのは、ちょっと怖かったりするけど。大きくなったこと自体は、俺が望んでたことでもあるんだ。リリムに感謝するなんてことはないけどな」

　リリムが、俺の欲しいものをくれると言ったのは、ある意味では間違いではなかったのかもしれない。

　彼女に首をつかまれ、反撃もままならなかった俺は、身体が大きくなっていれば、もっと成長していればと渇かつ望ぼうしていたからだ。

　俺を愛してるなんて言葉にほだされたわけじゃないし、リリムは本当に俺を不死者に変えようとしただけだったかもしれない──だが、九九パーセントは悪人でも、一パーセントはそうでもないのかもしれないと思う自分がいる。

　それはリリスを宿したリオナが現れたときの、リリムの人間味のある反応を見てしまったからかもしれない。魔王は残酷なだけでなく、心に揺らぎがある存在なのだと分かってしまったから。

「……望んでいたというのは、色々な意味で、責任を取るためですか？　皆さんを待たせていたら、適齢期を過ぎてしまう方もいらっしゃいますし」

「ま、まあ、それはその……大きくなったからすぐにってわけじゃないけどな。十四歳でもまだ、大人とは言えないわけで……」

　動揺する俺を見て、ミコトさんはむっとする。そして、俺の耳をつまんできた。

「そんな優柔不断なことを言っていたら、私も言い出しにくくなりますわ。もっと、腰を落ち着けてどっしりと構えてくださいませ」

「……言い出しにくいって……あ」




　──ええ。特に戦闘のスリルと……今はもうひとつ。どんなタイミングで、ギルマスに授乳をしてさしあげることになるのか、という……。

　──そうですわ。この戦いで生き残ったら、というのはいかがですか？




（わ、忘れてたわけじゃないけど……大きくなった今となっては、問題が……っ）

　ミコトさんは俺の内心の葛かつ藤とうを知らず、じっと見つめてくる。そんな潤うるんだ目をされると、俺は意志が弱いから、勘違いをしてしまう。

「ギルマスを大事に思っている人は、数えきれないほどいますわ。ですから、二人になれる時間は、とても貴重だと思いますの……」

「……ミ、ミコトさん。いいのか？　俺、もうこんなだけど……」

「こ、こんなというのは、男性的な……い、いえ、そうではなくて……大きくなったのに、していいのかということですわね。それは私も、難しい問題だと思いますわ」

　今の俺の姿では、幼い子が年の離れた女性に甘えて、授乳してもらっているという言い訳が通じない。

「……スキルを与える手段は他にありますが、私は効率を重視するほうですわ。そして、分別のつく年齢でもあります。流されているわけでも、ただ若者としての勢いにまかせているわけでも……ギ、ギルマス、ちゃんと聞いているんですの？」

「あ、ああ、ちゃんと聞いてるよ」

（ミコトさんの答えは前向きだ……全てを理解した上で、挑むというのか……！）

　彼女の気持ちを確かめると、途端に喉の渇かわきを自覚してしまう。

　リリムに吸われたことで、吸われるつらさを知った俺は、簡単に吸ってはいけないと分かっている。だが吸うことは俺のアイデンティティでもあり、生きる意味に等しい行為なのだ。もしそれを奪われたら、常に渇きに喘あえぐことになる──というと、やはり吸きゆう乳にゆう鬼きではないかと思いもするが。

「忍術スキルが、ギルマスに必ずしも必要かどうか分かりませんが、スキルをコンプしたいという気持ちは、私にもとても良く分かります……そうです、ギルマス。これはスキルコンプリートの一環なのですわ」

　自分で言っているうちに勇気づけられてきたのか、ミコトさんは誇らしげですらあった。しかし俺がすぐに返事をできないでいると、胸元を押さえて目をそらす。

「……大きくなったギルマスとの初めてが、私……というのは、本当にいいのでしょうか。何か、ギルマスをここに誘い込んでしまったみたいで、少し……あっ……」

　子供の頃は、俺はひたすら受け身だった。今でもその精神自体が、殻を破ったとは言いがたい。

　しかし相手に迷いがあるなら、それを消してあげるのも、大きくなった俺の責任じゃないだろうか。

　──だからといって、いきなり鐘楼を囲う壁で、ミコトさんに壁ドンするのもどうかと思うんだけど。やってしまったものは仕方ない、後にはひけない。

「……こんなことに憧れるなんて、日本の女性は平和ですわ……なんて、他人ごとのように思っていましたのに。実際にされてみると……意見が変わってしまいそうです」

　祝祭の始まりを待ち望む人々の喧けん騒そうは遠く、青空はどこまでも澄み渡っている。

　する、するっと衣擦れの音がする。俺に迫られたままで、ミコトさんは服をはだけていく──まず、真っ白な肩が露になる。シノビの修行を経てもなお、彼女の肌には傷一つない。どれだけ注意を払って研けん鑽さんしてきたのか、よく分かる身体だった。

「あ、あまり見ないでくださいませ……鷹の目みたいになっていますわよ」

「ご、ごめん……」

「……でも、見ないわけにもいきませんわね。控えめに、お願いしますわ……」

　彼女が黒装束の下に着た鎖くさり帷子かたびらは、胸の部分まで覆ってはいなかった。鎖帷子を固定するために、胸の谷間で十字に交差した紐が、その膨らみの形を強調している。

　フィリアネスさんの発育は飛び抜けているが、彼女に遠く及ばないわけでもない。

「……あまり、自信はありませんが。小さくは、ないと思いますわ」

　今の俺の手のひらにちょうどおさまりそうな、それでも少し足りなそうな。紐に乗ってたぷんと柔らかく変形した乳ち房ぶさの形を見ていると、俺は前世でもそれほど味わったことのない、気が遠くなるような感覚を覚える。

　──言葉にできない。

　普通に考えて、こんなことができる相手じゃない。前世を知っていて、魅了にもかかっていなくて。

　素のままで、こんなことが起こりうるのか。ミコトさんは恥じらい、頰を朱に染めながら、先端の部分を手で隠している。

　鐘楼が光を遮って、薄暗い物陰で肌を見せている彼女を前にして、俺は今更に、とてもいけないことをしているのではないかと思い始める。

　そして俺はもう、準備が整ったことを悟る。

　ミコトさんは何も言わず、俺をじっと見ている──待ってくれているのだ。

「……隠さずに、見せてもらえるかな。恥ずかしかったら、少しずつでいい」

「少しずつのほうが、恥ずかしいと思うのですが……」

　ミコトさんは咎めるように言いながら、手を片方ずつ下にずらす。ひとつずつ露になった豊かな膨らみを目にすると、俺は瞬きもできなくなっていた。

「……ログは、あとで確かめてくださいませ。スキルが上がったことだけ、確かめてください。そうすれば……」

「あ、ああ……本当にいいのか、ミコトさん」

「……約束しましたから。言ったはずですわ……どのタイミングで、あげることになるのか想像していると」

　話しているうちに、肌が桜色になるほど緊張していたミコトさんが、少しずつ落ち着いてくる。

　そして俺は、他の雑念の全てを捨てて、スキルログだけを見ると誓う。

「でも……いつ、どんな場所でも、忘れることはありませんわ。だって、私は……」

　ミコトさんの言葉がとぎれる。壁に手をつき、彼女に迫るような姿勢だった俺は、ゆっくりと身をかがめる。

　最後の意志を確かめるために見上げると、ミコトさんはこく、と頷く。

　触れ合うまでの時間がとても長く思えた。いつまでも触れられないんじゃないかと思うくらいだった。

　呼吸に合わせてふるふると揺れる、白くて張りのある乳房。そっと下からふにゅ、と手を添えると、甘い吐息が漏れ、桃色の尖せん塔とうがぷっくりと膨らんでくる。

　ここの形や色は、今まで誰一人として全く同じということはなかった。ミコトさんの乳首は桃色で、乳輪のかすかな凹凸と滑らかな光沢が、俺の唇を強く誘惑する。

「いくよ、ミコトさん……ちゅっ……」

「んっ……ぁ……ふぁっ、あぁ……！」

　ようやく辿り着いたとき、これまでの言葉とは噓のように違う、艶つややかな喘ぎが耳朶を打った。音が耳から入り込んで、俺の脳髄を蕩とろけさせる。

「……もう、言葉にできませんわ。こんな感覚なんですのね……んふぅっ……！」

　ミコトさんは口元を押さえて声を殺すが、吸いつくたびに目がとろんとしてきている。

　男女の行為に等しいことをしながら、俺は進みすぎないように自制する。震えながら俺の頭に手を回すミコトさんの反応を見ていると、両手で乳房を愛あい撫ぶして、夢中になって吸ってしまいたくなる。

「ま、まだ……ログが、出ていないので……っ、はぁっ、あんっ……」

「ちゅっ……もう少しで上がると思うから……ミコトさん、いっぱい出るな……」

「ギルマスの神秘の力……ですわね……んっ、んぅっ……あ、あの……こちらは……」

「いいのか？　じゃあ、遠慮なく……」

　ミコトさんが自分からおねだりをしてくる。俺は頭がくらくらとするほど昂ぶりつつ、ミコトさんの顔を上目遣いに見ながら、もう片方の尖塔を口にくわえた。

「ふぁぁっ……！　ぁ……あぁ……ギルマス……お上手、すぎます……っ」

（甘い。こんなに甘いものだったんだな……とても、久しぶりに味わった気がする）

　いくら求めても、求め足りない。『忍術』のスキルはとても上がりにくいようだ──けれど今している行為は『房ぼう中ちゆう術じゆつ』にも経験値が入り、そちらのスキルレベルが上がってしまいそうだ。

「……私が男性で、ギルマスが女性だったら、ギルマスから吸わせてもらっていたのでしょうか。こうしているだけで……んっ……スキルが、上がるなんて……ふぅぅっ……」

「ちゅっ……ちゅぅぅっ……確かに、ちょっと……いや、かなりずるいよな」

　ミコトさんは少し拗すねてるような顔をするが、それはポーズだったようで、すぐに仕方ないというように笑う。そして、俺の頭を優しく撫なでてくれた。

「あなたの攻略に、これ以上ない形で力を貸せるのなら。文句なんて言えませんわ」

　そういう気持ちで、ゲーム時代も俺と一緒に冒険してくれていたのだろうか。

　感謝しながら、しっとりと汗ばんだ乳房を持ち上げ、こぼれたミルクを舐め取る。ミコトさんがくぐもった声を漏らし、白い首を見せてふるりと震える──その時だった。

「──はぁっ……んぅぅっ……！」




　◆ログ◆

　・あなたは「忍術」スキルを取得した！　長く険しい忍びの道が、今開けた。

　・あなたの「房中術」スキルが上昇した！





「はぁっ、はぁっ……ギルマス……スキルは上がりましたか……？」

　俺のステータスアップ表示は、ミコトさんには見えていないようだ。俺はうなずき、ミコトさんの胸から名残惜しくも手を離すと、服を元に戻そうとする。

「も、もう……終わりなんですの……？」

「これ以上すると、別の意味で抑えが利かなくなりそうだから……」

「……こ、これでは、生殺しではありませんか……ギルマスったら、酷いですわ」

「ご、ごめん。じゃあ、その代わりに……」

　俺は自分が『授印』を習得していたことを思い出す。誰も見ていない塔の上とはいえ、ここでこれ以上『授乳』してもらうと本当に踏みとどまれないので、代わりのことでミコトさんを喜ばせてあげたい。

「ミコトさんに、お返しをするよ。俺が持ってるスキルを、ミコトさんに一つあげる」

「そんなことをしていただけるのですか？　では……あのときのフィリアネスさんのように、私も……今の限界を超える力が、欲しいですわ」

「うん、分かった。じゃあ、身体のどこかにキスすることになるけど……」

「っ……ど、どこかとは、具体的に、どこなんですの？」




　◆ログ◆

　・あなたは「授印」を発動した！





「っ……これは……ギルマス、こんなスキルを、どこで……」

　ミコトさんの身体のどこに着印点が出るのか──光っている部分は、彼女の身体の前面にはないようだった。

　──いや、違う。鎖帷子に覆われたお腹の部分が光っているのだ。それに気付いたミコトさんは、どういうことか、と俺に答えを求めてくる。

「ミコトさん……鎖帷子も、外してもらえるかな。そうしないと、俺のスキルをあげられないんだ」

「……そ、そんなことをしたら……本当に……その……でも……」

　戸惑うのもわかる。そんなところまで見られると思っていなかっただろう。

　しかし彼女は光っている部分を見つめると、顔を上げて微笑んだ。分かりました、というように。

「未知のスキルがどのように働くか……ギルマスに、こうして実演してもらえるのですから。恥ずかしがっている場合では、ありませんわね」

　ミコトさんが鎖帷子の装備を外し始める。その間も、ダイアログの文字は消えずに残り続けていた──急がなければ消えてしまう、とせかすように。




　◆ダイアログ◆

　・《ミコト》の身体の一部が発光した。キスしますか？　ＹＥＳ／ＮＯ





「ああ……か、覚悟はできていたつもりですけれど……恥ずかしいですわ……」

　ミコトさんは長い睫まつ毛げを震わせながら鎖帷子をめくり上げる。

　引き締まりながらも女性らしい柔らかさを残した腹部。女性の臍へその部分を、こんなに近くで見るのは初めてだった。しかし、光っている部分──着印点は、まだ下にある。

「……この光っている部分に、何をするんですの？」

　その質問に答えようとして、うまく声が出なかった──緊張のあまりに。

「その……これは、俺のスキルで『授印』っていうんだ。俺が持ってる限界突破のスキルを、相手に印を与えることであげられる。この光ってる部分に、キスすることで」

「っ……そ、そんな……だって、光っている場所は……」

　ミコトさんは戸惑いながら俺を見下ろす。下半身装備がそのままでは、着印点に触れることは難しい。

「どこが光るのかは、ランダムなんだ。今回は、その……臍の下だったみたいだな」

「そ、そうなのですね……ギルマスが、あえてそこを選んだわけではないんですのね？」

「俺も狙ってるつもりはないんだけど、すごい位置に出やすいというか……」

「……フィリアネスさんに『限界突破』スキルをあげたのは、ギルマスですわよね。そのときはどこに出たんですの？」

「え、えーと……かなり危うい位置だけど、何とかいける範囲だったかな」

「いける範囲というと、どのあたりですの？」

　答えないわけにもいかない。誤ご魔ま化かしたら、次のステップには進めないような気がしたからだ。

「こ、このあたり……内股かな」

　ビキニラインと言える位置を指さす俺。それを見てミコトさんは「ええっ」という顔をして、耳まで真っ赤に染める。

「……そ、そんな噓をついても仕方ありませんから、本当なのでしょうけど……勇気だけでは、難易度が高すぎますわね……でも……」

　ミコトさんは悩んでいる。フィリアネスさんがこの試練を突破したなら、自分も……と考えていたりするんだろうか。分からないが、自分で言っておいてなんだが、俺の『授印』は試練なのか。

「……分かりました。私もシノビの道を、一度は極めたという矜きよう持じがあります。それ以上の境地に達するためには、どのような辱はずかしめでも受けますわ」

「は、辱めって……」

　黒い帯をほどき、ミコトさんは片方の手で鎖帷子をめくり上げ、もう一方の手で、ズボンのような下半身装備を下にずらしていく。臍の下から少しずつ、じりじりと下ろしていってもまだ着印点は露にならず、彼女が身につけている下着の上端が見えるぎりぎり直前で、ようやく着印点が姿を現した。

「あ、あまり……そちらの方は、見ないでください。武士の情けですわ」

「そちらというと……い、いや。分かった、絶対に見ない」

「……お願いします。終わるまで、じっとしていますから……どうぞ」

　無防備に晒さらされたお腹。そこに唇をつける──本当にいいのかという背徳感は、もはや限界を超えている。

　思いながらも、俺は身をかがめて、着印点に顔を近づける。抑えかねた吐息が彼女の肌をすべると、ミコトさんは俺の肩に手を置いてきた。

「ご、ごめん。強くなるためとはいえ、やっぱりここは恥ずかしいよな……」

「……今更何を言っているのですか。胸を吸ってもらうのも、相当なものですわよ」

　ミコトさんはそう言って、白い素肌が赤くなるくらい恥じらいながら笑ってくれる。

　何も遠慮する必要はない。俺はミコトさんに頭を撫でられながら、彼女の鎖帷子を自分でも持ち上げつつ、芸術的な曲面を描く彼女の臍の下にキスをした。




　◆ログ◆

　・あなたは《ミコト》の肌に唇で触れた。





「っ……ぁ……あぁっ……」

　キスをした後は目を閉じる。彼女が反応するさまを見ていれば、俺は容易に理性を飛ばしてしまう──それくらいに頭も身体も熱くなっていた。

「……熱い……ギルマスの力が、私の……私の、中に……」

　ミコトさんの手が俺の首の後ろに回る。その愛おしむような手つきに、少なからず覚えるのは──陶とう酔すいに至るような、幸福感。

　求められていることが伝わる。言葉だけでなく、触れ合うことでしか理解できないことがある。

「ふぅっ……んっ……んぁぁっ……！」

　ミコトさんの身体がはねるように震えて、彼女は俺の頭を抱き寄せたままで、弓なりに仰け反る。




　◆ログ◆

　・あなたは《ミコト》に刻印を与えた！

　・刻印の力で、《ミコト》は「限界突破」スキルを取得した！　さらに上の世界への扉が開いた。





　彼女が感極まったように震えているうちに、ログが流れてくる。

　俺は目を開けて、浮かび上がった刻印を確かめ、思わず手を添わせる。そんな俺を、白い双子の丘きゆう陵りようを無防備に見せたまま、汗で肌に張り付いた髪を気にしながら、ミコトさんは熱っぽい瞳をして見下ろしている。












「ギルマス……いえ、ヒロトさん……私、私……もう……」

「ミコトさん、どうしたんだ？」

「……意地悪しないでくださいませ……これ以上焦じらされたら……」

　本当に俺でいいのか。こんな場所で、ロマンチックでもないときでいいのか──そんなことは関係ない。

　ミコトさんが俺の手を取って、触れさせてくれている。

　俺の指はまだ一本も動いていない。そうすることを一秒でも早く待ち望むように、彼女は澄んだ黒い瞳で俺を見つめている。

　いいのかと何度も尋ねることは、もう許されない。ここまでしてしまったのなら。

「っ……そう……そうです……何も遠慮なんてなさらないで……私は、ヒロトさんのことを……」

　頰を染めながら微笑むミコトさん。けれどすぐ後には、その瞳は切なそうに細められる──俺の手が動いたからだ。

　心臓の鼓動が激しく、胸きよう郭かくを突き破ってしまうんじゃないかと思う。俺は震えるような深呼吸をしながらミコトさんが黒装束の下半身を持っている手をそっと外して、するすると下ろしていく。俺にされるがままに、ミコトさんは片方ずつ足を抜いた。

　露になった白い腿ももから、柔らかそうな脹脛。足首はきゅっと締まっている。

　それよりも何よりも──シノビとしての主義に反するような洋風の下着。それは、俺がヴィクトリアから手に入れたものに似ているが、目が覚めるほどの白だった。

「……東の国には、褌ふんどしという装備もあるのですが。さすがに、そこまではロールプレイできませんでしたわ」

「女性がつけるものって感じはしないしな……でも、ミコトさんなら似合うかも」

「……ヒロトさんがそうおっしゃるのでしたら、一度だけなら……なんて、言うと思ったんですの？」

「ははは、それはそうだな。無理にとは言わないよ」

　話しながらも俺は、ミコトさんの腰で結ばれている紐に関心を惹かれていた。

　ミコトさんは何も言わない。ただ俺の手のゆくえを、じっと見ている──その、紐が引かれるところも。

「あっ……」

　思わず声が出てしまうということが、彼女にもある。どれだけ忍ばせようとしても、こればかりは耐えかねるというように。

　授印はもう済んでいる。これはもう、俺とミコトさんが自分の意志でしようとしていることだ。

　──祝祭が始まる前に。俺は、今日ここで、ミコトさんと──、

「ヒロトちゃんっ、ミコちゃん！　見つけたぁ！」

「きゃっ……!?」

　ミコトさんがすごく女の子らしい悲鳴を上げる。しかしその直後には、彼女はショーツの紐を戻さないままに、下半身装備を元に戻していた。上の装備を元通り着直すのに手間取り、困ったあげく、彼女が選んだ手段は──。

「──えぇいっ！」




　◆ログ◆

　・《ミコト》は「木の葉隠れ」を発動した！　《ミコト》の姿が見えなくなった。





（そ、その手があったか……！）

　俺の方は服を脱いでいないのが不幸中の幸いだった。いや、不幸ではないのだが。

　俺たちを呼んだのはマールさんだった。彼女からはミコトさんがどうなっているかまでは見えていなかったようで、いきなり消えたので驚きつつ、俺の方を見てくる。

「……お、おっきい……っ、ヒロトちゃんがおっきくなっちゃった……っ」

「すごい……こんなに大きく……それに、たくましい……」

　マールさんの後からやってきたアレッタさんは、俺を見て頰に手を当て、惚れ惚れとしたように見つめる。嬉し恥ずかしいとはこのことだ。

「ふ、二人とも……そんな、想像力を煽あおる言い方をしないでくれ」

　アレッタさんはありのままを言っているだけだと思うが、マールさんは狙っている感じがとてもする。

「あれ？　ヒロトちゃん、ミコちゃんがいなかった？　誰かと一緒にいるように見えたけど……」

「え、えーと……ミコトさんは、急用ができたって。惜しいところだったんだけど」

「……あ、あの。ヒロトちゃん、口をすべらせていませんか？　いえ、開放的にしていくというなら、私は特に注意したいわけでもないんですけど……」

「っ……い、いや、それは……」

　──動揺したときこそ、俺の『交渉術』を活かすべきだろう。ミコトさんに恥ずかしい思いをさせないためにも、皆を丸め込まなければ──と思ったところで、近くから俺だけに囁ささやく声が聞こえた。

『そんなことで怒りませんわ。とりあえず、後のことはお任せします……あっ……と、透明だと、元通りに服を着るのがこんなに面倒だなんて……っ』

　ミコトさんの気配が離れていく。もっと早くことを進めていれば……とも思うが、後の祭りだ。

「ヒロトちゃん、私より身長がおっきくなりそう……で、でも、まだ抜かれないよね？」

「いえ、かなり近いというか……私なんて、見上げるくらいになっちゃってます」

「はは……こんなことになっちゃったけど、中身は大して成長してないよ」

「身体が成長することに、とても大きな意味があるというか、なんというか……はぁ～んっ！　雷神さまに順番を譲るなんてもったいない！　今夜は祝祭の夜なのに！」

「マ、マールさんっ、人がいないからって、大声で言い過ぎです！」

「……ヒロトちゃん、せっかくだから、大人になってから味覚が変わってないかためしてみない？　私はね、久しぶりだから、けっこうすごいと思うよ～」

「そ、そんなっ……そんなことをするなら、私だって……ヒロトちゃんとこうして話せるのを、ずっと楽しみにしていたんですからっ……！」

　マールさんとアレッタさんは、祝祭を見物するためなのか、鎧は着ていない。二人とも珍しくスカートを穿いていて、いつもよりすごく女性らしさが強調されていた。髪もいつもと違って、よそゆきの髪型になっている──マールさんはリボンでポニーテールにしていて、アレッタさんは髪に飾りのついたピンをつけていた。

「二人とも、その服すごく似合ってるよ。髪も可愛いね」

「かっ、かわっ……かわわっ……か、川いい？　ヒロトちゃん、川が好きだったんだ～ってそんなわけないでしょ～！　アレッタちゃんったら！」

「ヒロトちゃん……私、もうすぐ……なんですけど、それでも可愛いって言ってくれるんですか？」

「うん。何歳になったって関係ないよ」

「ほぁ……ほぁぁぁぁ！　なんですか！　なんですかこれ！　ちょっと王国中にヒロトちゃんのかっこよさを伝える旅に出てくる！　私絶対伝説作ってくる！」

「……分かってはいましたけど、やっぱり大きくなると、まるで、羽化するみたいに……」

「えっ……い、いや、俺は思ったことを言っただけなんだけど……」

　旅に出ようとするマールさんを引き止め、ずっと頰を赤らめてため息ばかりついているアレッタさんと一緒に、俺は塔を下りることにした。

　最後に忘れてはいけないものが一つある──ミコトさんが外して忘れていった、あの装備を拾っておかないと。




　◆ログ◆

　・あなたは「香木の簪」を手に入れた。









　未来の約束






　鐘つき塔から下りるとき、何となく気配は感じていたのだが──まさか塔を出た途端にこんなことになろうとは。

「……マスター」

　塔を出たところで、外壁を少し回ったところにいたユィシアが、すっと姿を現す。

「…………」

　沈黙が意味するところは分かる。ユィシアに、俺が何をしていたか伝わってしまったのだろう。ユィシアに対して思考を隠いん蔽ぺいする方法があるなら、ぜひ習得しておかないと、彼女の安あん寧ねいが保たれない。

「ユィシア、ミコトさんを捜してくれてありがとう。彼女はもういなくなったりしないから、大丈夫だ」

「……そう。ああいうことをしたらいなくならなくなるのなら、定期的にしてあげるといい。私は嫉妬をしない。マスターの帰巣本能を信頼している」

　ユィシアが感情と無縁に見えたのはもう昔のことで、俺を見る目が何か切なそうというか、色々言いたいことはあるけど黙っておく、みたいなニュアンスを感じる。

「アレッタちゃん、これって修羅場的な雰囲気だったり？」

「ええと……塔の上とはいえ、野外ですから。ヒロトちゃんも大きくなってすぐに、このような場所でいけないことはしないのではないかと……」

「ま、まあアレッタさんの言うとおりだよ。俺もそういうことばかり考えてるわけじゃないから。大きくなったからといって、あまり身構えないでくれると嬉しいな」

　ステータスと外見が十四歳相当となった今、『授乳』をしてもらうのは自重すべきではないかとか、明らかに男女の行為になってしまっているという懸念はある。

　しかし、英雄は色を好むという言葉もある。いや、俺は英雄ではないが、スキルは攻略に必要なのだ。

（だけど、明確に、男としてミコトさんを意識してしまってたからな……）

　抑えきれない本能というものがある。八歳の当時はまだ意識していなかったが、俺も男性であり、女性を意識してしまう年頃になった。

（ああ、しっかりしろ俺！　エッチなことばっかり考えてどうする！　そんなことしてたら、みんなの信頼を失うだけだぞ！）

「ヒロトちゃん、すっごく悩んでる……も、もしかして、途中で邪魔しちゃったから、むらむらしてるのかな？」

「そ、そんな直接的な……でも、そうですね。あれくらいの年齢の男の子はお猿さんみたいなものなので、大目に見てあげなさいと友達が言っていました。その人は数年前だったでしょうか、長期休暇明けにやけに大人っぽくなっていて、私に対して急に年下みたいな扱いをするようになり……」

「アレッタちゃん、大丈夫！　まだいろいろとセーフだから！　私はアレッタちゃんより先に大人になっても、ぜったい見下したりしない！」

「ま、待ってください、どうしてマールさんが先って決まってるんですか？　それについては異議を申し立てます。場合によっては、フィリアネス様も交えて、今後の方針について話し合わないと」

「雷神様には内緒にしよ？　だって雷神様は私たちの中で一番進んでるもん。ヒロトちゃんにちゅっちゅさせてあげた回数、私たちよりずーっと……」

「な、生々しいことを言わないでくださいっ、小さい子も聞いてるんですよ！」

　俺は恐る恐る周囲を見回す。すると、ユィシアの後ろから、顔を真っ赤にしたリオナとミルテがぴょこっと顔を出した。

（ま、まさか……いや落ち着け、そんなわけがない。ユィシアに連れてこられたとしても、俺が何をしてたかは、さすがに見てないはず……！）

　今となっては見下ろすくらいの身長差になった二人に対して、俺はできるだけ自然に微笑みかけた──が、しかし。

「……ヒ、ヒロちゃん、ダメだよ？　おっきくなったんだから、赤ちゃんみたいにちゅっちゅしたら」

「っ……み、見てたのか？　ユィシアの背中に乗って、上空から……？」

「……見てた。ユィシアお姉ちゃんが、説明してくれた」

　それならば隠しても無駄どころか、シラを切ったら嫌われてしまう。

（ど、どうすればいいんだ……どうすれば……っ）

　リオナとミルテに対してものすごい罪悪感がある。子供の頃から一緒だった同い年の彼女たちを置き去りにして大きくなって、俺がしていることと言ったら、年が近くなったミコトさんと……。

「……ヒロト、ずっと言ってなかったけど、わたし、おばば様とヒロトのことも見てた。窓の隙間から」

（や、やっぱり……ずっとって、あれから何年経った？）

　確か四歳の頃だから、四年以上も、ミルテはネリスさんと俺の『授乳』を覗いてきたということになる。見られてる可能性があると気付いていたのに、俺が精霊魔術スキルを欲したばかりに……。

「ヒロトちゃん……そんなに守備範囲が広かったんだ。アレッタちゃん、焦ることなくてよかったね～」

「や、やめてください。いえ、かなり年上でも良いと言ってもらえれば、それは凄く嬉しいですけど……みんながいるところでそういう話は、恥ずかしいです」

「……あとで、一人一人との面談の時間をとるべき。それが一番公平な方法」

「面談か……分かった、みんなが時間をくれるなら、ゆっくりと話したいな。俺の意識が戻る前に、色々心配かけたことも謝りたいし」

　だんだんと外堀が埋められている感があるが、もう腹をくくるべきなのだろう。

　一人ずつと話して、大きくなってから俺はこれまで通りでいいのか、それとも変わるべきなのか。そういうことをしっかり話しておかないといけない。

「めんだん？　めんだんってなに？」

「例えばだけど、俺とリオナが二人で話すってことだよ。俺に、色々言いたいこととかあったら、遠慮なく言ってくれていいし」

「……ヒロちゃん」

　リオナは誰かに整えてもらったのか、髪の両サイドを結んでおさげにしている。そのうち一つの房をいじりながら、彼女は潤んだ目で俺を見上げながら──って、こ、これじゃ、まるで……。

「……ミコトお姉ちゃんのお胸にしたみたいに、私にもして？」

（ぐぁぁぁぁぁ！）

　声にもできない悲鳴を上げ、悶もだえ苦くるしむ。そんなに詳しく見ていたのか、恥ずかしい、死ぬほど恥ずかしい。

「ヒロちゃん、さっきからどうしたの？　そんなに私にちゅっちゅするのはいや？」

「そ、そんなことは……ただ、ちょっと早いっていうか、大人の女の人はいいけど、リオナは小さいから……」

「……わたしもだめ？　おばば様みたいに、おばあちゃんになってから若くならないと、ちゅっちゅしてくれないの？」

　これまで積み上げた業カルマが、ここに来て俺を極限まで追い詰めている。

　リオナもミルテもまだ八歳で、『母性』は確かめるまでもなく20に達していない。まかり間違って達していたら俺は女神を恨みたくなるので、ステータスは見ない。

　困り果てた俺をユィシアは静かに見ていたが、何を思い立ったのか、リオナとミルテの後ろに回って、彼女たちの耳元で何事かを囁く。

　すると、リオナとミルテが頰を赤らめつつも、嬉しそうな表情に変わった。

「あ、あのね……ヒロちゃん、私もう怒ってないよ。おっきくなるまで待っててね」

「わたしはリオナより早く大きくなる。今でも少しだけ、身長が大きい」

「私の方がちょっと大きいもん。マールさんもそう言ってたもん」

「ほんの少しリオナちゃんがおっきいかな？　抱っこすると変わらないんだけどね」

「……すぐに追いこす。いっぱいご飯を食べて、いっぱい遊ぶ」

「そうですね、それが一番大きくなるための近道です。二人の将来が楽しみですね」

　アレッタさんが上手くまとめてくれたけれど、二人が俺を見る目が今までと何となく変わってしまった感じがして、何とも照れるというか、何というかだ。

　すっかり仲良しに戻ったリオナとミルテがこちらにやってくる。さっきまで対抗意識を燃やしていたのに、今はもう手を繋いでいた。

「ヒロちゃん、おまつり楽しみだね。フィリアネスお姉ちゃんが言ってたけど、すごく見やすいところで見せてもらえるんだよ」

「……ステラ姉とみんなで、一緒に見る。ヒロトが起きてくれてよかった」

「ああ、二人とも心配かけたな。その……約束のことも、俺はちゃんと覚えてるから。二人が大きくなっても嫌じゃなかったら、その……」

　結構本気で恥ずかしくて、うまく言葉が出てこない。そんな俺を見て、リオナとミルテは嬉しそうに笑った。

「ヒロちゃん、背はおっきくなったけど、元のヒロちゃんとおんなじだね」

「うん。おっきくなったら大人になっちゃうかと思ったから、よかった」

「そんなこと心配してたのか……まあ、身体が大きくなったから、子供っぽいことは言ってられないけどな。遠慮せずに、今までみたく付き合ってくれ」

「つ、付き合う……ヒロトちゃん、それ私にも言ってみて？」

「俺と付き合えよ、って一度は言ってもらいたいですよね……ええ、そういう意味ではないのは分かっていますけど」

　そういう意味じゃないなんてこともなく。

　俺はそろそろ本気で考え始めていることがあった。前世では、絶対にできなかったようなことが、この世界では可能なのだから。

　ひとりだけの相手を選んで、他の皆と離れていくんじゃない。みんながずっと一緒にいられる、それが俺の描く理想形だから。

　俺のギルド、『天国への階段ステアリー・トウ・ヘブン』がそうだったように。

「マールさん、アレッタさん。俺、ちゃんと責任取るから。何も心配しなくていいよ」

「えっ……そ、それって……あっ……」

「……ヒロトちゃん……」

　俺は二人にお礼の意味を込めて、順番に抱ほう擁ようをした。マールさんはやっぱり女の人にしては大きいけど、俺ももう負けてはいない。すっぽりと腕で包み込んであげられる。

　小柄で華奢なアレッタさんとなれば、抱きしめると壊れてしまいそうなくらいで、俺はできるだけ優しくすることを心がける。

「ご主人様、私も……」

　それを見ていたユィシアも進み出てくる。戦えば絶対的な力を発揮する彼女も、抱きしめた感触は一人の女の子であることに変わりなかった。柔らかく、いい匂いがする。

　ユィシアが満足そうに離れたあと、塔の上から、鐘つき塔に続く道を上がってくる人の姿が見えた。ウェンディ、名無しノーンさん、そしてスーさんだ。

「お師匠様ーっ、ミコトさんは見つかったでありますかーっ？」

「ああ、ちゃんと見つかった！　今は外してるけど、もう大丈夫だから！」

　返事をするだけで、ウェンディがものすごい反応をする。大きくなった俺を見て、感激してくれているんだろうか。

　隣にいるスーさんと名無しさんの物腰は、いつものように静かだった──しかし。

　俺にはどうしてか、名無しさんの様子に、少しだけ違和感があった。

　俺の前までやってきた彼女の、仮面から覗く口元は、優しく微笑んでいる。けれどその仮面の下の顔が、本当に笑っているのかどうか、今だけは確信が持てなかった。





　仮面の向こう






　俺たちは鐘つき塔を離れ、首都の大通りにやってきた。

　今の時間は、大通りは人で埋め尽くされていたが、一時間後にはルシエの一行がお披ひ露ろ目めのために通ることになるため、公王直属の軍によって通行規制が敷かれるらしい。

　首都の大通りをゆっくりと歩いてルシエは自分の姿を見せて回ったあと、王宮の中庭で、集まった臣民を前にして挨拶をすることになっている。

　ジュネガン公国の百万の臣民を前にして話をする。それがどれほど勇気が必要なことかと思うと、挨拶に出る前のルシエを激げき励れいしたいと思わずにはいられない。

　そんなことを考えつつ歩いていると、王宮へと続く道を案内してくれているスーさんが、歩きながらおずおずと話しかけてきた。

「坊っちゃん……とお呼びして良いのか、今のお姿を見ると迷うところではありますが。やはり私にとって、坊っちゃんは坊っちゃんだという思いがございます」

「ああ、スーさんが好きなようにして構わないよ。でも、驚いたよな……戻ってきたらこんなになってて」

「はい……少しだけ。ですが、無事に戻られたことが何よりの喜びでした。同時に、坊っちゃんについていながら、怪我をさせた聖騎士セインナイト殿に食ってかかってしまいましたが……そのことは、今では私が間違っていたと理解しております。申し訳ありません」

「俺のことを心配してくれたんだから、謝ることないよ。俺からも、フィリアネスさんには謝っておくから」

「……はい。申し訳ございません、私の方が子供のようなことを言って」

　スーさんは俺と初めて会った当時は十六歳だったので、つまり、今は二十二歳だ。そんな彼女も今の俺からすると、一人の弱いところのある女性だと思える。

　フィリアネスさんに食ってかかってしまった彼女の気持ちを思うと、申し訳ないと思うと同時に、胸に熱いものがこみ上げてくる。同時に、一つ気にかかることがあった。

「俺、リリムにやられてから一体どうやって看病されてたのか、まだちょっとしか聞いてないんだけど……スーさんは見てたのか？」

　スーさんは耳にかかる黒髪をかきあげ、メイドのトレードマークであるホワイトブリムの位置を直してから、ほんのりと頰を赤らめ、言いにくそうに教えてくれた。

「……見ていたというか、参加もさせていただきました。ごく短い時間ではございますが、私も坊っちゃんにご恩のある人間ですから、いてもたってもいられず……」

「さ、参加って……え、えーと、その、服を脱いで云々っていうやつに……？」

「は、はい。僭せん越えつながら……三十分ほどでしょうか。寄り添って、身体を温めさせていただきました。坊っちゃんはとても苦しそうで、たくさん汗をかいておられて、その次には身体が急速に冷えたり、熱くなったりを繰り返していたのです。私や他の皆さんは、とても黙って見ていることができず……あの、銀色の髪の方は、『絶対に治るから』とおっしゃっていたのですが……」

　ユィシアからエリクシールの効果について説明を受けてなお、みんな身体を張って看病をしてくれたのか。

　それは想像を絶する光景だったのかもしれないが、ひたすら感謝しかない。邪念など感じてはいけない、みんな俺を助けるために必死だったのだから。

「それは、一人ひとりお礼を言わないとな……スーさんは、どんなお礼がいい？」

「お、お礼でございますか……？　いえ、私はそのような、見返りを求めてしたのではありません。あくまでも、奥様と旦那様への恩義もございますし、坊っちゃんとも、力比べをする約束をしておりましたし……そ、そうです、私は約束を果たしたかったのです。私の我がままなのですから、何も気にされることはございません」

　こうやって、人が饒じよう舌ぜつになるのがどんなときか。色々な場合はあると思うけど……どうやらスーさんは、恥ずかしがっているみたいだ。

　お礼をしなくていいと言われても、その人が喜ぶことを見つけて必ずお礼をする。彼女が恥ずかしがっているなら、受け入れてくれる方法を考えたい。

「分かったよ、スーさん。でも、本当にありがとう」

「……お礼を言われることではないのです、と申し上げているではないですか」

　スーさんはそう言いながらも微笑んでくれた。彼女にしては珍しく、俺の肩を控えめに押すなんていうこともしながら。

「……あっ。も、申し訳ありません、坊っちゃん。皆さんと一緒だというのに……」

「いや、色々聞けてよかったよ。じゃあ、他の皆とも話してきていいかな」

「はい。皆さん心配していらっしゃいましたので、安心させてあげてください」

　俺は先を行くウェンディと名無しさんに駆け寄り、二人の横に並んだ。

「二人とも、ちょっといいかな」

「っ……ど、どうしたんだい？　ヒロト君」

「お師匠様、ますます皆さんに慕われていて、弟子として誇らしいのであります！　あっ、私と名無しさんの格好はどうですか？　今日は冒険者の装備は置いてきて、町で買った服に着替えたのであります！」

　いつもポニーテールにしているウェンディだが、今日は髪をおろして、ブラウスとスカートを身につけている。異世界の服は仕立てがファンタジー風味ではあるが。

　名無しさんもそうで、いつもの制服みたいな装備と違って、今日は私服を着ている。祝い事だからか、いつもの彼女のシックな感じと違い、ゆったりとしたシルエットの服の上からショールを羽織っていて、そのままパーティにでも出られそうな格好をしている。日差しの強さはどうやら、法術で緩和しているようだ。

　しかし、それでも仮面は外さない。こうして太陽の下で見ると、黒だと思っていた彼女の髪色は少し青みがかっていて、背中の辺りまで長く伸ばされている。

「二人とも、その服は町で買ったのか？　すごく似合ってるよ」

「本当でありますか？　嬉しいです、お師匠様っ……あっ……」

　ウェンディは感激して俺の腕に抱きつこうとして、触れる前に何かに気付いたように顔を赤らめた。

「うう……お師匠様がお小さいときは、遠慮なく抱き上げられたのでありますが、わ、私より大きくなってしまわれると、触るのも恐れ多くなってしまいますね……っ」

「い、いや……まあ、抱きつくのは大胆だけどな。触るのは遠慮しなくていいよ」

「……で、では……っ、ぜひ触れさせてください、なのであります……え、えいっ！」

　ウェンディはちょこん、と俺の肘をつつく。俺は全然気にしなくていい、というように、彼女に微笑みかけた。

「ほら、なんてことないだろ？　あまり遠慮しないでくれ」

「は、はい……私、この手はしばらく洗いたくないのであります。何だか、記念という感じがするのであります……！」

「……ウェンディ、良かったじゃないか。ヒロト君が、今までと変わりなくて」

「はいっ！　名無しさんも、ご遠慮なくどうぞ！」

「っ……い、いや。私は……いや、小しよう生せいは、特に理由もなく触れるのは、失礼だと思うからね。ヒロト君、そうだろう？」

「あ、あの、名無しさん。もしかして、俺が急に大きくなったから、何か気にしてるんじゃないか？　それだったら俺、言ってもらったほうが……」

（今、『私』って言ったよな。ものすごく久しぶりに聞く気がする）

　なぜ、彼女が動揺していて、口調が乱れてしまったのか。俺はその理由を何とかして察しようとして──そして、ひとつ、今まで失念していたことを思い出す。『ささやきの貝殻』を介して、名無しさんが俺に教えてくれた内容だ。

「そういえば……名無しさん、ささやきの貝殻で俺に伝えてくれたことだけど。この国に最近入国してきて、強者を見つけると手当たりしだいに挑んでる人がいるって……多分、それは……」

　ミコトさんのことだと思う。そう言う前に、名無しさんは手を上げて制した。

「……分かっている。だから、まだ続きは言わないで欲しい」

「……名無しさん」

「もう少しすれば、話さずにいることはできなくなる。だから……小生がもしいつもと違って見えるとしたら。それはただ、緊張しているだけなんだよ。だから、あまり心配しないで欲しい」

　名無しさんは努めて冷静に話そうとしているけれど、声が少しかすれている。その細い肩だって、何かを怖がっているかのように、かすかに震えていた。

　何に緊張しているのか。ミコトさんが、名無しさんにどう関係しているのか──。

　それを考えたとき、俺は、薄々答えに辿り着かずにはいられなかった。

　名無しさんと出会ったばかりのとき、ありえない可能性だと打ち消したこと。

　それは俺が、前世でのギルドメンバーだった『麻呂眉』さんを男だと思っていたから。

　そんな俺を彼は一度も咎めはしなかったし、男として扱われても否定しなかった。

　けれど、その『彼』が、『彼』ではなかったのだとしたら。

（もし……この言葉に、彼女が反応したら。それは……いや、でも……）

　もう、うろ覚えになりつつある。けれど、転生して八年が過ぎてもなお、麻呂眉さんの言葉は俺の記憶に残っている。

　そのうちのひとつ……スーさんが装備している『ギルド娘装備』に対して、麻呂眉さんが言ったこと。

　声が震えそうになる。それでも俺は勇気を振り絞って、その言葉を口にした。

「……ギルド娘装備は、ロマンだ。俺が尊敬してるある人が、そんなことを言ってた」

「っ……！」

　もう、歩きながら話すことはできなかった。名無しさんも俺も、立ち止まっていた。

「……？　お師匠様、何のことでありますか？」

　ウェンディが疑問に思うのも分かる。俺と、前世を知る人にしか分からないのだから。

　名無しさんの震えていた唇が、すっと一文字に引き結ばれる。怒っているのかとも、一瞬思った──だけど、違った。

　彼女は、微笑んでくれた。その艶やかな唇が動いて、答えを紡ぐ。

「……もう少し、心の準備をさせてほしかったのに。ジークリッド……君って人は、本当にときどき、意地が悪い」

　──やっぱり、そうなのか。

　どうして、何も言ってくれなかったんだ。何も言わずに、俺の傍にいてくれたんだ。

　他のパーティに入って、無茶をして。危ない目に遭って、何も言わないで。

「……どうして、って聞くのは後にした方がいいのかな」

「ああ……そうしてもらえると助かる。一つ言っておくと、私は元からネット上では男っぽい口調だったんだよ。『小生』という自分の呼称だけは、素性を隠すためのフェイクだったけれどね……長い間、黙っていてすまなかった」

　すまないなんてことはない。前世で俺とエターナル・マギアをやっていたとき、男だということにしていたのは、理由があってのことだろうから。

「名無しさん……お師匠様との間に、何かなみなみならぬご事情が……？」

「うん。でも、それはウェンディは知らない方が良いことだ。悪い意味で秘密にしたいわけじゃない、私とヒロト君のことについては、大事な人にほど言えないことがあるんだ……分かってもらえるだろうか」

　ウェンディはまだ驚いていて、俺と名無しさんの顔を交互に見やる。

　しかし彼女はふるふると頭を振ると、ふぅー、と長く息をつき──その後には、少しだけ落ち着きを取り戻していた。

「正直なところを言うと、びっくりしてるのであります……でも、人には歴史ありなのであります。全部を知らなくても、私にとって名無しさんが大切な仲間だというのは、変わりないのであります！」

「……ありがとう。ウェンディはいい子だね。さすが、ギルマスが見初めた子だ」

（おわっ……な、何を言い出すんだ。とも言いづらいぞ、名無しさんの雰囲気が、柔らかくなってるし……）

　ウェンディは名無しさんの言葉に思い切り反応して、何やら意味もなく周囲を見回している。落ち着きのなさが限界突破している……そんなスキルは存在しないが。

「み、みそめただなんて、そ、そんなっ、私の方こそ、お師匠様に初めて会ったときから、今みたいに立派な方になられるだろうなと、将来性を感じていたのでありますっ……あっ、現金でありますよね、そんなっ」

「そんなこと考えてたのか……ははは。俺も、ウェンディは育てれば伸びると思ってたよ。色んな意味で」

「はぁぁっ……そ、そんな、色んな意味でだなんて、私、こちらの方は最近成長が悪いというか、あまりお師匠様にかまってもらえてないのでっ……な、何言ってるんでしょう私、少し頭を冷やしてくるでありますっ！」

　体育会系にもほどがあるウェンディは、よそゆきの格好にもかかわらず、スカートの裾を押さえて走っていった。

　それでもそこそこ見えてしまう健康的な脚線美に感嘆していると、つん、と名無しさん──もとい、麻呂眉さんにつつかれる。

「みんな待っているから、これ以上は後にしよう。ステラちゃんと男の子たちは、王宮で待っているよ。パドゥール商会のツテで、観覧席の招待券を持っているからね」

「おっと……そうだ、三人のことをすっかり……俺、薄情だったな」

「そんなことはないけど、多くのメンバーと行動するときは、やはり補佐するために片腕になる人物は必要だね。私よりも、聖騎士殿やミコトが良いのかなとは思うけれど」

　ミコトさんが俺の右腕なら、麻呂眉さんは左腕だ──と考えて、俺はふと気がつく。

「そういえば……ミコトさんは本名と同じだったけど、麻呂眉さんは……？」

「それは、仮面が取れた時に教えることにしよう。隠いん者じやの仮面を外す方法は、すでに見つけられている……それについても、祝祭が終わった後に話させて欲しい」

「ああ、分かった。最後に一つ……」

「ん……？」

　俺は名無しさんに、一番大事なことをまだ伝えられていない。

「もう一度会えて嬉しいよ、麻呂眉さん。普通だったら、二度と会えないもんな」

「君っていうやつは……そんなことを、飾らずに言えるなんて。大したものだよ」

　そう答えた彼女は微笑んでいて──けれど、仮面の下に、しずくが伝っていく。

　泣いている彼女に対して、俺がしてあげられることは……でもそれは、今はまだ、許されていないことだ。

「その仮面を取るためなら、俺は何でも協力するよ。また、前みたいに一緒に冒険してもいいかな？」

「今さら尋ねるまでもない。私がどうしてこの世界を選んだのか、分からないわけじゃないだろう……？　君と、まだ夢を見ていたかったからだよ」

「ははは……それは、麻呂眉さんが男だと思ってた頃に聞いたら、ちょっと身の危険を感じるセリフだな」

「違いない。だからこそ私は、あえて冗談めかせて言ったかもしれない……なんてね」

　麻呂眉さんは最後に、俺の肩に手を置くと、耳元でこんな囁きを残していった。

「ギルマスは私たちサブマスターに、二人とも手を出してしまったわけだね」

「っ……そ、それは……っ」

　皆の前では、まだ名無しさんと呼ばないといけない──とか考えてるうちに、彼女は先に歩いていって、マールさんたちの隣を歩き始めた。まるで、女子グループで仲良くするから、ギルマスは今は一人で歩いているといい、と言わんばかりに。

（前世だったら、俺と麻呂眉さんは男子グループだったのにな……まさか、中の人が女性だったとは）

　中の人の性別が違うことは往々にしてあることだが、麻呂眉さんの発言は完全に男性だと思っていたので、チャットの文章だけでは分からないものだなと痛感する。

　ミコトさんは知っていたのだろうか──あとで確かめてみよう。きっと、彼女は知っていたのだろうという気はするが。

「ヒロトちゃん、走ってこっち来なさい！　置いてっちゃうよ！　ぷんぷん！」

「あっ……ご、ごめんっ！」

　マールさんが大きな身振り手振りで俺を呼ぶ。慌てて走り出す俺を見て、みんなが笑っている──なんて照れくささだろう。

　そして、人に受け入れてもらうということがこんなにも嬉しいことなのだと、不意に確かめさせられたりもする。

　俺はこみあげてきてるものを皆に悟られないように、走りながら乱暴に目元を拭った。名無しさんが麻呂眉さんだと分かり嬉しかったのだということにしておこう。





　王宮にて






　ルシエは祝祭でお披露目に出る前に、父君である公王陛下への挨拶を済ませた。

　私もミコト殿を捜したかったのだが、ルシエに付き添う役目も外すことはできず、マールとアレッタに後のことを託した。ヒロトが目覚めれば、ミコト殿をきっと引き止めてくれるだろうという思いもあった。

（ヒロト……おまえなら、きっと大丈夫だな。しかし……）

　祝祭に出るために、王族のドレスを着て化け粧しようをし、髪を結っているルシエ。私も今日ばかりは聖騎士の鎧を脱ぎ、貴族としての正装で、ルシエに付き添うことになっていた。

「フィル姉さま、申し訳ありません。ヒロト様が、大変なときに……」

「……峠はもう越えている。一時は、自分の命に代えても助けると思ったものだが。やはりヒロトは、只者ではない」

　ヒロトが持っていたエリクシールは、助からないほどの重傷だった小さな身体を癒やすどころか、成長させた。

　エリクシールは、その場に居合わせた私──そして、リオナとミルテ、ユィシアによって、一口ずつヒロトに口移しで飲ませた。

　そのときのことを、ヒロトはおそらく覚えていない。しかし私は思い出すだけで、そのときの感触を、つい先程のことのように思い出さずにはいられなかった。

　王宮に仕える侍じ女じよたちによって髪を整えられたルシエは、同性の私から見ても羨むほどに、神々しいような輝きをまとっていた。

　なぜ、彼女がその幼さで、今のように落ち着いていられるのか──それは、幼少から与えられた宿命が、彼女を早く大人に近づけたのだろう、と思う。

　──まるで、ヒロトと同じように。

「フィル姉さま……陛下がお話しされたことは、ヒロト様にはまだ伏せておいてください」

「……いいのか？」

「はい。彼には、まだ自由に羽ばたく鳥でいてほしい。私の我がままで、しがらみを作りたくはないのです」

　ルシエの言葉が本意ではないと、私には簡単に見抜くことができた。

　長い付き合いだからではない。ヒロトのことを想うということについては、私たちは同じ女なのだから、見ているだけで感じ取れる。ルシエにとって、ヒロトがどんな存在になっているのか。

「ヒロトは陛下の意志すら、受け入れてしまう器を持っている。ルシエ……おまえは、ヒロトの大きさを甘く見ている」

「……フィル姉さま」

　ルシエはドレスが乱れないように、けれどまっすぐに私の胸に飛び込んできた。

　幼い頃から知っている、可か憐れんな少女。聖騎士として私が守るべき存在、その中でも、正直に言ってしまうならば、公王陛下よりも尊い存在。

　──そんな彼女の想いを、私は叶えてやりたいと思う。

　ルシエが成人し女王となったあと、女王を支える副王の地位を、ヒロト・ジークリッドに与える。それこそが、公王陛下が、ヒロトがルシエを守り通したことを知ったあとに下された結論だった。














　公国の守護騎士ガーデイアン






　王城の門をくぐるとき、俺たちは衛兵たちの敬礼を受けた。赤、青、白、黒の四色の鎧を身につけた兵士たちが、全て勢揃いしている──どうやらヴィクトリアは表立って離反したわけではなく、グールドに協力した黒騎士団員も咎とがめを受けなかったようだ。

　ヴィクトリアは俺たちに協力すると約束してくれたし、十分すぎるほどお仕置きもしたので、これ以上俺から黒騎士団への処罰を進言することはしなくていいだろう。

　ジュネガン公国の王城の前庭は、『回』の字を描くように石造りの回廊で囲まれている。その中央に、演説を行うために使われるのか、円形の舞台がある。

　あの舞台の上に立てば、集まった人々全ての視線を集めることになる──おそらく、二千人は軽く観覧できるだろうか。大人しく、引っ込み思案にも見えるルシエがどんな演説をするのか。今から自分のことのように緊張してしまう。

　演説の観覧客には料理や酒が振る舞われるようで、城で働く人々があくせくと動き回っていた。大勢の客をもてなすために、侍じ女じよも数が多く、見み目め麗うるわしい女性たちが額に汗して働いている。中には、スーさんと同じようなメイド服を着ている女性もいる。城にもメイドさんは勤めているようだ。それを見て最も興味を惹かれているのは麻ま呂ろ眉まゆさんだった。この世界では名無しノーンさんで通っているので、呼び方は元に戻すことにする。

「ヴィクトリアン・メイドのクラシックなスタイルが、異世界でも採用されている。ヒロト君、興味深いと思わないかい？　メイドというものは、どのような文化形態においても、同じ進化を遂げるものなのかもしれない。服装も含めてね」

「それは確かにな。メイドの仕事の内容が一緒なら、似たような経緯で発展するってこともあるんじゃないか」

　普通に受け答えをしたつもりだが、名無しノーンさんは何やら嬉しそうにしている。仮面から覗いた艶つややかな唇──その口角が、ほんの少し上がっていた。

「成長したことで、口調も子供っぽさが抜けたようだね。私は、それが君の自然な姿だと感じるよ」

「ま、まあ……身体が大きくなっても子供っぽい口調じゃ、その方が違和感あるしな」

「君の寿命が奪われてしまったかもしれないという危惧はある。しかし、それもこの世界でならば、解決できない問題ではないだろう。今は成長したことのメリットを、前向きに捉えていきたいね」

「ああ、そのとおりだな。ありがとう、心配してくれて」

　饒じよう舌ぜつになった麻呂眉さんを見ていると、彼女も色々我慢していたんだなと思う。何だかはしゃいでいるみたいに見えて、こちらまで嬉しくなってしまった。




　王宮に入ると、赤い絨じゆう毯たんの敷かれた長い通路の脇に、何百人という兵士が並んでいた。マールさんとアレッタさんは慣れたもので落ち着いているが、それはフィリアネスさんのお付きをしているから、こうした出迎えには慣れているということだろう。

　玉座の間に向かう階段を上がる前に、案内役のスーさんが立ち止まる。そして、俺とマールさん、そしてアレッタさんだけを呼んだ。

「私のお役目はここまでです。これより、観覧席に他の皆様をご案内します。坊っちゃん……いえ、ヒロト様と騎士団の方々のみ、公女殿下の演説をご観覧になる前に、玉座の間に招しよう聘へいされております。公王陛下による直接の申し入れです」

　命令ではなく、申し入れ──つまり、俺のしたことが、公王陛下の耳に入っているということだ。

　俺たちは南王家の人間で、公爵であるグールドを討った。おそらくフィリアネスさんが、グールドは以前からリリムによってアンデッドに変えられていたと説明してくれているだろう。

　それを、公王陛下がどう思うのか──どんな理由があっても、アンデッドになっていても、グールドと戦ったことを罪と見なすか、それとも。

「ヒロトちゃん、あのね。実は今、雷神様の……」

「……玉座の間には、フィリアネス様の母君がいらっしゃいます。公王陛下の守護騎士として」

「守護騎士……フィリアネスさんの、お母さんが……？」

　新しい職業──ナイト系の上位職だろうか。パラディンとも違う派生があるというのか……この世界には。

　しかしなぜマールさんとアレッタさんは、浮かない顔をしているんだろうか。

「……ううん、ここで迷ってても仕方ないよね。ヒロトちゃんなら、きっと……」

「はい。ヒロトちゃん、行きましょう。公王陛下によるじきじきのお招きです。公国の臣民にとって、これに勝る栄光はありません」

　このジュネガン公国が、俺の祖国であることは間違いない事実だ。父さんと母さんの国──ここに生まれたことを、俺は誇らしく思う。

「褒めてもらうようなことをした覚えは、ないんだけどな」

「そ、そんなわけないじゃない！　ヒロトちゃん、自分のしたことがどれだけ凄いかお分かりでない!?」

「すごい……でも、それくらい落ち着いていたほうが、公王陛下も一目置かれると思います。そんなことになったら、ヒロトちゃんは……」

　公王に一目置かれると、どんなことになるのだろう……まさか、領地をもらえたりするのか。それはさすがに話が飛躍しすぎか。

　どのみち、行ってみるしかない。正直なところ、俺は公王陛下──もとい、公王と話すことに、大して緊張などしていないのだ。

　交渉スキル１００に達すると、ゲーム時代は公王と普通に、他のＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターと同じように交渉をしたり、会話をしたりすることができたのだから。

「陛下のお話を伺ってみないと、どう評価されてるか分からないしな。行ってみようか」

「この頼もしさだったら、私でもヒロトちゃんの腕にぶらさがれそうな感じするよね。やってみていい？」

「マールさん、こんなときに無邪気に遊ばないでください。ほら、襟えりが曲がってますよ、ちゃんとしないと」

「そうだ、おめかししてたんだった。いっけない、髪とかだいじょうぶ？　ぴょこって出てない？」

　実を言うとマールさんはよくアホ毛が出ているのだが、今日はしっかり整えられていた。こうして見れば彼女も、落ち着いたお嬢さんに見えなくもない。そんな彼女がメイスを持たせれば鬼神というのも、本当に異世界の奥深いところだ。




　しかし、マールさんとアレッタさんが明るかったのは、玉座の間に入るまでのことだった。

　玉座に座っている人物を目にした瞬間、二人が目に見えて緊張する。

　ファーガス陛下ではない──男性ですらない。玉座に座っているのは女性だった。

（どういうことだ……ファーガス陛下は、どこにいるんだ？）

　疑問に思いながら、俺は長い絨毯の上を歩く。途中で立ち止まると、玉座に座る女性が手をこちらに伸ばし、しなやかな指を内側に曲げる。

「マールギット、アレッタ。おまえたちは、そこで控えているがいい」

「は、はいっ……！」

「……かしこまりました」

　マールさんとアレッタさんが完全に畏い縮しゆくしている。それほどの相手っていうことか……おそらく、彼女は……。

　考えているうちに、俺は彼女の視界に捉えられていた。この距離でも分かる、興味と好奇心を隠さない視線が、俺の全身をすべっていく。

　その無遠慮な視線を、傍らで見て表情を陰らせているのは──フィリアネスさん。

　彼女はまるで貴族の令嬢のように白いドレスを着て、金色の髪を編みあげて、輝くような美しさを俺に見せてくれていた。豊かな胸から腰に至るまでの芸術的な曲線は、ふわりと身体を包むような上品な風合いのドレスでもまるで隠しきれていない──本当に、なんてスタイルなんだろう。

　そんな彼女が辛そうな顔をしていることが、俺にとって耐え難い苦痛に感じられてならない。

「ヒロト・ジークリッド。そのまま前に出ろ」

　フィリアネスさんに良く似ているが、聞く人間を常に挑発し続けるような声だった。しかし、耳に入ってくるときの艶やかな響きが、同時に男としての本能までを誘惑する。

（玉座に座るなんて、公王陛下への大変な不敬にあたることを、なぜみんな許してるんだ……？）

　玉座の間にいる侍女と騎士は、全てが女性だった。出入口を槍を持った女騎士が塞ぎ、外からは人が入って来られなくなる。

　俺は久しぶりに『カリスマ』を発動させる。玉座に座る人物──フィリアネスさんの母親のステータスを確かめるために。




　◆ログ◆

　・あなたは「カリスマ」をアクティブにした。

　・「カリスマ」が発動！　《ディアストラ》があなたに注目した。





　目的の人物以外にもカリスマが発動して、無数のログが流れていく。総計十七人にカリスマがかかったが、今はそれよりも、「彼女」のステータスが気になる。




　名前：ディアストラ・シュレーゼ

　人間　女性　38歳　レベル62




　ジョブ：ガーディアン

　ライフ：１０６０／１０６０　マナ：８１６／８１６




　スキル

　　剣マスタリー　84　盾マスタリー　72

　　鎧マスタリー　１００　白魔術　55

　　守護　93　指揮　83

　　恵けい体たい　85　魔術素養　66

　　気品　88　母性　92　房ぼう中ちゆう術じゆつ　35




　アクション

　　薙ぎ払い　パリィ　連続斬り

　　烈風剣ソニツクブレード　切り返し　斬鉄剣

　　閃せん空くう破は　壊かい音おん剣けん　大盾

　　シールドバッシュ　キャストオフ

　　治癒魔術レベル５　かばう　肉盾

　　号令　布陣　鼓こ舞ぶ　突撃　演説

　　授乳　子守唄レベル２　搾さく乳にゆう　説得　童心

　　魅惑の指先




　パッシブ

　　剣装備　剣攻撃力上昇　両手持ち

　　盾装備　盾効果上昇レベル４

　　鎧装備　重鎧装備　鎧効果上昇レベル５

　　回復上昇レベル２　防御強化レベル５

　　パーティ物理防御上昇　パーティ魔術防御上昇

　　指導　指揮レベル３　マナー

　　儀礼　風格　威風　育成レベル２

　　慈母　子宝　艷姿　芳ほう香こう





（強い……でも、フィリアネスさんの方が攻撃力は高い。守護騎士は、守備に特化しているのか）

『守護』スキルは非常に魅力的だ。味方を守り、ダメージを軽減するスキルが充実している。どれくらい軽減できるのか分からないが、パーティの物理と魔法防御に対して常時支援効果があるとは……。

「聞こえなかったのか？　遠慮することはない、私の目の前まで来たまえ」












　男性のような口調は、どこかヴィクトリアにも影響を与えたのではないかと思わせる。しかし、ヴィクトリアとは違う性質──傲ごう岸がん不ふ遜そんというのか、そんなふうに感じさせる話し方だった。

　そう、言うなれば、公王ではないはずなのに玉座に座る彼女を、俺は『暴君』のようだと思っていた。

「ふふっ……なかなか精せい悍かんな顔つきをしている。しかし、身体は成熟していても、まだ青さは残っているようだ」

「っ……母上、今はそのようなことはっ……」

「フィル、おまえには話していない。黙ってそこで見ているがいい」

「っ……！」

　フィリアネスさんの母親……ディアストラ・シュレーゼ。

　彼女はフィリアネスさんと同じ、長くさらりとした金色の髪を持ち、頭にはサークレットをつけている。傍らに二人の女騎士がいて、それぞれに盾と剣を持っている──盾の方は、大人の全身を覆うほどの大きさを持つカイト・シールドだった。表面には、ジュネガン公国の紋章が刻み込まれている。

　俺がある程度近づくと、ディアストラさんは席を立ち、俺の目の前にやってきた。

　常に薄く微笑ほほえんでいるが、眼の奥は全く笑っていない。身につけた鎧は娘であるフィリアネスさんと同じように、胸の大きさゆえか、胸回りが布で作られている。あまりに目につきすぎる──しかしそこを見ないようにする俺の反応を、彼女は楽しんでいるように見えた。

（これが大人の余裕ってやつか……どうやら、期せずして正念場みたいだな）

　ここで弱さを見せれば、向こうのペースに飲まれる。そう俺の勘が警告している。

　何より、フィリアネスさんに辛しん辣らつな言葉を浴びせるのなら、たとえ母親であっても、簡単に気を許すことはできない──それどころか、敵視してしまいそうになる。

「ふふっ……フィル、上手く手なずけているようだな。ジークリッドの目を見たか？　おまえのことをよほど気にかけていなければ、こんな苛立たしい目はするまい」

「も、申し訳ありません。失礼をお詫びします……ディアストラ様」

　敬称をつけるべきか迷ったが、あえてつけることを選んだ。名乗っていないのに名前を呼ばれた彼女は、かすかに目を見開いたが、艶やかな唇に親指を運ぶ。それは見たことがある──昔、爪を嚙む癖があった人が見せる仕草だ。

「どうやら、一筋縄ではいかぬらしい。私の名は公にはしていないはずだ……どこで聞いた？　娘が軽々しく話でもしたか。ならば、後で罰してやらなければならん」

「簡単な推理ですよ。フィリアネスさんに聞いたわけじゃない。それは断言します」

「ふむ……推理か。煙に巻くような言い方は気に入らんが、許そう。私は骨のある男が嫌いではないからな」

　彼女のことをどう表現していいのか、適切な言葉が見つからなかったが──今、ようやく見つかった。

　彼女のような人こそ、「女じよ傑けつ」と呼ぶにふさわしい。

「ジークリッド、おまえの功績については娘から報告を受けている。私の言うことに逆らってばかりの不用品だと思っていたが、今回のことばかりは良くやったと褒めてやりたい。魔王リリムを撃退し、不死者と化していたグールドを討った……そのことについては、この国の誰もが賞賛以外の言葉を持たぬだろう。私も例外ではない」

『不用品』という言葉を耳にしたとき、フィリアネスさんが見せた反応を俺は見逃さなかった。怒りが炎のように揺らぐが、今はまだ、感情に身を任せてはいけない。

「その玉座は、ファーガス陛下のものであるはずだ。なぜ、貴女が座ってるんです？」

　ずっと気になっていたことを尋ねると、玉座の間に緊張が走る。控えている侍女の中には、何て恐ろしいことを、という顔をする人もいた。

　しかし当のディアストラさんは微笑んだままだった。腕組みをして俺を見やると、フィリアネスさんよりも一回り大きな乳ち房ぶさが腕に乗り、柔らかく形を変える。一つ一つの仕草に、彼女の女としての自信が満ち溢れているようにも見えた。

「ファーガスは公王を名乗ってはいるが、その実は、王家というものの象徴でしかない。ジュネガン王族の頂点に立つ西王家、その中では男が極端に生まれにくい。ファーガスはそれゆえに王位に就いた……もちろん、王として何の力も持たぬわけではないがな」

「……実質は、あなたが王のようなものだということですか？」

　そういうのを僭せん主しゆと言うんじゃないのか──なんて、攻撃的に切り込んでいくばかりでも意味がない。

　ジュネガン公国の統治のあり方は、俺が思っていた形とは違っていた。王は象徴であり、実権を握っているのは、俺の目の前にいる人物──フィリアネスさんの母親だったということになる。

「この国の王座そのものに意味はない。ファーガスも私も、公国を守るための戦力の一部であることに変わりはないのだからな。ファーガスも同じ志を持つひとりとして、この国の意思を決定する円卓の一端を担っているのだ……彼がどこにいるかは話しておこう。今は、娘であるルシエと面会している。今のファーガスは王であることよりも、ひとりの娘の父親であることを選んだのだよ」

「そうですか……それは、良かった。ルシエのことを陛下がどうお思いなのか、気にかかっていたんです」

　なぜ、フィリアネスさんがルシエと親しかったのかが、今このときに分かった。

　フィリアネスさんは生まれながら、王族の一部と言ってもいい存在だった。母親が王家の守護騎士なのだから。

　そして、フィリアネスさんが家族のことを口にしなかった理由も分かった。母親との間に確執があることは、これまでのやりとりを見るだけでも、十分に理解できた。

「……ここから先は、フィル……おまえに聞かせる話ではない。衛兵を残し、侍女は賓ひん客きやくを迎える準備をせよ。この部屋には私と、ジークリッドしかいらぬ」

「っ……母上、それはっ……！」

「おまえの意見は聞いていない。これまでも、自分の好きなようにやってきたのではないのか？　ならば私がそうしたとして、おまえに何が言えるというのだ」

「……ヒロトは……ヒロトは、私の……っ」

　──そのとき、信じがたいことが起こった。

　ディアストラさんに食ってかかろうとしたフィリアネスさんが頰ほおを張られ、乾いた音が響く。

「私に歯向かうなと言ったはずだ。これ以上、その不快な声を私に聞かせるな」

「……母上……」

　──どうしてなんだ。

　どうして、そこまで実の娘に憎しみを向けられる？

　俺の大事な人を、この世に生まれさせてくれた人なのに、なぜ憤りをぶつけなければならないんだ。

「っ……！」

　フィリアネスさんは駆け出し、玉座の間を出ていってしまう。マールさんもアレッタさんも、彼女を止めることはできなかった。

「雷神さまっ……ディアストラ様、ひどすぎますっ！」

「マールギット、アレッタ、追うことは許さん」

「……なぜ、そこまでなさるのですか。フィリアネス様の、お母さまなのに……っ」

「血を分けてもいない人間に、私の気持ちなど分かってなるものか。二人も退室せよ、すぐにだ」

　吐き捨てるようにディアストラさんが言う。俺はその言葉に違和感を覚えていた。

　血を分けた人間。フィリアネスさんをそう呼ぶのは──親子だということ自体を、否定しているわけじゃない。

　ならば、なぜフィリアネスさんの頰を打ったのか。それを怒る前に、俺は真実を知りたいと思った。

　俺と二人だけになったあと、ディアストラさんは玉座の間の奥にある扉に近づく。

「……この先に、部屋がある。そこで、おまえの質問に答えてやろう。来るがいい」

　その声は初めて聞いたときと同じように挑発的で──同時に。

　今なお衰えることのない美しさを保ち続ける彼女の、「女」そのものを感じさせた。

　彼女が何を考えているのか想像がつかないほど、俺はもう子供じゃない。

　しかし、どんなことがあっても、心に決めていることがひとつある。

　ディアストラさんに、フィリアネスさんにしたことを謝ってもらう。それだけは、絶対にしてもらわなければならない。




　玉座の間の奥の扉を抜け、通路を抜けた先は、おそらく外から見た尖せん塔とうのひとつに繋がっていた。

　螺旋状の階段を登って行き、塔の上にある部屋に辿り着く──そこはおそらく、趣向を凝らしているが、ただひとつの用途に用いられる部屋だった。

「……あの高い位置にある窓を開くと、この褥しとねに月光が降り注ぐ。王族のみが、その愉しみを知っている……」

　そう、そこは寝室だった。ディアストラさんの言葉通りなら、王族が夜の褥として用いる場所だ。




　◆ログ◆

　・《ディアストラ》は防具の装備を解除した。





　ディアストラさんは無言で鎧を外し始める。そして布鎧だけの姿になると、俺を見て誘うように微笑んだ。

　悔しいほどに、彼女はフィリアネスさんに似ている。

　しかし年齢を重ねた分だけ、ディアストラさんは成熟した色気を持っている。その濡れた瞳で見つめられると、その気がまるでなかったにもかかわらず、俺は疼うずきを感じずにいられなかった。

　そんな自分を律しながら、俺は思う。彼女が持っていたスキル──騎士にあるまじき『房中術』。そのスキルで取れるパッシブスキルに『芳香』というものがあった。

　この部屋に来た途端、彼女から惹きつけられるような香りがするのは……異性を意識させるフェロモンでも出てるっていうんだろうか。その美び貌ぼうと合わさって、凄まじいまでに俺の理性を揺らしてくる。

「俺を、誘惑するつもりですか？　どうしてそんなことをしようと思うんですか」

「決まっているだろう。戦士としてきわめて優秀な、お前の血統を残すためだ」

「お、俺の血統って……全く分かりません、話が飛びすぎてます」

　どうしても冷静でいられない俺を見て、ディアストラさんはここが付け目だと思ったのか、俺との距離を詰めてくる。後ずさりすることもできず、俺は目の前まで歩いてきた彼女と向かい合う。

「リカルド・ジークリッド……おまえの父親は、優秀な血の持ち主だった。元々は、西王家の血を引く人間と結婚する予定があったのだがな、あの男は王族になる権利を放棄して、クーゼルバーグ伯爵家の娘を選んだ。なぜそれが許されたのか……それは、リカルドが『護り手』になることを選んだからだ」

　父さんは昔、騎士団にいた。ならばディアストラさんが父さんのことを知っているのは、疑問に思うまでもないことだ。

「西王家って、一体何なんだ……なぜ、王になる優先権を持ってるんだ……？」

　思わず言葉に気を遣うことを忘れても、ディアストラさんは気分を害する様子はなく、俺の質問に応じる。

「西王家は、かつて魔王を倒した勇者の血筋なのだ。女神の与えた八つの武器で、それぞれに魔王を封じた者たち……そのうち三人が、西王家のファーガス一世による公国の統一に大きく貢献した。彼らは魔剣カラミティ、魔ま穿せんクルーエル、魔ま杖じようカタストロフの三つを残していったが、魔剣の行方についてはおまえの知るとおりだ」

（魔剣以外の魔を冠する武器も、この国に二つもあるっていうのか……！）

「……残りの二つは、どこに行ったんだ」

「それについては、今はまだ知る必要はない……しかし、なぜ魔王リリムがルシエを狙ったのかは教えてやろう。ルシエは魔杖カタストロフの使い手であった勇者の血を引いている。魔杖カタストロフだけが、リリムを封印する力を持っているのだ」

「……そのために、ルシエを……それを、彼女は知ってるのか？」

　ルシエが自分に課せられた宿命を知っているのか。その問いにも、ディアストラさんは事もなげに答えた。

「ルシエは全てを知っている。この後に行われる演説で、グールドを討ったこと、なぜ討たなければならなかったのかを話すことになっている……そこでジュネガン公国は、魔王と徹底的に戦っていくのだと宣言する。魔王の脅威を知らず、のうのうと生きていくことは、もはや臣民の誰であっても許されはしない」

「っ……そんなことをすれば、いたずらに恐怖を煽あおるだけだ！」

「……違うな。何も知らずに生きていくことの方が、よほど恐ろしいことだ。それを知った人間の方が、強く、したたかになる。私は臣民の力になどさほど期待はしていない。だが、戦う意思だけは持っておいてもらう。そうでなければ、突然に行われる魔王の侵略に対し、ただ不幸だ、理不尽だと嘆くばかりだからだ」

　ディアストラさんの言うことは分かる。しかし俺は、何も知らず平和に暮らしている人に、魔王の脅威を知らせることが本当にいいことか、すぐに答えを出すことができなかった。

　──その迷いに付け入るかのように。ディアストラさんが手を伸ばし、俺の服の襟を開いていた。




　◆ログ◆

　・《ディアストラ》の「魅惑の指先」！

　・あなたは身体の芯に、くすぶるような熱を感じた。





「っ……」

　襟から入り込んだ指先が肌を撫なでる。それだけで、甘やかな痺れが全身に走り、身体が否応なく熱くさせられる。かすかに撫でる動きだけで、ここまでとは……。

「魔王は何度でも復活する。一人でも多く、強き者の血を後の代に残さなくてはならない。斧を使い、攻撃に長けているおまえと、守備に秀でた私の血をかけあわせれば、その子がどれほど強くなるか……」

「……あいにく、子作りは別の相手に予約されてるんでね。その子を一番先にしないと、怒られるんだ」

「……強がることはない。おまえが気にしているのは、私の年齢だろうが……私は二十五のときから、身体が崩れることのないように努力を重ねてきた。それは、おまえのような強い男を見つけたときのためだ」

　二十五──確かに彼女は、実年齢よりかなり若く見える。守護騎士として鍛えられつつも、女性らしい柔らかさを最大限に保つには、大変な苦労があっただろう。

　彼女が言う通りならば、二十五歳の当時のままの、大きく前に突き出した胸の膨らみ。ディアストラさんは俺の了解を得ないままに、俺の手を引いて胸に触れさせた。

「うっ……ぁ……」

　柔らかいなんてものじゃない。ディアストラさんは指がめり込むことにも構わずに、ぐいぐいと押し付けてくる。そして俺からも手を動かすように促しながら、今度は俺の首元にキスをして、舌を這はわせてきた。フィリアネスさんがじゃれてキスをしてくれたときとはまた違う感覚が、吸い付かれるたびに身体の芯を疼かせる。

「……いつもそうやってるのか？　強い男を……っ、見つけるたびに……」

　俺の問いかけに最初は反応せず、行為に没頭していたディアストラさんは、顔を上げると既に頰を上気させていた。恐れるもののないように見えた女傑が、熱情に潤うるんだ瞳で俺を見つめている──信じがたいけれど、それは確かな現実だった。

「……分かっているのだろう？　私やフィリアネスより強い男などいない。おまえは、唯一の例外なのだ……強ければ誰でもいいというわけでもないしな」

　フィリアネスさんの名前が出て、俺を特別視しているとも言う。それは彼女が、娘の強さと、積み重ねた努力を内心で認めているからではないのか。

　確かめる方法が一つある。ディアストラさんが、フィリアネスさんのことを、本当はどう思っているのか。

「……強い男がいないっていうのは、噓だ。フィリアネスさんのお父さんがいる」

　唇を俺の鎖骨に触れさせ、優しく吸っていたディアストラさんが、ゆっくりと顔を上げる。その瞳は今までにないほど真摯に、俺を真っ直ぐに捉えていた。

「……私の夫は、娘が生まれたすぐあとに死んだ」

「その人は、強かったんじゃないのか？　貴女よりも」

「あの男は、ただの愚か者だ。私の言うことを聞かずに、いたずらに死を選んだ。あの男の血を継いでいるフィリアネスも同じだ。何一つ価値のない、不用品でしかない」

　──それは、本音じゃないはずだ。

　本当の心を隠して、強がろうとして、娘を遠ざけようとする。

　そんな彼女の心を、俺はどうしても理解したかった。

『限界突破』を経て、『交渉術』１１０にしてようやく手に入れた、あの技で。





　母と娘／王女の誓い






「もう、話はいいだろう。これ以上は気が削がれる……んっ……」

　ディアストラさんは自らの胸に押し付けた俺の手を、動かすように促す。触れたい、指を動かしたいという誘惑を振り払い、俺は彼女の手を握り返した。

「っ……何を……」

「あなたが夫を亡くして、自暴自棄になってる……とは言わない。魔王を倒さないと、この国が脅かされる。あなたは守護騎士として、役目を果たそうとしているんだ」

　静かに俺を見る彼女の双眸には、冷たい輝きが宿っている。俺の言葉を否定せずに、ただ耳を傾けている。

「だから、俺が魔王と戦ったからって、こんなことを……」

「……おまえの強さを認めるには、それだけでも十分だが。フィルからは、おまえが皇竜を御したという報告も受けている。それも、今よりずっと幼い頃にな」

「そこまで話してくれるのに、フィリアネスさんを不用品だなんて言うのか……？」

「そうだ。聖騎士セインナイトといえど、私にとっては、駒のひとつに過ぎないのだからな。私の言うことに従わないのなら、あんな娘など……」

「その先は言わないでください。俺は、絶対に言って欲しくない」

「……そんなことを決める権利が、おまえにあるとでもいうのか？　あまり、つまらぬことを言うな。おまえの身体は、私の誘いに反応しているではないか……」

「っ……ディ、ディアストラさん……っ」

　俺の心の揺らぎを見逃さず、ディアストラさんは俺の身体を引き寄せると、ベッドの上に倒れ込む。そして、俺を押し倒すような姿勢で、間近で覗き込みながら言う。

「……ファーガスから改めて伝えられるだろうが、おまえに与えられる褒ほう賞しようは、おまえが思っているよりも遙はるかに大きなものだ。おまえは領地を与えられる」

「領地……お、俺に？　まだ、どこの馬の骨とも分からないのに……？」

「貴族の母の血を引き、父は公国にとって重要な任務を果たしている。血筋という意味では、おまえは領主を務めるには十分な器だ……そして。領主を経て、ゆくゆくは、この国の統治の一翼を担ってもらう」

「っ……そ、それは……」

　領主というだけで真偽を疑うほどなのに、ディアストラさんはこともなげに、それ以上のことを口にする。

「統治の一翼……つまり、ルシエが女王となった暁に、おまえには副王の座を用意する。そのことについて、円卓の誰もが疑ぎ義ぎを持っていない。聖騎士であるフィルを従え、国を転覆しようとする魔王を撃退した。それ以上の勲功など上げようがないのだよ」

「お、俺は……フィリアネスさんを、従えてるわけじゃ……」

「私の目は誤ご魔ま化かせない。フィルはおまえに従って、魔王と戦ったのだ」

　グールドの屋敷に潜入するとき、俺はパーティのリーダーとして振る舞った──つまり、フィリアネスさんも俺のパーティの一員だったということだ。

「しかしおまえほどの男を領地に縛り付け、公国を守る盾となれと言っても、従わせることは難しいだろう。ならば私たちは、おまえに伏して乞わなければならない」

　俺に迫っておいて、今度は、何でもするから力を貸してくれなんて。

　そして俺は、今になって気がつく──彼女も、俺という存在が急に頭角を現して、驚いているのだと。

「いかなる要求でも……本当に、いいんですか？　俺はわりと、強欲ですよ」

「……フィルが欲しいとでも言うつもりか？　それなら私に許可を得る必要はない」

　彼女が一瞬だけ見せた、母親としての心。それが、俺にとっての付け目だった。

「いえ。俺が欲しいのは、あなたのほうです」

「っ……な、何を言い出すのだ。心ここにあらずという顔をしていたのに、急に……」

　もちろんディアストラさんを抱きたいって意味で言ったわけじゃない。けど動揺するところを見ると、やはり本来の彼女は、烈女などではないと確信できた。

「……私を試しているのか？　ならば、それ以上はやめておいたほうがいいな。それ以上続ければ、私はおまえの強さなど必要ないと切り捨てることもできる」

「試してなんてないですよ。俺は、確かめたいだけなんです」

「確かめる……？」

　フィリアネスさんが、お母さんが自分を憎んでいると思っているのなら、それは間違いだと教えたい。俺の手で、その事実を確かめる……！

「あなたは本当に、フィリアネスさんが嫌いなんですか……？」

「……嫌い、などという感情ではない。私の言うことを聞かないのなら、あのような娘など、初めからいなかったほうが……」




　◆ログ◆

　・あなたは「看破デイテクト」を試みた！

　・《ディアストラ》は噓をついていると分かった。





（ああ……やっぱり、そうだ。この違和感は……）

　ディアストラさんの振る舞いの端々に、隠しきれずにいたもの。

「……俺は、フィリアネスさんは、あなたのことを憎んでないと思いますよ。彼女は俺より強いのに、あなたの平手を避けなかった」

「……フィルが、おまえにそう言ったのか？」

「いえ。でも、それが分かるくらいには、彼女の近くにいたつもりです」

「そうか……ならば、フィルが私を憎んでいないというのは、おまえの勝手な解釈だ。私の娘に対する態度も、変えるつもりはない」

「俺があなたに求める見返りが、フィリアネスさんに優しくすることだって言ったら、どうします？」

「なっ……!?」

　常に落ち着いていた彼女が、似つかわしくない声を上げて立ち上がる。その拍子に大きく胸が弾む……こんなときになんだけど、本当に常識はずれな大きさだ。

「推測ばかりで話してすみません。でも、俺はこう思ってるんです。あなたが魔王を倒すことにそこまでこだわるのは、あなたの大事な人が、魔王との戦いで……」

「…………」

　ディアストラさんは何も言わず、唇を嚙み、自分の身体を抱くようにする。

　やはり彼女の夫は、魔王との戦いで命を落としている。

「フィリアネスさんはお父さんの遺志を継いで、魔王と戦おうとしていたんですね」

「……そうだとして、何が言いたい？」

「止めたいんじゃないですか、彼女を」

　思わず、声に力が籠もった。彼女ほど聡明な女性なら、俺が言わんとしていることを悟れないわけがないからだ。

　しかしディアストラさんはくだらないことを、というように肩をすくめて笑った。

「馬鹿なことを言うな。あの娘が勝手にしていることを、なぜ私が止める必要がある？」

「あなたが、フィリアネスさんのことを大事に思ってるからですよ」

「……分かったようなことを……っ！」




　◆ログ◆

　・《ディアストラ》は平手打ちを放った！

　・あなたには効果がなかった。





「っ……は、放せっ……！」

「あなたが見込んだだけあって、俺は強いですよ。って言い方も変ですけどね」

　俺の恵体は１５３ポイント──３０６ポイントまでのダメージを無効化できる。ディアストラさんがいかに鍛えあげられた騎士であろうと、華奢な女性としか映らない。

「いつでもこうできたというのに、私を泳がせたのか……悪趣味なっ……！」

　今まで余裕だったディアストラさんが、顔を真っ赤にしてムキになっている。

　やっぱりフィリアネスさんのお母さんだな……と、微笑ましい気分になる。怒ったときの表情まで似ているのだから。

「もしディアストラさんがまだ強くなりたいのなら、俺にできることがあります。フィリアネスさんにも、してあげたんですが……」

「っ……まさか……フィリアネスが、さらなる力を得て戻ってきたのは……っ」

　俺は頷きを返す。フィリアネスさんが『限界突破』を手に入れたこと、それを武人であるディアストラさんは、肌で感じていたようだ。

「でもそれは、フィリアネスさんに謝ってもらうまでは、あげられません」

「……そんなことができるものか。娘は私の言うことなどまったく聞かず……夫の無謀なところばかりを引き継いで、私がいくら言っても、手を離れていってしまう。あんな娘は要らない……生まなければ、こんな思いをすることはなかったのに……」

　ディアストラさんは、娘を心配して心を痛めていた。それでもフィリアネスさんは、母親に守られるだけではなく、強くなってお父さんの遺志を継ごうとした。

　ただ、すれ違ってしまっただけだ。二人とも、お互いを思いやっているのに。

「……その気持ちを全部言わずに、傷つけるようなことだけを切り取って言っても、二人とも、悲しいだけじゃないですか」

　触れていいものかどうなのか迷った。拒否されてもおかしくはない……しかし。

　ディアストラさんは身体を起こし、ベッドに座り直す。彼女が見せている背中は、今までよりも小さく、とても華奢なものに見えた。

「私は決して謝らない。謝れば、私は娘が仇討ちのために魔王と戦うことを、肯定しなければならなくなる。戦うのは、あの子でなくていい……」

「……そうかもしれない。俺も、彼女が危険な目に遭うのは嫌だ。でも同じだけ、フィリアネスさんの強さを信頼してるし、尊敬してる。もし戦わなきゃならないなら、そうしなきゃ守れないものがあるのなら、俺は彼女と一緒に戦いたい」

　俺を見つめるディアストラさんの碧へき眼がんは、フィリアネスさんと同じ色をしている。彼女の手が、俺の胸元に縋りつくように服をつかむ。

「……まだ青いと言ったが、訂正しよう。おまえはもう、一人前の男のようだ」

　気持ちが通じたのか──そう戸惑う俺を見て、ディアストラさんは、驚くほどに柔らかい笑顔を見せた。

「おまえの子が欲しいと言ったことは、今は忘れてほしい。冗談のつもりではないが、おまえのフィリアネスに対する気持ちが真摯なものであるということは、良く分かった。それでも迫れば、私は娘の婿むこに嫌われてしまうことになる」

「……ディアストラさん」

　大切な人の、フィリアネスさんのお母さんが、俺に心を開いてくれた。苛烈な態度という鎧を外すと、凄く優しい母親なのだというのが良く分かる。

　しかし、こうして和解してみると、改めて俺の意識をとらえてやまないのは……『母性』92なんていう、最強クラスと言うしかない慈悲の象徴だ。

「ふふっ……おまえは分かりやすいな。そんなに気になるのなら、触れさせたときにもう少し意識してほしいものだが」

「っ……す、すみません。凄く大きいなと思って……あまり見られたら嫌ですよね」

「何を言うか……見られるのが嫌ならば、こんなところには連れてこない。何か勘違いしているかもしれないが、私は本気でおまえを抱くつもりだったのだぞ」

（だ、抱く……女の人の方から、そう言われる日が来るとは……）

　本当に、女傑もいいところだ。しかし彼女が良いと言ってくれるからといって、胸ばかり見ていてはいけない。

　いけない……そのはずなのだが……。

（『守護』スキル……ガーディアン……みんなを守る力ミルクが欲しい……！）

　久しぶりに本能が目覚める。フィリアネスさんにあれだけお世話になってなお、お母さんのスキルまで求めるとは、三つ子の魂百までにもほどがある。

「……あ、あの。怒らないで聞いてくれますか」

　俺は身体を起こしつつ、ディアストラさんと拳一つほど間を空けて、ベッドに座った。あまり近くに座るのは、照れというか遠慮がある。

「怒る？　私が何を怒るというのだ。もう、そんな段階は過ぎてしまったではないか」

「お、俺は……ディアストラさんも、今以上に強くなれた方が良いと思うんです」

「……先程言っていた、フィリアネスの得た力を私にも与えてくれるというのか？」

「は、はい。でも、何ていうかその、交換に欲しいものがあるというか……」

「何も遠慮することはない。おまえが何を欲しがっても、私は怒りはしないぞ」

　ディアストラさんが微笑む──その言葉に、俺はふと疑問を抱く。

　もしかして彼女の好感度は、それなりに上昇していたりするのではないかと。




　◆情報◆

　名称：ディアストラ・シュレーゼ

　関係：あなたに運命を感じている。





（う、運命って……！）

　必死で説得した甲斐があったということなのか。まさか娘さんであるところの、フィリアネスさんと同等まで好感度が跳ね上がっているとは思いもしなかった。

　動揺していると、隣に座っているディアストラさんが少しこちらに距離を詰めてきて、こともあろうに俺の肩にそっと頭を預けてきた。

「……すまない、少しだけいいだろうか。こうして人の肩を借りるのは、久しぶりだ」

　ディアストラさんは俺に寄りかかったままで胸元を緩める。するとこの角度からは、谷間の始まりのカーブがばっちりと見えてしまう。全体が見えるより、少しだけ見えた方が想像力をかき立てられるのは俺だけではないだろう。

「……それで、私が怒るかもしれないこととは、なんだ？」

「っ……そ、その……さっきみたいなこと、俺は、嫌いじゃないっていうか……」

　ぴくっ、とディアストラさんが身じろぎする。まずい、怒らせてしまった……！

「……ひとつ言っておくが、フィルのことが大事なのだろう？　娘も、おまえのことを憎からず思っているどころか、信頼しきっている様子だ。それで私に、そのようなことを頼むというのは、あまり褒められた行為ではない。それは分かるな？」

「は、はいっ……すみません、もう二度と気の迷いは起こしませんっ……！」

　フィリアネスさんが大事だという気持ちを、ディアストラさんも理解してくれたので、俺に好意を持ってくれているのに……早くも自分で信頼に傷をつけてしまった。

　だが、落ち込む俺を見て、ディアストラさんは微笑む──頰が少し赤らんでいる。

「しかし……私はフィルに対して本音を言うことはできないが、おまえになら任せられる。つまり私とおまえは、秘密を共有する関係ということだ」

「は、はい……でも俺、フィリアネスさんには伝えますよ。お母さんが、本当は彼女を大事に思ってるってことを」

「……娘も言うことを聞かなければ、その相手も……ということか。似たもの同士なのかもな、おまえたちは」

　ディアストラさんは苦笑しつつも、俺を止めようとはしなかった。

　言うのならば、言えばいい。そう開き直った彼女は──今までで一番、母親らしい顔をしていた。

「どちらにせよ、私はおまえにならば、交換でなくても何かをしてやりたいと思っている。リリムを撃退したこと、これからもフィルと共に歩いてくれること……数えきれないほど、おまえの行為に感謝しているのだから」

　──許しを、得られてしまった。難攻不落どころか、攻略不可能にも思えた人から。

　ディアストラさんは隣に座ったまま、待っていてくれる。俺は覚悟を決めて、久しぶりに、『授乳』を受けるために使ってきたスキルの一つを発動させた。







　◆ログ◆

　・あなたは《ディアストラ》に「依頼」をした。

　・《ディアストラ》は頰を赤らめた。





「……それは、怒らせるかもしれないと思うわけだ。普通ならば、女性は出産したあと、乳児がいる間しか母乳は出ない。それを分かっていて、頼んでいるのだな？」

「す、すみません。でも俺は知ってるんです」

「知っているとは……わ、私が、まだ、そういうことが可能だということをか？　み、見抜けるものなのか……」

　ある意味で鑑定眼に等しいが、根拠にしているのは『母性』の数値だ。20を超えた瞬間、世界が変わる──俺にとって。

「……出るかどうか分からないが、それでも……その……吸うのか……？」

「っ……い、いや、どうしても嫌なら、俺があなたを強くするだけでも……」

「……先ほどまでしていたことの続きには、そういった行為が含まれていただろう。その意味では、私も生き娘むすめではないし……割り切ることは、できるのだが……」

　──守護騎士の鳴らす祝福の鐘が、俺の頭上で鳴り響いた。

「……し、しかし、私も夫を亡くしてから、それなりに時間が経っているのでな……こう、改めて頼まれると、それなりの心構えが必要になる……」

「す、すみません。じゃあ、日を改めても大丈夫です。俺、待つのは得意ですから」

「い、いや……日を改めれば、それこそ次の機会がいつになるか分からない。私も立場があるので、簡単におまえに会いに行くわけにもいかぬのでな……」

「あっ……い、今からで、本当に……っ」

　本当にいいんですかと言う前に、ディアストラさんは俺に背を向け──そして、最後の装備を外していった。




　◆ログ◆

　・《ディアストラ》は「祝福されたクロースアーマー」の装備を解除した。





　布鎧を上から脱いでいくと、白い肩が露になる。背中を向けているから見えないだけで、振り返れば、上半身を覆うものは何もない。

　金色の髪に見事に天使の輪ができて、髪の先まで煌きらめきが流れていく。雰囲気が柔らかくなった今は、フィリアネスさんのお姉さんと言われても信じてしまいそうだ。

　その髪の房で乳房の頂きを頼りなく隠しただけで、ゆっくりと振り返る。たゆん、と弾む双丘の迫力に、言葉もなく圧倒されてしまう。

「本当なら、何もせずに行かせるべきなのだろうが……おまえには色々と、個人的に思い入れができてしまったからな……娘と同じ男に惹かれるとは、因果なものだ」

「っ……！」

　ディアストラさんが、自分から髪の房を後ろに流す。その動きに追従して、ぷるん、とサラサさんに匹敵するサイズのバストが弾んだ。

　フィリアネスさんも赤ん坊の頃に吸っただろう部分は、桃のように色づいている。ここまで綺麗な乳首をしてるとは思わず、その形と艶に見惚れてしまう。

　吸い付きたい、そうせずにはいられない。フィリアネスさんも物凄く母性に満ちているのに、そのお母さんとなれば、その母性は生半可なものではなかった。童心に返り、その胸に飛び込みたいという欲求を抑えるだけで精一杯だ。

「鍛えれば小さくなりそうなものだが、なぜか大きくなってしまう……娘も私によく似てしまったから、さぞ、私のことを恨んだだろうな」

「フィリアネスさんは、そんなことは言ってませんでした。お母さんのことを口にするのは、遠慮していたんだと思います」

「そうか。そうだろうな……あの子は、そういう子だ」

　彼女はそう言いながら、頰を染めて、自分で手を添えるようにして差し出してくれた──スキルの泉の飲み口を。

「娘には、内緒にしておいてやろう。おまえも秘密にしておくことだ。世の中には、言わないほうが潤じゆん滑かつに回ることもあるのだから……」

「ディアストラさん……ありがとうございます。じゃ、じゃあ……始めます……」

「んっ……んぅ……な、なかなか慣れた手つきだな……先程とは違って……」

　できるだけ優しく、掬すくうようにたぷんと乳房を持ち上げる。それだけで乳汁が滲んできて、とろとろと白い坂を伝い落ちていく。

　俺は一滴もこぼさないように、薄い白の雫しずくに唇を付けて吸い、尖端まで伝っていき──ぱく、とちょうどいい大きさの乳頭を口に含んだ。

「んぁっ……あ……あぁっ……」




　◆ログ◆

　・あなたは《ディアストラ》の授乳を受けた。

　・「守護」スキルが獲得できそうな気がした。





「ちゅっ……ちゅぅぅっ……す、凄いですね……噴水みたいに出てきます……」

「ふぅっ……くぅ……久しぶりとはいえ……これほど、出るものか……んぁっ……！」

　気が付くと俺は、頭を抱えられていた。ディアストラさんは頰を紅潮させ、少し困ったような顔をして俺を見つめる。

「……可愛らしい顔をして吸うのだな。娘の気持ちがよく分かる……はぁっ……！」

「んっ……んくっ……ぷぁ……す、すみません。もう少しだけ……ちゅっ……」

「んぅぅっ……ま、まだ吸うのか……それは、構わないのだが……か、感覚が……んぁぁっ……！」

　少し強めに乳房に指を沈みこませ、絞り出すようにしながら吸う。『搾乳』と『授乳』の合わせ技でも、まだスキルが上がる気配がない。

「ふぁっ……あぁ……ま、待て……そんなに、好き放題にしては……が、我慢が……」

「ちゅっ……もう少しだけ……もう少しで終わるので……」

「そ、そう言われても……あ、赤ん坊では、ないのだから……っ、あぁ……っ！」

　毅き然ぜんとしていたディアストラさんの声が、甘えるような響きに変わっていく。乳汁でぬるぬるになった乳房を綺麗にしたあと、俺は限界と見て、いったん彼女を解放した。

「はぁっ、はぁっ……よ、容赦ないのだな……見た目によらず、責め好きか……」

「ご、ごめんなさい。あんまり美味しいから、つい……」

「……ついでは済まない。全く……次は、私が主導権を握らせてもらうぞ」

「っ……ディ、ディアストラさん、何を……っ」

　ディアストラさんは俺の身体をベッドに横たえる。そして添い寝をすると、俺の顔の前に乳房を差し出してきた。

（これは、完全に『授乳』プレイなのでは……人としていいのか、俺……！）

「好きなだけ吸っていいのだぞ……誰も見ていないのだから、甘えてみればいい」

　そんなふうに言われては、俺の童心が限界を突破してしまう。

　口を開けると、ディアストラさんは自分で乳を搾しぼる──それはまさに、ミルクのシャワーだった。




　◆ログ◆

　・《ディアストラ》は自分で「搾乳」をした。

　・《ディアストラ》は自分で手を添えて、乳を搾った。





「んっ……こくっ……んくっ……」

「んっ……こぼさずに飲むのだぞ……直接吸っても良いからな……んぅっ……」

　彼女の『搾乳』の合間に、俺はぱくっと乳首に吸い付く。もうやりたい放題で、真面目な話をしていたはずなのに、と思いつつも、全く抑制がきかない。

「ふふっ……やはり、少しはこぼれてしまうか。じっとしていろ、拭いてやる。次はちゃんと飲まなくてはな。私にすべて任せるか？」

「は、はい……ディアストラさん、実は凄く優しいんですね……」

「……そんなことを言われたのは、本当に久しぶりだ。全く、大胆な男だな……」

　ディアストラさんは俺の頭を撫でつつ、再び乳房を差し出してくれる。至れり尽くせりとはこのことだ。

「子供をあやしているようで照れるな……そういう趣味はないと思っていたのだが」

　彼女は恥じらいつつも、全て自分から進んでしてくれている。やっぱり、一人寝の夜はずっと寂しかったのだろうか……と、そんな想像をしてはいけない。




　◆ログ◆

　・《ディアストラ》は「搾乳」をした。

　・あなたは「守護」スキルを獲得した！　あなたは目に映る全てを守ると誓った。





「んっ……んん……どうだ……？　そろそろ、満足できただろうか……」

「はい……ありがとうございます、ディアストラさん」

「ふふっ……礼は必要ない。私の欲求が満たされた部分も、少しはあるのだからな」

（何を言っても、絶対に許してくれる気がしてきた……こんな人がフィリアネスさんをぶったなんて、今にしてみると信じられないぞ）

「あ、あの。もしかしてフィリアネスさんを叩いたこと、後悔してたりしませんか」

「娘に対しては……済まないことをしたが、いつもどうしていいのか分からなくなる。私ではなく、父親のことばかりを思し慕ぼしているように思えて……」

「両親のどちらが大切か、彼女は順序をつけるような人じゃありません。ディアストラさんのことも、同じくらい大事に思ってると思います」

「……あれほど酷い振る舞いをした私を……あの子が……」

　彼女はしばらく考えているようだったが、俺の胸に手を置くと、撫でながらつぶやく。

「……いつの間にか、立場が逆転している。私が、おまえに説教をされるとは……しかし、悪い気はしないな」

「ありがとうございます。本当は、怒られないかビクビクしてますからね」

　冗談めかして言うと、彼女も楽しそうに笑う。もはや、完全に打ち解けたと言っていいだろう。

「怒るどころか……何故だろうな、おまえには色々なことを打ち明けられる。それに……こんなに身体を熱くさせられたのも、久しぶりで……」

　しっとりと汗ばんだ肌が、『芳香』とあいまって艶やかさを増す。もう俺の方からではなく、彼女の方から、スキルを授与する行為を望んでくれていた。




　ディアストラさんにお返しとして『限界突破』をあげようと思ったが、彼女はフィリアネスさんの手前、今すぐにでなくていいと言った。

　着替えをする彼女より先に部屋を出るようにと言われ、中庭が見えるバルコニーに向かうと、皆が観覧席に座り、既にルシエが演壇に立ったところだった。

　観覧席にいるのは、ウェンディ、麻呂眉さん、モニカ姉ちゃん、リオナ、ミルテ、ステラ姉、アッシュ兄とディーン、そしてミコトさんとフィリアネスさんの姿もあった。ユィシアは上空から見るとのことで、遙か高高度の空から見下ろしている。

　フィリアネスさんの頰の赤みはもう引いていた。マールさんとアレッタさんが傍にいるから、きっとアレッタさんが手当てしてくれたんだろう。

　式典に出るためのドレスを着て髪を結い上げた彼女は、その横顔に見とれるほど綺麗だった。その視線に気付いても、彼女は少しさびしそうに微笑むばかりで、俺のところに来てはくれない。

「公女さま、きれい……」

　隣に座ったリオナが、憧れるようにつぶやく。王家のティアラを身につけ、光沢のあるビロードのドレスを身にまとったルシエは、歳よりも一回り大人びて見えた。

　彼女は話し始める前に俺の方を見やると、微笑んでくれたように見えた。その度胸には驚かされる……中庭に集まった貴族、騎士団の重鎮といった人々の視線を一身に浴びて、それでも落ち着いているのだから。

「ルシエ殿下……ああ……」

　自分のことのように緊張しているイアンナさん。ルシエはひとつ息をつくと、よく通る声で話し始めた。

「このたびは、お集まりいただきありがとうございます。イシュア神殿において洗礼を受け、王族の名を与えられました、リシエンセス・ルシエ・ジュネガンと申します」

　俺たちとは違う、もう一つの観覧席──王族が座る席に、ファーガス王の姿がある。威厳を感じさせる風ふう貌ぼうはさすがというところだが、彼はルシエの姿を見て、その瞳を潤ませているようだった。

「私は現在に続くジュネガン公国の祖である、西王家の出身です。西王家の開祖、ファーガス一世に助力した勇者たちのうち、ひとりの血を引いております」

　ただ、ルシエが王族として認められたことを祝う場である──そう思っていただけの人々が多いことは、見ればわかった。

「……皆さんに、悲しいお知らせをしなくてはなりません。公国南部を統治されていたグールド公は、魔王リリムに操られ、私の身を脅かそうとしました。彼は、リリムによって命を奪われ、その亡なき骸がらを操られていたのです」

　集まった人々の誰もが驚愕を顔に出す。祝い事の場に似つかわしくない、人々にとって恐怖の意味しか持たない『魔王』という言葉、そしてグールドが没していたという事実が、会場の空気を凍りつかせる。

　──ルシエにはまだ、こんなことを話させるのは重すぎるのではないのか。

　そんな俺の考えは、ルシエ自身の言葉で杞き憂ゆうに変えられた。

「この国はこれまでも、これからも、魔王に決して屈することはありません。私は成人した暁には、ファーガス陛下のあとを継ぎ、王の冠を戴きます。私は私を救ってくれた方々の力をお借りして、魔王と戦いたいと思っています」

　ルシエは、俺が思うよりもずっと、女王にふさわしい強さと、高潔さを持っていた。

　演壇の上から、集まっている人々と一人ひとり目を合わせ、怖気づくことなく、決意を口にする。それは、彼女が臣民を本気で案じているからこそできることだ。

　ディアストラさんは、そんな彼女を支える副王となれと言った。

　ルシエ自身も、魔王と戦う力を持っている──魔杖を持つことができるのだから。三つの武器を使うことができれば、きっと、魔王との戦いは終わらせられる。

（……リオナの魔王化は止まっている。それに、リオナは俺を守るために力を使ってくれた……だから、大丈夫だ）

「ヒロちゃん……？」

「……少しだけ、こうさせてくれ」

「うん……分かった。ヒロちゃんの手、あったかい……」

　俺は隣に座るリオナの手を握っていた。目に映る全てを守ると誓う──『守護』を手に入れたときの文言が、もう一度俺の脳裏をよぎっていた。





　救国の英雄／宴うたげの始まり






　王宮の中庭に集まった二千人近くの人々は、ルシエの一言一句を逃すまいと聞き入っている。赤い髪の公女は、物怖じすることなく話を続けた。

「そして、私はこの場で申し上げておきたいのです。魔王リリムの呪縛からグールド公を解き放ち、私に洗礼の儀式を受けさせ、ここに導いてくれた方が、今この場で見てくれています」

　ルシエの言葉が指しているのは、フィリアネスさんのことだろうと俺は思った。しかし彼女の方を見やっても、フィリアネスさんは俺と目を合わせてはくれるものの、すぐにルシエの方に視線を戻す。

　彼女がそうした意味は、すぐに分かった。ルシエは、後方にいる俺たちの観覧席を振り返ると──フィリアネスさんではなく、間違いなく俺を見て、そして言った。

「……我が公国の誇りである、聖騎士フィリアネス様。そして、彼女の従騎士であるマールギット様、アレッタ様……彼女たちと、そして他の仲間を率いて戦った、類いまれなる勇気と、武勇を併せ持つお方……」

　ここで、皆の前に存在を示すことになるとは思っていなかった。

　しかし、別の観覧席にいるファーガス陛下も、その近くに姿を見せたディアストラさんも落ち着いているということは、このことを事前に知っていたようだ。

　まだ、俺が特異な力を持っていることは伏せておくべきだ──しかし俺は、領地を与えられることになっている。余りある褒賞だという思いもあったが、絶対に固辞しようとも思っていない。領主になることで、できることは飛躍的に増えるのだから。

　俺の素性の全てを明かすことはなくても、ヒロト・ジークリッドの旗を上げるというなら、人々に名前を知ってもらうのは早い方がいい。

　ルシエは俺に、意志を問うように視線を向けてくる。俺はこの距離からでも、彼女に『依頼』することができる──俺の名前を、皆に告げるようにと。

　その名を口にすることすら、彼女は緊張しているように見えた。震えるような呼吸をしてから、そして、どうしてもそうせずにはいられないというように、祈るように胸の前で両手を重ねる。

　俺に対する畏い敬けいを感じさせるルシエの姿に、見ている人々も影響されている。しかし、十四歳相当の俺を見ると、少なからず驚いている人が多かった。

　準備して、鎧か礼服でも着てくるべきだったか。仕立てのいい服を着てるとはいえ、今の俺は人々がイメージする『救国の英雄』とは程遠い姿であることは間違いない。

　しかしこんなときこそ、みんなを安心させるためにも、使えるスキルは使うべきだろう。方法は問わず、皆の信頼を得ることが、マイナスに働くことはまずないのだから。

（本来は、こういうときのために使うスキルだからな……『交渉術』は）

「彼の名は、ヒロト・ジークリッド──」

　ルシエが俺の名を口にした瞬間、俺はあのスキルを発動させる──赤ん坊の頃から数えきれないほど世話になった『カリスマ』を。




　◆ログ◆

　・あなたは「カリスマ」をアクティブにした。

　・周囲にいる人物の全てが、あなたに注目した！





　軽い気持ちで使ったわけではなかったが、その変化は凄まじかった。俺に対する半信半疑の視線は消えて、若造である俺を低く見る人は一人もいなくなっていた。

「ヒロト様は、かつて騎士団で将来を嘱しよく望ぼうされた斧騎士・リカルド殿のご子息であり、公国を支える貴族家のひとつ、クーゼルバーグ伯爵家の血を引く方でもあります」

　父さんの名前が出たところで、警備に当たっている騎士たちの俺を見る目が変化する。そしてクーゼルバーグという家名は、俺に対する貴族たちの見方を大きく変えた。

「クーゼルバーグ、伯爵家の……あの方が……」

「リカルド殿のご子息が、公国のために……なんと勇敢な……！」

　そしてルシエの話を引き継ぎ、ファーガス公王が動く。彼が厳かに席を立つと、ディアストラさんが横に控えて、注目するよう皆に呼びかけた。

「ルシエ殿下、ここからは陛下がお話を引き継がれます。皆も、陛下のお言葉を清聴するように」

　ディアストラさんの言葉に頷き、ルシエがファーガス陛下の方を向く。ファーガス陛下は眼下の中庭を埋め尽くした人々を睥へい睨げいし、何度か頷いたあと、俺に視線を向ける。

　その目は鋭く、何かを俺に訴えかけているように見えた──それとも、覚悟を問うているのか。

　俺は王に向けて一礼する。それが、この国に生まれた人間としての礼儀だ。

「皆の者、今日は我が娘ルシエの姿を見届けてもらい、まずは礼を言わせてもらう。公国の未来を担う若き貴族よ、騎士たちよ。その才と力を、どうか次代の女王のために振るってもらいたい」

　──公王じきじきに、後継者が指名された。

　ファーガス陛下は至極当然で、議論すら必要ないというように、それを口にした。

「ルシエは公国の祖である西王家の血を引いている。私は東王家の出身で、ルシエが王族として認められるまで王座を守っていたに過ぎない。魔王に対抗する力を持つ西王家こそが、統治者であるべきなのだ。我が娘には、必ずそれができると信じている」

　低く威厳のある声が響く。ファーガス陛下は壮年に差しかかっているが、その巨軀から放たれる気迫には、見る者を圧倒する力がある──ディアストラさんの話から受けたイメージと、実際に見る王の姿は、必ずしも一致してはいなかった。

（こんな立派な王様が、王位を迷いなく娘に譲る気でいるっていうのか……）

　口の周りを覆う白い髭。ルシエがまだ十歳ということは、ファーガス王にとっては、かなり遅くに生まれた子供ということになる。

「我が嫡子である公子には、もとより私の直轄領でもある公国東部を与えることになる。これは公妃とも話し合い、決めたことだ」

　ざわめきが一瞬広がりかけ、すぐに静まる。一部の貴族が王の言葉に反応していたが、王の傍らにいる公妃の表情を見るだけで、王の言葉に偽るところがないことを悟る。

　正室との間に生まれた公子と、側室との間に生まれたルシエならば、普通なら公子の方が継承権は上だろう。しかし公国においては、例外があるということだ。

「グールド公を闇の道へと引きずりこんだ魔王リリムの脅威は、公国が百年の繁栄を得るためには、何としても根絶しなければならない。リリムだけではない、他の魔王たちも、復活のときを今か今かと待ち望んでいる。奴らの中には既に目覚めており、魔界からこちらの世界を窺っている者もいるという」

（魔界……魔王は、そこから来た……そうか。魔物は、魔界に通じる『巣』を通じてこちらの世界にやってくる。俺は魔界が、行けない場所だと思い込んでただけだ）

　魔物の世界は存在している。ゲーム時代には実装すら仄ほのめかされていなかった部分が、次々と開けていく感覚に鳥肌が立つ。

「公国は、魔王と戦う勇士に、最大限に報いていく。聖騎士フィリアネスの功績に報いて領地を与えたように、私は王として、ヒロト・ジークリッドに、相応の褒賞をもって報いたいと思っている。ヴェレニス村の領主でもある聖騎士フィリアネスを率いて戦ったことでも、彼に統治者の資質があることは明らかだ」

　俺という存在を、ジュネガン全土に知らしめようという王の気持ちには、恐らく裏などないだろう。魔王リリムとの決着をつけることは、俺自身望んでいることだ。

　しかし俺は、魔王を全て倒さなければならないと考えることはできない。リリムにしても、話す余地はあると思っている──リオナを前にして人間らしい心の機微を見せただけで、対話できると期待するのは、あまりに甘いのかもしれないが。

　気づくと、俺の手に、リオナが自分の手を重ねていた。

　そうやって勇気づけられた遠い記憶が蘇りかけて、薄れていく。

　大切なのは今だ、という思いが湧く。今俺を案じてくれているのは、陽ひ菜なではなく、目の前にいるリオナなのだから。

　逆側から袖そでを引かれて、ミルテも傍に来ていることに気づく。彼女の猫を思わせる瞳には、不安の色が隠せなかった。

「ヒロちゃん、私知ってたよ。ヒロちゃんが、すごいんだっていうこと、王様よりずっとまえに、分かってたよ」

「わたしも、分かってた。でも王様はこわいことも言ってる。魔王と戦うって……」

　リオナとミルテは王の話の内容を理解している。これから何が起きて、俺の周囲がどう変化していくのかも。

「……大丈夫だ。何も、心配しなくていい」

　二人の肩に手を置き、俺は陛下の視線に応じる。そうすることで、自分が果たすべき義務があると分かっていた。

「では……ヒロト・ジークリッド殿。この国を救った英雄よ。その声を、皆に聞かせてもらいたい」

「はい。承りました、陛下」

　席を立ち、俺は前に出て、中庭に向けてせり出した半円状のバルコニーに進み出た。

　そこから見える景色は、壮観としか言いようがなかった。会食のために使われるだろう、中庭に出された無数の小さな円卓の周りに、正装した貴族と騎士たちが立って、こちらを見上げている。

（緊張する必要はない。ゲームでは、目立つことが日常だったんだ）

　エターナル・マギアにおけるトップギルドのマスターとして、ギルドバトル世界大会の選手宣誓をしたときの方が、よほど緊張した。世界中の数十万のプレイヤーが、俺の発言に注目していたからだ。

　そう開き直ると、不思議と、言葉はすらすらと頭に浮かんできた。失敗したときのことは考えなくなる──プレッシャーが、俺の中から影も形もなく消えていく。




　◆ログ◆

　・あなたの交渉スキルレベルを元に、演説の成功判定が行われた。

　・あなたの演説は、「約束された成功」を手にした！





「初めてお目にかかります。私の名はヒロト・ジークリッド、西部のミゼールという町の生まれです。此度は友人の商隊を護衛するため、この首都に参じました」

　始まりは、幼馴染みであるアッシュの商隊を護衛するためだった。ルシエに出会い、彼女を洗礼の神殿に送り届け、黒騎士団と戦い──そして、魔王と戦った。

　長い旅ですらない、たった数日の出来事だ。

　しかし、思えば遠くに来てしまった。そう言えば、皆は笑うかもしれないが。

　俺は父さんと母さん、町の人たちを思い出していた。ただ無性に、懐かしいと思った。

「首都に来る途中で、縁あってルシエ殿下の一行と出会ってからは、殿下の護衛を務めさせていただくことになりました。聖騎士殿、ならびに彼女の部下の方々の助力もあり、無事に殿下をお連れすることができました。それは公国の民として果たすべき当然の義務であり、陛下のお言葉は、本来ならば身に余るものです」

　皆が俺の話に、一心に耳を傾けている。聞いてもらえているだけで俺がどれだけ安堵しているかなんて、誰も気づきはしないだろう──仲間たちを除いては。

「ですが、グールド公爵を陰から操り、この国を脅かそうとした魔王と対峙することで、魔王をこのままにしておくことは決してできないと感じました。それは父から戦士としての誇りを受け継いだ私が、生まれたときから与えられた義務なのだと思います」

　ただの村人の俺が世界を救おうとしているのだと言うよりも、公国騎士の血を引く人間だと言った方が、人々は安心することができる。

　誰も知らないままに魔王と戦い、世界を救うということも考えられる。だが俺はこの世界に来て、領地を与えられると言われたとき、こう思わずにいられなかった。

（俺はこの世界で、できる限りのことを成したい。良い領地を作るっていうことも、その一つだ。ミゼールのみんなに、良い暮らしをさせてあげたい）

　そう──俺が欲しいと思う領地は、自分が生まれたあの町を含む、公国西部だ。

　そのためにするべきことはやる。全てはまず、公国が平和になってからだ。

「魔王リリムは、グールド公爵を不死の呪縛から解き放ったあと、姿を消しました。だが、リリムの脅威は終わっていない。憂いは完全になくさねばなりません。それまで私は、これまでと同じように動き続けるつもりです。どうか、皆さんにはその我がままを許してもらいたい」

　そう言って深く頭を下げる。仲間たちも、そうしてくれていることが感じ取れた。

「魔王を撃退した功績だけで、もはや他に並ぶ者はないというのに……」

「それでも戦い続けるというのか。それを、我がままとは……」

「信じられぬ。無謀……いや。これこそを、勇ゆう敢かんと言うのか」

　地方を治めている領主だろう貴族たちが、口々に言う。信じられないのも無理はないだろうと、顔を上げたあと、俺は思わず苦笑してしまう。

　最後までかしこまったままではいられなかったが、仕方がない。今日は何より、ルシエの晴れ舞台──祝うべきときなのだから。

「……とまあ、格式張った言い方をしてきましたが、つまり、俺たちはこれまで通りやりたいようにやります」

　それだけは言っておかなければならない。公国を守り続けるために、俺は冒険を辞めるという選択はできない──魔王を倒せたとしても、その先がある。

「本当は誰のためでもない、自分たちの大事な場所を守るために、魔王のことを何とかしなきゃならない。皆さんには、魔王に対する心構えこそしていてもらいたいですが、戦うことを強いることはありません。でも、協力してくれるなら、それはそれで助かります。公国は広く、俺たちがまだ知らないこともいっぱいある。もし、魔王に対する情報に心当たりがあったら、こっそり教えてください。俺が信用できなければ、フィリアネス殿に伝えてもらってもいい」

　できる限り明るく、何でもないことのように俺は言った。しかし誰も笑いも、呆れもしなかった。

　フィリアネスさんを見やると、彼女は頷いて、俺の隣に来てくれた。麗しい金色の髪が、陽光を浴びて煌きらめく。

　こんなときでも綺麗だと思わずにいられない。先ほどの涙が噓のように、彼女は凜として、まっすぐ目の前の人々を見つめていた。

「私はヒロト殿と、これまで共に戦ってきた。彼の言うことは全て真実だ……ディアストラ卿きよう、そして円卓会議の出席者にも、彼がルシエ殿下を守る上でどのような功績を挙げたのかは報告している」

　フィリアネスさんはディアストラさんの方を見ることはない。しかしディアストラさんは、よく通る声を響かせる娘の姿を見ている。そこにある感情は、容易に推し量ることのできないものだった。

「公国に捧げた剣に誓おう。私はヒロト殿と、そしてその仲間たちと共に、この国に平和をもたらすために尽力する。魔王の脅威は、確かに存在する……国を守る騎士、そして領主の方々には、備えはしていてもらいたい。しかし、民が何も知らぬままに全てを終わらせるほうが理想の形だ。くれぐれも、不安を民の間にいたずらに広げることのないように。ここに集まった方々は、皆それができる度量の持ち主だと思っている」

　公国最強の聖騎士らしく、力強い言葉だった。式典のための衣装を着た彼女は、貴族の女性と並んでも比肩しうるものがないほど可か憐れんだというのに、男性も女性も、その姿と言葉に鼓舞されていた。

　聖騎士が、公国にとってどのような存在か。それを確認させられ、どれだけ凄い人が、ミゼールという田舎町に足繁く通ってくれていたのかと、自分の幸運を自覚する。

　父さんが魔剣の護り手にならなかったら、この運命は訪れなかった。ゲームとは違う本物の異世界の運命で、この立ち位置を与えられたことに、俺は一時は感じていた怒りも忘れ、女神に感謝してもいいと思えた。

　──どこかで、誰かが笑っているような気配がする。あの女神はいつでも、俺を見ているのだと思える。

「しかし今は、魔王を撃退し、こうして無事に祝祭の日を迎えられたことを喜びたい。ルシエ殿下に、改めて祝いの言葉を述べさせていただく。これより始まる殿下の前途が輝かしいものであるよう、常にお祈りしています」

　フィリアネスさんはそう言って、ルシエに向けて頭を下げる。ルシエは涙を抑えきれずに、目元を拭っていた。

　そしてルシエの様子を気遣ったファーガス王が、代わりに話し始める。それだけで、彼が娘をどれだけ想っているのかは十分に伝わってきた。

「皆にはふたりの言葉を胸に留めておいてもらいたい。そしてフィリアネス殿が言うとおり、今日はどうか、ルシエの明るき日を祝ってもらいたい」

　王が言い終えると、聴衆は誰とも言わず頭を下げる──俺たちも、それに倣ならう。

　顔を上げたとき、ファーガス公王、公妃、そしてディアストラさんたちは、観覧席から姿を消していた。人々の緊張が解け、侍女たちが忙しく動きまわり始める。宴が始まったのだ。

「はぁ～、緊張した～……でもヒロトちゃんも、フィリアネス様も、かっこよすぎました！　私の中では百二十点満点です！」

「さ、採点するとか、なぜ上から目線なんですか……」

「ふふっ……ふたりとも、いつもの調子で何よりだ」

　フィリアネスさんは笑っているが、少し元気がないように見えた。俺は声をかけずにはいられなくなる。

「フィリアネスさん……」

「……ヒロト。陛下とルシエが、どんな話をするかは、母から聞いていたのだろう？」

「あ……う、うん。でもそれは、今はいいんだ。俺は、フィリアネスさんと話が……」

　話がしたい。フィリアネスさんは、それを最後まで言わせてはくれなかった。

「済まない。恥ずかしいことだが、人の前に立つことには慣れていないのでな……少し疲れてしまったようだ。ヒロト、せっかくの宴だ。おまえは、存分に楽しむといい」

「あっ……ら、雷神さまっ、どこ行くんですか～っ！　美味しいお酒も、食事も、いっぱい出てきてますよ！」

「マール、アレッタ、今日は存分に羽を伸ばしてくれ。祝祭の間は、従騎士としての務めは休みとする」

「フィリアネス様っ……！」

　マールさんとアレッタさんが止めるのも聞かず、彼女は観覧席から出ていってしまう。

　本当は、この場に出てくることすらもしたくないほど、彼女は傷ついていた。

　そしてまた、俺に後を追わせてはくれない。そっとしておいてほしいという心境を悟れないほど、俺も子供ではなかった。

「……フィリアネスのお姉ちゃん、どうしたのかな？」

「ヒロト……行ってあげなくていいの？」

「聖騎士様が楽しむようにとおっしゃるなら、そうした方がいいと思うのだけど……」

　リオナ、ミルテ、ステラ姉。それぞれに、いつもよりもお洒落しやれをした少女たちが言う。俺が気落ちして見えるってことなら、彼女たちに心配はかけられない。

「ステラ姉の言うとおりだ。せっかくの祝いの席だ、楽しまないとな」

　そう答えると、三人はすごく嬉しそうな顔をする。それを見ると、俺も微笑まずにはいられなかった。

　三人には、心配ばかりかけてる。ステラ姉だって、いつも俺のことを案じてくれている。今は俺の方が、ずっと背は高くなってしまったけれど。

「うぉぉっ、なんかすげえ肉！　こんなの、うちで食べたことないぜ！」

「ディーン、慌てなくてもびっくりするくらいいっぱいあるから大丈夫だよ。あ、間違えてお酒を飲まないようにね」

「何言ってんだよアッシュ兄、間違えるわけないって。うわ苦い！　なんだこれ！」

　浮かれまくっている少年チーム。俺も目覚めてから何も食べてなかったので、料理の香りを嗅ぐと、思い出したように空腹を自覚する。




　◆ログ◆

　・あなたは空腹で倒れそうだ……これから１時間ごとに、ライフが１減少します。





　このログが出たのは、文字通り生まれて初めてだった。満腹度なんて、確認する必要もないほど、定期的に栄養を摂取することができていたから。

「ヒロちゃん、お肉とってきたよ！　お腹ぎゅーって鳴ってるから、いっぱい食べて？」

「……わたしは、お魚を持ってきた。ヒロト、食べれる？」

「のどに詰まらせないように、ゆっくり食べるのよ。飲み物なら、いつでも持ってきてあげるから」

　リオナとミルテは皿に料理を取ってきてくれて、ステラ姉は飲み物を準備してくれる。このいたれりつくせりな状況を見て、他のメンバーは楽しそうに笑っていた。





　ひとときの祝宴／魂の天秤






　宴で出た食事はとても美味しかった。しかし今はどうにも、レミリア母さんの料理の味が懐かしい。

　リオナたち年少組は、今は自分たちの食事に夢中になっている。リオナとミルテのお行儀を、ステラ姉が見て指導していたりするが、楽しそうなので良しとしよう。

　そして俺は、パーティのメンバーと一緒に話していた。モニカ姉ちゃんはお酒を口にしていて、ほんのり顔が赤らんでいる。

「まあ、そんなに心配することないんじゃない？　聖騎士様でも、気疲れすることくらいはあるわよ。ヒロトが心配するのもわかるけどね」

「それよりお師匠様、とってもとっても、立派な挨拶だったのでありますぅっ！」

「ウェンディ、いつもより前のめりだね……今のうちにヒロト君にアプローチしておいた方がいいと思ったのかな？　心配しなくても、彼なら十分過ぎるほど甲か斐い性しようはあると思うよ」

「うんうん……って、何でそんな話になってるんだ。甲斐性って、ウェンディもそこまでのつもりじゃ……うぉっ!?」

　名無しさんの冗談に多少動揺しつつ答えると、顔を真っ赤にしたウェンディがうるうると目を潤ませていた。

「はぅぅっ、うっ、ひぐっ……ら、らめれすか……？　そういうつもりで夢を見てちゃ、らめなんれすかぁ……？」

「おおっ……ちょ、ちょっと待った！　ウェンディ、お酒はまだ早い……わっ、マ、マールさんっ……!?」

　ウェンディのろれつがいきなり回らなくなったことにも驚いたが、後ろからいきなり抱きつかれるみたいにされて、さらに驚く。この弾力と、メロンみたいな大きさ……って、胸で判別するのもどうかと思うが、マールさんで間違いない。

「なーに言ってるの、ヒロトちゃん。ウェンディちゃんはもう十八歳なんだから、大丈夫に決まってるじゃない。公国法では十五歳から大丈夫だけどね。ヒロトちゃんは年齢不詳になっちゃったから、思い切って飲んじゃう？」

「うっ……不詳って言わないでくれ、マールさん。いちおう十四歳って扱いで頼む」

「十四歳……それなら、あと一歳で成人ですね。あの、私、成人同士なら、大人のお付き合いも何ら問題ないって思っていてですね、ヒロトちゃんとぜひ、夜通し語り合いたいというかですね……？」

　アレッタさんもお酒を飲んでいて頰が赤くなっているし、俺のことを誘ってくれている。その色っぽさに、改めて今まで彼女に男っ気がなかったことを疑問に感じる。

「ギルマス、何を想像しているのか、お顔を見ればだいたい分かりますわよ？　鼻の下をこんなに伸ばして、だらしないですわね」

　ミコトさんがやってきて、俺の鼻の下に指を当てる。彼女は飲んではいないけど、雰囲気で酔っているというのか、いつもより上機嫌だった。

　そして俺だけでなく、ミコトさんは、俺と同じテーブルを囲み、椅子に座って飲んでいる名無しさんに目を向けた──名無しノーンさんはまだ名乗っていないし、顔も見せていないのに、ミコトさんはそれでも気づいたようだった。

「……仮面で声がくぐもっているので、初めは分かりませんでしたが。声で分かりましたわ……あなたは……」

「おっと……今はまだ言ってはいけないよ。小しよう生せいの本当の名前は、まだヒロト君にも言っていないからね」

「え……名無しノーンさんの本当の名前を、ミコトさんは知ってるのでありますか？」

　泣いていたと思いきや、けろっと落ち着いたウェンディがミコトさんに聞く。

「私は名無しさんとは、古い友人なのですわ」

「彼女とは、相当に長い付き合いなんだ。意外に思うかもしれないけれどね」

「そうなのでありますか……人に歴史ありでありますねっ。また、いつか詳しいお話をうかがってみたいのでありますっ」

　ウェンディが笑顔で言う。彼女は信頼できるパーティメンバーで、名無しさんとも親しくしている──ならば、いつかは話してあげたいとも思う。

「ヒロト君の判断に任せるよ。小生は、彼とも秘密を共有しているからね」

「……やはり、パーティを長く組んでいるということは、それなりに回数も……ということですわよね……」

「ミ、ミコトさん。めでたい場とはいえ、ちょっとそれは無礼講すぎやしないか？」

「無礼講なのはどちらですの？　かなりの数値になっていましたわよね、法術……」

「ま、待った……ミコト殿、そういったことについては、皆の前では控えたほうが……ね？　小生は、逃げも隠れもしないから」

「あ……そういえば。ミコトさんは名無しさんのことを、元から……」

　元から女性だと知っていたのか。みなまで言わなくても、ミコトさんはふぅ、と息をつき、苦笑する。

「お察しのとおりですわ。私はマユさん……いえ、名無しさんとは、個人的に会ったことがありますもの」

「マユ……えっ、いや、それはハンドルだよな？　麻呂眉、っていう」

　ウェンディ、マールさん、アレッタさんが話を始めたので、俺はミコトさん、名無しさんと声のトーンを落として話し始める。

「いや……もう、言ってしまった方がいいのかな。麻呂眉っていうのは、私の本名をもじって付けたんだよ」

「本名は、栗くり田た繭まゆ希きさんですわ。栗はマロン、そしてマユで最初はマロン☆まゆと名乗っていらしたのですが……」

「い、いや……その、黒歴史というか。若気の至りというやつだね。その名前では男性プレイヤーに声をかけられることが多かったから、ハンドルを変えて、男性キャラに変えたんだ。出会いを求めるというより、世界観が好きでプレイしていたからね」

　ゲームでは男性キャラで硬い口調なら、中の人も男性だと想像していた。俺は基本的に、中の人の性別は意識しなかったということもある。

　それが、中の人は女性で、キャラ立ちせざるを得ない姿で目の前にいる。そして、この場は祝いの宴……高校生だった俺には縁遠かった、飲みありのオフ会というか、それと等しいものなんじゃないかと今さらに思った。

「ふふっ……ぼーっとして、どうしたんですの？　雰囲気に酔ってしまったというなら、私もそうですけれど」

「あ……いや、ちょっとな。ミコトさんと会ったときは女性キャラで、俺に会ったときにはもう作り直してたんだな」

「そういうことになるね。だから、ミコトだけは私が女性だと分かっていたんだ」

　それにしても、変更前のキャラクターネームが『マロン☆まゆ』とはちょっと意外だ。名無しノーンさんの年齢が、俺が思っていたよりかなり若いという感じがしてくる。

　今の容姿を見る限り、二十代前半に見える。仮面が取れてステータスが見えればと思うが、あまり女性の年齢は気にすべきではないか。

「それにしても、その仮面……無表情でちょっと怖いですわ。口元で表情が分かるのが救いですけれど」

「それはそうだね。こんな格好の私がこれまでやってこれたのも、ヒロト君と早いうちに会えたという幸運があってこそだ。彼の名前を聞いたときは、女神も悪戯好きなだけじゃないのかと、少しだけ感謝したものだよ」

　そう──二人も、女神との邂かい逅こうを経て、ここに来ている。

　俺の生前は、女神の独断といえる評価で『不幸』ということになったが、二人はどうだったんだろう。

「……ちなみに、女神と何を話したかは、他の方には明かせないことになっていますの。マユさんもそうなのではないですか？」

「うん……それはね。小生は他にも色々事情があって、全部は言えないんだよ。秘密を小出しにしてるわけじゃなくて、これは本当に、ずっと明かせないのかもしれない」

「なるほどな……」

　女神なら、会話に制限をかけることも可能だろう。しかし俺は、どうやらそういうことはされてないらしい。特別扱いなのか、俺の前世なんて、特に隠すことでもないと思ってるのか──それよりも、一つ、これまでのことから想像できることがある。

（おそらく自分から望んで転生した場合は、女神の査定は厳しくなるんだ）

　病気で若くして命を落としたミコトさん。トラックに轢ひかれた俺。共通することは、向こうで命を落とした後に転生しているということだ。

「名無しさんは、向こうで何かあって……いや、それは話せないんだな」

「うん……小生がここに来たきっかけは、きっとミコト殿やヒロト君とは大きく違っていると思う。でも一つ言っておきたいのは、後悔はしていないということだ」

　やはり、そうだ。名無しノーンさんは生きているままで、この世界に転生することを選んだ。

　その仮面は、生きているままで転生を望むことのペナルティだとも考えられる。

「それはそうと……ギルマス、私から言うのはおせっかいかもしれませんけれど、聖騎士さんをそのままにしておいて良いんですの？」

「何か、様子が違って見えたね。王座の間で何かがあったということかなと思っていたけど……」

　二人がそう言ったところで、モニカ姉ちゃんがこちらにやってくる。その手には果実酒の入った、木で作られた杯さかずきを持っていた。ガラスが貴重な異世界ならではの光景だ。

「ヒロト、こういう席だから気を遣ってるのかもしれないけど、小さい子たちはちゃんとあたしたちが様子を見てるから。フィリアネスさんの所に行ってあげたら？」

「いや。こんなときに席を外したら、逆に、フィリアネスさんに怒られそうだ」

　本当は、彼女の所に行きたい。ディアストラさんが思っていることの一端を伝えて、安心させてあげたい。

　しかし、一人になろうとしている彼女の後を追いかけて、拒絶されることを恐れていた。勇気が必要だと分かっていても、踏み出せない。

「……あのね、一つ言っておくけど、マールさんとアレッタさんが、どうしてここで飲んでるか分かる？」

「えっ……そ、それは……ルシエが国民のみんなに認められた、めでたいときだから……」

　真面目に答えたつもりが、モニカ姉ちゃんだけでなく、ミコトさんと名無しノーンさんにも同時にため息をつかれた。

「二人とも本当は、フィリアネスさんのことが心配だと思う。でも、自分たちより行ってあげるべきだと思う人がいるから、あえて明るく飲んでるんじゃない」

「ギルマスは、もう十分宴会には顔を出しましたわ。下にいる貴族や騎士の方々にも、先ほど挨拶は済ませてきたのですから、十分に義理は果たしています」

「義理というのも世せ知ち辛がらい言葉だけどね。じゃあ、最後に景気付けに、ジュースでも飲んでいくかい？」

　名無しさんが杯に飲み物を注いでくれる。するとウェンディがふらふらとやってきて、俺の方に寄りかかってきた。

「うわっ……の、飲み過ぎだぞウェンディ。足にきてるじゃないか」

「お師匠様には、ジュースよりも、ずーっと美味しい飲み物があるのであります……それれしたらぁ、私が一番槍を務めさせていただくのでありますぅ……えいやっ！」

「え、えいやって、待ってウェンディちゃん！　嫁入り前の娘が、外でそんなことしちゃらめぇ！」

「は、放してでありますぅ！　お師匠様と他の女の人がいちゃいちゃしてると、胸がずきずきするのでありますぅぅ！」

　大暴れのウェンディを、戦士として一枚上手のマールさんが見事に押さえ込んでいる。ウェンディは一生懸命こっちに来ようとするが、最後にはマールさんに担ぎあげられてしまった。

「よいしょっと……おいたする子は、おねんねしましょうね～。あんまり暴れてると、お姉さんがしまっちゃうよ～？」

「は、放してであります！　私ももう大人なので、分別はつくのでありますぅ！」

「酔いざましにいいポーションがありますから……あ、小さい子たちも、もう眠くなってきちゃったみたいですね」

　アレッタさんが言うとおり、年少組の五人は寝入ってしまっていた。宿で寝かせてやった方が良さそうだな。

　そんなことを考えていると、どこかから声が聞こえてくる──ユィシアだ。

（ご主人様、こんなこともあろうかと、迎えに行こうと思っていた。子供たちのことは、任せてもらっていい）

　なんという思いやりといたわりだろう……と思ったが、ユィシアの声が、何だか上機嫌に聞こえる。

（……人間の姿で少しだけ宴に混じって、食事をした。お腹がすいては戦ができない）

（それは良かった。ユィシアにも、楽しんで欲しかったからな）

（成長したご主人様に、酌をするというのも悪くないと思った）

（……それはいいな。俺も、ユィシアと一緒に飲めたら楽しそうだ）

　ユィシアが微笑んだ気配がして、念話が切れる。俺はひとまずアッシュ兄とディーンを連れて行かないといけない──間違えて酒を飲んだからか、ディーンの方はよだれを垂らして寝入っていた。




　再び町に出て、大通りの喧騒を離れて、フィリアネスさんのもとに向かう。

　そんな俺の前に、道の途中で姿を現したのは──スーさんと、パメラだった。

「坊っちゃん、これからまたお出かけになるのですね。行ってらっしゃいませ」

「夜道には気をつけなよ。まあ、あんたなら大丈夫だろうけど」

「ああ、ありがとう。珍しいな、俺を気遣ってくれるなんて」

　答えると、パメラは肩をすくめる。今日の彼女はラフな服装で、襟を立てていたり、へそを出していたりと、盗賊らしさこそ消しているが彼女らしいファッションだった。

　スーさんは相変わらずのメイド服だ。青みがかった長い髪は、昔よりは少し短めになっているが、髪を左右で結んでおさげにした髪型は変わっていない。

「あたしはめでたい席なんて似合わないし、町を適当にぶらつこうと思ってたんだけど。この子が一緒に付き合ってくれるって言うからさ」

「あなたの手引きがなければ、私は坊っちゃんと再会することはできませんでした。その意味では、感謝しているのです」

　スーさんは淡々と言うが、パメラは何を思ったか、俺の肩に手を回してくる。そして、耳元でささやいてきた。

「髪が長い男は苦手だけど、あんたみたいな可愛い顔なら似合うかもね」

　パメラは少し頰を赤らめて、俺から離れる。ずっと俺を恐れていた彼女らしからぬ、好意的な振る舞いだった。

「坊っちゃん、また日を改めて、お話をさせていただけませんか。坊っちゃんがそのように、急に成長された件についても、まだ驚いておりますし……」

「ああ。それにスーさんとは、手合わせをする約束をしてるしな」

「っ……」

　スーさんはかすかに目を見開く。そして、正面に立つ俺の頭上を見上げるようにする──身長が伸びた、ということを言いたいのだろう。

「昔、お手合わせをと申し上げたのは……正直を言うと、自分も十分に修行をして、強くなっているだろうという自負があったからです。しかし、今の坊っちゃんを見ると、自分の修行の足りなさを恥じ入ることしかできません……」

「手合わせっていっても、勝ち負けをはっきりさせるものばかりじゃないしな。昔はありえなかったことだけど、今の俺なら、スーさんと鍛錬してもおかしくないし……ぜひ、相手をしてもらいたいな」

　そう言いつつも俺は、忘れてはいなかった──彼女のスキル『執行者』を手に入れられていないことを。もちろん純粋な意味でも、彼女と手合わせはしてみたいが。

「坊っちゃんに許可をいただけるのなら……しっかりと、身体を仕上げて臨みます」

「スーさん、約束したからな。首都にいるうちに、必ず手合わせしよう」

「……そのことなのですが。パメラさんのことを、勧誘されたと聞きました」

「ああ、パメラはもう行くとこないから、仲間になってもらったんだ。常に一緒に行動するわけじゃないけどな」

　スーさんは瑠る璃り色いろの大きな瞳で、俺をじっと見つめてくる。な、何だろう……？

「……もう一度、私を雇用していただくというわけには、まいりませんか？　今度はジークリッド家ではなく、ヒロト坊っちゃんに……」

「えっ……い、いいのか？　スーさん、ギルドに所属してるんだよな？」

「はい。しかし、抜ける手続きを踏めば脱退はできますので」

　彼女の目に迷いはない。俺が雇うなら、ギルドをすぐに抜けるということだ。

「坊っちゃんと再会して分かりました。やはり私は、あなたについていきたい。あなたの力になるために、磨いてきた技術を活かしたいのです」

「……ありがとう、スーさん。雇用じゃなくて、俺のパーティに入ってくれるかな？」

「は、はい……ぜひ、よろしくお願いいたします。これがパーティに勧誘されるということなのですね。ずっと冒険者ギルドにいましたが、初めての経験です」

「また、改めて今後のことを話そうか。連絡先を聞いておいていいかな？」

「はい。この首都ジュヌーヴには、三つ冒険者ギルドの窓口がございますが……」

　スーさんが紙に書いて、場所を教えてくれる。近づいて教えてくれる彼女から、赤ん坊の頃に抱っこしてもらったときと同じ、ふわりと甘い香りがした。

　スーさんたちと別れたあと、俺は再び歩き始めた。

　フィリアネスさんがどこにいるのかは分かる。パーティメンバーの現在地は、ログで確認することができるからだ。





　水面に映る月






「……あれが、フィリアネスさんの家か」

　パーティの一員であるフィリアネスさんの所在地は、いつでも把握できる。『シュレーゼ侯爵家別邸』とログに表示されたので、俺は迷いなく辿り着くことができた。

　正面から行くと、こんな夜更けに男が訪ねてくるとは、と騒ぎになってしまうかもしれない。奇しくもグールドのときと同じように、俺は隠密スキルを使うことになった。




　◆ログ◆

　・あなたは「忍び足」を使用した。あなたの気配が消えた。





　屋敷の前に立つ門兵の横を通りすぎても、全く気づかれない。俺はそのまま屋敷の裏手に回る。

　シュレーゼ邸の裏には庭があって、立派な枝ぶりの木があり、小さな池があって、石造りの橋が渡されている。こんな立派な庭園があるとは……。

　そのとき、雲に隠れていた満月が姿を現し、池に映り込む。

　そして橋の上から池を覗きこんでいる彼女の姿に、俺は遅れて気がついた。

　金色の髪を結い上げたまま。彼女の女性としての魅力を際立たせる、清楚な白いドレスも、身につけたままだ。

　彼女は物憂げな様子で、橋の欄らん干かんに手をかけて、水面を見つめていた。

　その唇がかすかに動き、ささやくような声が耳に届いたとき、俺は、自分が今どこにいるのか、何をしようとしているのかさえも、忘れてしまいそうになった。

「……ヒロト」

　──聞き間違いじゃない。紛れもなく、俺の名前だった。

　心臓が高鳴り始める。俺のことを待っていて、会いたいと思ってくれていたなら。

　ここに来たことが間違いじゃなかったんだと、直ぐにでも確かめさせてほしい。




　◆ログ◆

　・あなたは「忍び足」を終えた。隠密状態が解除された。





　フィリアネスさんは顔を上げて、こちらを見た。

　裏庭の木の陰から姿を見せても、ただ、何も言わずに俺を見ていた。

　一歩ずつ歩いていく。屋敷の明かりはついているが、誰かが出てくる気配はない。

　俺とフィリアネスさんの、二人だけ。俺は橋のほとりに立って、フィリアネスさんと向き合う。

　何から話せばいいのか。言葉が、出てこない。

　ディアストラさんは、フィリアネスさんを嫌ってなんていない。

　それよりも先に伝えたいことがあるのに、喉が引き攣れるみたいで、声を出せない。

　フィリアネスさんの瞳が、まるでずっと泣いていたように、赤くなっていたから。

「……なんて顔をしている。皆の前で堂々としていたおまえは、どこに行ったのだ？」

　彼女がいつもと同じじゃないことは、ひと目見れば分かるのに。

　強がっているって、誰でも分かるくらいなのに。

　何でもないというように、赤い目をしたままで笑うから。

　一瞬、俺は何も考えられなくなった。ただひとつの気持ちに突き動かされ、身体はひとりでに動いて──。

　俺は、フィリアネスさんを抱きしめていた。

「……ヒロト」

「俺はあのとき、フィリアネスさんを追いかけなかった……一人でいさせたくなかったのに、体裁ばかり気にして……」

　腕の中にフィリアネスさんがいる。ヴェレニスの村で過ごした夜が、昨日のことのように脳裏を巡る。




　──おまえがいれば、どんな困難も乗り越えられる。

　──心から、そう思える……ありがとう、私の可愛いヒロト。




「俺は……俺にとって大事なのは、フィリアネスさんで……フィリアネスさんを傷つけたディアストラさんを、許せないと思った。でも、違ったんだ……彼女はずっと、厳しく振る舞うことしかできなくても、フィリアネスさんを大事に思っていたんだ」

「……母が、そう言ったのか？　私のことを……」

　フィリアネスさんは俺の胸に手を置いて、そっと身体を離す。その目は不安げに俺を見つめている──噓をついていないかどうか、確かめるように。

「ああ……でも、すぐに本当の気持ちは言えないとも言ってた。ただ、お母さんとして、フィリアネスさんに危ない目に遭って欲しくないだけだったんだよ」

「それなら……それなら、どうして……私はずっと……母に、一緒に戦おうと言って欲しかったのに……っ！」

　その言葉をディアストラさんが言える日は、すぐには訪れないのかもしれない。

　けれど、少しずつ。春が訪れて雪が溶けるように、わだかまりは消える。すれ違っても、ずっと歩く道が交差しないわけじゃない。

　フィリアネスさんの瞳からは大粒の涙がとめどなくあふれる。初めて会ったときよりも幼い少女のように、袖を濡らして涙を拭いても、止まることがない。

　今までも、泣いていたのに。

　俺がここに来るまでも、この場所で──ずっと、一人で。

「ふぅっ……うぅ……ひっく……ぐすっ……ヒロト……すまない、こんな……情けない姿を見せて……失望させてしまう……」

「失望なんてするわけない。親に冷たくされたら、誰でも悲しいよ。俺がレミリア母さんにぶたれたら、どうやって許してもらえばいいのかも分からなくなる」

「ひぐっ……うっ、うぅっ……レミリア殿はそんなことはしない……レミリア殿は優しくて、温かい方だ……私の母とは……」

「そんなことはないよ。本当は、ディアストラさんも優しくしたいんだ。俺たちが魔王を倒せば、きっとディアストラさんも、本当の気持ちを話してくれるよ。だから、俺は必ず魔王を倒す……二人に、すれ違ったままでいてほしくないから」

「……わぁぁぁぁっ……！」

　公国最強の聖騎士。父親の仇を取るために、魔王と戦う力を手に入れようとした少女。

　──けれど、どれだけ強くなれても、傷つかない心を持っているわけじゃない。

　俺の腕の中で泣く彼女。それは、ずっと見せずにいた本当の姿だった。

　母親に突き放され、寂しさを抱えたまま──その辛さを、誰にも見せないでいた。

「……俺は、何を見てたんだろう。フィリアネスさんの優しさに甘えて、色々なものをもらったのに、少しも返せてない。今だって、こんなに泣かせてる」

　彼女はしばらく何も答えず、ただ肩を震わせて泣いていた。

　しかし、少しずつ落ち着いて、恐る恐るというように顔を上げる。

「……ヒロトは悪くない。私が、ヒロトに甘えているから……」

「甘えてもらうのは嬉しいよ。でも、泣き顔よりも笑った顔を見ていたい」

「……ヒロト……」

　いつかの光景が、頭を過った。

　それは俺が初めて、誰かに好意を持ったときの記憶だった。

　記憶の中の陽菜は、無茶をして膝を擦りむいた俺に、絆ばん創そう膏こうを差し出してくれた。

　それを貼り付けたあと、「痛いの痛いの飛んでけ」と言って、泣きながら笑った。

　それを思い出しても、俺は立ち止まろうとは思わなかった。これ以上先に進むことを、一秒も躊躇ってはいられなかった。




　──こうしていると、満たされた気持ちになる。おまえがこの気持ちを教えてくれたのだ……。

　──私は神のため、公国のため……そしておまえのために、この剣を捧げよう。

　──剣だけでなく……すべてを……。




　その言葉を聞いたとき、まだ俺は、自分の犯した罪を、罪だとも思っていなかった。

　これ以上先に進みたければ、それを避けるわけにはいかない。たとえそれが、彼女の信頼を無にすることであっても。

　それだけのことを重ねてきた。人の心を操るようなことを繰り返して、ここまで歩いてくるための力を手に入れた。

　──彼女には、言わなくてはいけない。いつかは、そうするべきだったんだ。

「……俺の方こそ。本当は、フィリアネスさんに、そこまで思ってもらえるような人間じゃない」

「……それは……なぜ、そんなことを……」

　フィリアネスさんは俺が何を言うのか分からず、戸惑いの表情を浮かべ、鳶色の瞳で俺を見つめる。

「俺は……赤ん坊の頃、フィリアネスさんに振り向いてもらえるように、力を使った。そういう力が、俺にはあるんだ。あなたが俺に向けてくれた優しさの始まりは……俺が、力を使って得たものなんだ」

「……力……私に、力を使って、干渉した……そう言うのだな」

　驚きながらも、静かな表情で彼女は言った。その瞳は、俺を捉えて放さない──逃してはくれない。

　──その片手が、上がる。俺は頰を打たれることを覚悟して、目を閉じた。

　しかしいつまでも、頰に痛みは訪れなかった。

　痛みの代わりに、ひんやりとした手のひらが、優しく頰を包み込んだ。

　目を開けると、フィリアネスさんは俺のことを、赤らんだ目で見上げていた。

　なぜ、打たなかったのか。そう目で問う俺を見て、彼女は朗らかに笑った。

「……お腹をすかせた赤ん坊がご飯を欲しがるのは、何も悪いことではないだろう？」

「っ……い、いや。俺は、本当は、お腹が空いてただけじゃなくて……」

「他に欲しいものがあったとしたら……それは、私の力なのだろう。私が使う神しん聖せい剣けん技ぎを、ヒロトは幼くして習得できていた。それは、私の……お、おっぱいを……吸うことで、得た力なのではないか……？」

「……かなわないな、フィリアネスさんには。気づいてても、優しくしてくれたんだ」

　彼女の笑顔を見て安心した途端、心臓の鼓動が速まり出して、顔が熱くて仕方なくなる。

　本当のことを言っても、嫌われずに済んだ。何も、失わなかった……そのことへの安堵と、彼女への途方もない感謝で、どんな顔をしていいのかも分からなくなる。

「ふふっ……なんだ、顔を真っ赤にして。私が怒ると思ったのか？」

「そ、それは……俺は、フィリアネスさんを騙してたようなものだから……」

「……私はおまえと離れている間も、おまえのことを考えていた。しかしそれは、おまえの目の光に、ただの赤ん坊とは違うものを感じたからだ。初めは少し無愛想にされて、可愛くない赤ん坊だと思ってしまったものだが、私は見ていたのだ。おまえがレミリア殿の背中に負われていたとき、強い眼差しをごろつきに向けていたのを」

　赤ん坊なのに、母さんに絡んできた連中を睨んでいた──それは正直言って、俺がフィリアネスさんの立場だったら、驚いてしまいそうなものだが。

「私は……母に対して、守るなどと決してできる立場にはない。おまえがレミリア殿をどれだけ大切に思っているのかは、あの竜の巣でも確かめることができた……おまえは、私が求めてやまないものを持っている。守りたいものを守れる強さを」

　──そんなこと、夢にも思っていなかった。

　俺が彼女に憧れることがあっても、憧れられることがあるなんて思わなかった。

「私もおまえのように、母と過ごすことができていたら。ミゼールに行くたび、そう思っていた。私はおまえたち親子の睦むつまじい姿を見守ることで、母の心を安らげられなかった自分の罪を、濯そそごうとしていたのかもしれない……」

「……俺はただ、フィリアネスさんが来てくれるのを、喜んでただけだ。あなたの神聖剣技が、どうしても欲しかった。俺は、強くなりたかったから」

「守りたいもののために強くなる。それを否定するのならば、私はそれこそ聖騎士失格だ。私はおまえの横に並べるよう、これからも自分を磨いていく。おまえが憧れてくれた神聖剣技を、極めてみせる。おまえがくれた印の力で、限界を超えて」

　これからも、ずっと一緒に、横に並んでいる。

　──それ以上、言葉を尽くす必要はなかった。フィリアネスさんは何も言わずに、瞳を潤ませて俺を見つめた。

　水面に浮かぶ月の中で、俺と彼女の影が近づき、そして重なる。

「んっ……」

　もっと、難しいものだと思っていた。距離がつかめなくて、歯がぶつかり合ったりして、台無しになってしまうなんて話を見て、自分も気をつけないとな、でも相手なんて見つかるわけない、そう思っていた。

　しかし一度唇を重ねてしまえば、俺は彼女を求めることしか考えられなくなっていた。

「……ちゅっ……ん……んむっ……」

　細い腰に片手を回し、もう片方の手を背中に回す。すると、彼女の手もそれに応じるように、俺の背中に回される。

「ふぁっ……す、すまない……いつ、息をしていいのか分からなくて……」

　抱き合ったままの距離で、フィリアネスさんは顔を真っ赤にして恥じらっている。

　息をすることさえためらう、彼女はそういう奥ゆかしい人だ。

「遠慮しなくてもいいよ。苦しくなるくらい、我慢しなくてもいいから」

「……わ、分かった。ヒロトも、遠慮しなくていいのだぞ……んっ……」

　どちらとも言わず、もう一度近づき、触れ合う。

　柔らかくて、そして少し冷たかった唇が、だんだんと温められていく。

「っ……ふぁ……ちゅっ……ん、んむっ……」

　初めてで舌を入れるとか、ありえないことだと思っていたこともあった。しかし実際にしてみれば、どちらからともなく、もっと深い交わりを求めていた。

「んっ……んむぅっ……ヒ、ヒロト……」

「っ……ご、ごめん。つい……舌を入れたりするのは、早かったかな？」

「……そうではなくて……は、はしたないというか、その……」

　そこまで言われて、俺はようやく、彼女が口元が濡れてしまったことを気にしているんだと気づいた。

「……もう少し上手くできれば……練習を、しなくてはな……」

　もう一度目が合う。彼女の方が八歳も年上なのに、その差が全く気にならない。

　フィリアネスさんの唇の端に触れて、気にしているところを拭ってあげると、間近で見つめる。少し不安げに視線を伏せていた彼女が、俺と恐る恐る目を合わせる。

「あまり、顔を見ないでほしい……とても、見せられるような顔は、していないはずだ」

「分かった。次のときは、俺も目を閉じるよ」

「……閉じたあとに開けるというのは、反則だぞ？　騎士道の精神に、反している」

　そんな冗談を言って、彼女がいたずらっぽく笑う。

　その顔を知っているのは俺だけだ。他の誰にも見せたくない──渡したくない。

「ヒロト……ちゅっ……ん、んぅっ……んっ……」

　触れ合い続けるほど、静かに、確実に、俺の身体は熱くなっていく。それは、彼女も同じだった。

　柔らかい服の下で息づく豊かな胸が、俺の胸板に惜しみなく押し当てられて、その弾力が伝わってくる。生命の温かさを感じる鼓動が愛おしくて仕方なくなり、俺はもっと強く彼女を抱き寄せて、飽きずに唇を吸い、舌を絡め合わせる。

「ん……は、恥ずかしい……ヒロト……れろっ……ん、んむぅっ……」

　屋敷の方から、見ている人がいるかもしれない。そんなことも今は気にすることができずに、初めてのキスが少しでも長く続くように、俺たちは橋のほとりで、静かに互いを求め合い続けた。




　◆ログ◆

　・あなたは《フィリアネス》と口づけを交わした。

　・あなたの「房中術」スキルが、《フィリアネス》に伝授された！





　こんなふうにしてスキルが伝わるなら、やはり二人で練習するのが一番良い。

　一度離れると、フィリアネスさんは俺の頰に手を当てて、切なそうに見つめてくる。

「……恥ずかしいのに、やめる気になれない。こんなに好きにさせるから……」

「うん……ごめん。ありがとう……」

　俺の拙つたない返事を聞き終えないうちに、フィリアネスさんは自分から唇を重ねてくる。狂おしいほどの熱情を過ぎても、俺たちは長くキスを交わし続けた。




　キスを終えたあと、フィリアネスさんは俺を屋敷の裏から招き入れてくれた。

　中にはメイドさんたちがいたが、フィリアネスさんを見ると礼をするばかりで、一緒にいる俺を見とがめたりすることはなかった。

「……もう遅いが、まだ時間は大丈夫か？」

「ああ、みんなもう寝入っちゃってるから、遅くなっても問題ないよ」

　俺は当然のように答えるけれど、フィリアネスさんは何かを言いたそうに、俺の顔をじっと見てくる。

「……最後にもう一度だけ、聞いておこう。本当に、帰らなくていいのだな？」

「ああ。帰らない」

　今日はまだ、フィリアネスさんと一緒にいたい。

　今までも、何度も添い寝をしてもらったことはあるけど、それは俺が小さかったから許されたことだ。

　俺の意志は固くて、どれだけ見つめ合っていても変わらない。それを確かめると、彼女はまた、目に涙を浮かべる──少し、涙もろくなってしまっているみたいだ。

「……ありがとう」

　フィリアネスさんはそれだけ言うと、先に歩いていき、屋敷の二階に上がっていく。

　階段を上がり、天井から下がった飾り照明を見ながら思う。ミゼールの俺の家より、内装がいくぶん華やかだ。侯爵と伯爵の間には、明確に財産の差があるのだと分かる。

　フィリアネスさんの部屋には、金色のネームプレートがかかっていた。彼女は俺の方を恥ずかしそうに窺いつつ、鍵を外して扉を開ける。

「……先に入るといい。客人を入れるのは、もう何年ぶりか分からないが……前に入ったのは、確かヴィクトリアだったと思う。その頃はまだ騎士学校に入る前で、親戚として親しくしていたのでな」

「そ、そうなのか……別邸とはいえ、フィリアネスさんの部屋に入るのって、その……」

「だ、男性では、ヒロトが初めてなのは……確かめるまでも、ないと思うのだが」

　この世界に数いる男の中で、俺しか入ることができない部屋。まるでそれは、聖域のようだと思った。




　フィリアネスさんの部屋は、応接室とベッドルームの二つに分かれていた。応接室には大きめのテーブルが置いてあり、バルコニーに出ることができる。貴重なガラスもここでは惜しみなく使われていて、格こう子しで区切られた大きな窓の外には、先ほど俺が裏庭で見た大樹が見えていた。

　フィリアネスさんはテーブルを囲って置かれた椅子のうち、ひとつを俺に勧める。

「ここに座って、待っているといい。部屋に気になるものがあれば、見てもかまわないが……寝室には、まだ入らないで欲しい。私の着替えなどもあるのでな」

「い、いや。初めて来たばかりなのに、いきなりタンスをあさったりはしないよ」

「……それよりも、私はとても重要なことを言ったのだが……も、もう一度言わせるつもりか……？」

「重要なこと……？」

　──少しだけ考えて気がついた。寝室に『まだ』入らないで欲しいという意味に。

「あっ……フィリアネスさん。それって……」

「な、なにを嬉しそうな顔をしている。さっき、帰らないと言ったのではなかったか。そうか、私の勘違いだというなら、今からでも……」

「ち、違う、勘違いじゃないよ。俺は……」

　全部言う必要はなかった。怒ってしまったかに見えたフィリアネスさんは、顔を赤らめて苦笑する。

「……私は、舞い上がってしまっている。気持ちと裏腹のことばかり言いたくなる……本当は私だって、嬉しくて仕方がないのに」

「俺だってそうだよ。こんなに幸せでいいのかって……地に足がついてない」

「幸せだと、思ってくれているのか……？」

　短い言葉が、今は気持ちの引き金になる。フィリアネスさんは俺の答えを待たずに、今度は彼女から俺に近づいて、正面から抱きしめてくれた。

「私には、ヒロトしか考えられない。こんなに人を大事だと思うのは、親に対してもなかったことだ。親不孝だと言われるかもしれないが……」

「……俺も、フィリアネスさんが大事だよ。離れてるときも、いつも考えてた。今ごろ、何をしてるだろうって」

「私もそうだ……ミゼールに住むことができたらと想像することさえあった。聖騎士の務めを果たしているからこそ、私はヒロトに会うことを許されているというのに」

　聖騎士の務めと言われて、思い出さずにはいられなかった。

　彼女は二十九歳まで、結婚も、おそらく男性との交際も禁じられているはずだ。

「フィリアネスさんは、聖騎士だから……戒いましめが、あるんだよな」

　これ以上先に進むのは、待たなければならない。柔らかな身体を抱きしめれば、それだけ、男としての欲求が生じてしまう。

　そんな俺の気持ちを察したのか、彼女は戸惑い、さらに顔を赤くする。

「……そ、そのことなのだが……笑わないで、聞いて欲しい」

「えっ……わ、笑うって、どういうことだ？」

「私が聖騎士として功績を上げることに躍起になり、腕を磨いていたのは……『聖騎士』ではなく、さらに上位の『真聖騎士パラデイン』になるためだ」

　つまり、フィリアネスさん自身が望んで職業を変化させたということになる。

　しかしそれが、なぜ笑うようなことなのか、俺にはまだわからない。

「真聖騎士として叙じよ勲くんを受ける条件は、領地を持つこと……そして、公国の認める武ぶ勲くんを上げることだ。そうすると、聖騎士の制限がなくなる。つ、つまり……その……」

　その続きを、フィリアネスさんはとても言いづらそうにする。

　笑うなんて、そんなことはありえない。

　フィリアネスさんは凄く努力して、功績を認められてパラディンになった。それは二十九歳まで結婚できないという『戒め』を、なくすためで……つまり、それは。

「俺のために……お、俺、まだ八歳だけど……いつか結婚できるようにって、頑張ってくれたのか……？」

「……そ、そんな驚くような目をするな……ばかもの」

　驚きを通り越して、もう何て言っていいのか分からない。もちろん俺との距離を近づけるためだけに彼女は戦っていたわけではない。それは分かってる、だけど。

「……フィリアネスさんを好きになって、良かった」

　本当は、一目惚れだったんだ。そんなことは、恥ずかしくて言えなかった。

　初めの一瞬は、ゲームの中のキャラクターが現実化したことを喜んで、次にはもう違っていた。ゲームではなく、確かにこの世界で生きている彼女に惹かれていた。

　どちらともなく近づいて、もう一度抱き合う。キスをすることが、次第に当たり前になっていく。

「んっ……こ、こら。準備ができない……っ、んん……ちゅっ……」

「ごめん、もう少しだけ。嬉しくて仕方がないんだ」

「……ヒロトは、実は……いや、少し思っていたが、意外に甘えん坊なのだな……」

「い、いや……ごめん、しっかりしないとダメだよな」

　フィリアネスさんは片手を伸ばし、俺の頭を撫でてくれて、嬉しそうに目を細める。

「……とても嬉しい。昔から、私はおまえが甘えてくれるのが好きだったからな。これからも、そのままでいい。私の前では、何も気を張る必要などないのだから」

　彼女は俺の頰に手を添えて、背伸びをすると、目を閉じてもう一度キスをする。

　くすぐったい感触が生まれて、もどかしいほどの熱が俺の奥でくすぶり始める。

　さっきから抱きしめるたびに、柔らかな胸が胸板に惜しみなく押し付けられて、俺の欲求を際限なく高め続けている。

「……やはり、ヒロトが先の方が良いな。私は、長くかかってしまいそうだから」

「あ……わ、分かった。お風呂、借りていいってことだよな。先に行ってくるよ」

「下に行けば、湯殿まで従者の女性が案内してくれる。湯殿の中まで世話をしたいと志願されるかもしれないが、そのときはヒロトの判断にまかせる。彼女たちは私の客人だと思って、奉仕しようとしているだけなのでな」

「いや、俺も子供じゃなくなっちゃったし……落ち着かないから、一人で入るよ」

「む……そ、そうか。考えてみたら、私たちとも一緒に入ることはもうできないのだな……大人になるとは、難しいものだ。マールとアレッタも落胆するだろうな」

　そう言われるとちょっと胸が痛い。なので俺は、抜け道を残しておくことにした。

「俺の実家じゃなかったら、一緒に入っても、まあ……い、いや、みんな恥ずかしがると思うし、無理に入りたいわけじゃないんだけどさ」

「ふふっ……私はマールとアレッタをいつも見ているから分かる。彼女たちがどう思うかは明白だ……『ヒロトちゃんが大人になって、冷たくなっちゃった』と大騒ぎするだろうな」

「フィリアネスさんがマールさんのマネするなんて、滅多に聞けないな」

「……私もおまえにしか、こんな冗談は言えない。ヒロトの前では、ただの女でいることを許して欲しい。そんなことを言ったら、幻滅させてしまうか？」

　いつも、彼女は恐れている。自分の本当の姿を見せて、俺ががっかりしてしまわないかと。幻滅するどころか、どんどん好きになっていくだけなのに。

「俺はもっと、本当のフィリアネスさんを知りたい。俺の知らない部分も、全部」

「……私も、ヒロトのことが知りたい。私のことも、知って欲しい……」

　何度キスをしても、飽きることなどない。どちらともなく抱き合い、キスをするたびに、胸が熱く焦こがれるようだった。




　女の人の家でお風呂に入り、先に上がってきて、部屋で待つ。

　一人になってそんな状況に置かれると、急に緊張して仕方がなくなる。

（お、落ち着かない……）

　俺はじっと座っていることなどできなくて、窓を開け、夜風に当たる。空に浮かぶ月を見上げると、少しは気分が落ち着く気がした。

　時間がかかるので、待たずに寝ていてもいいと言われた。先に寝室に入ってもいいと許可ももらった。

　しかしまだ、寝室に続く扉を開けられていない。最初は、着替えがあるから入ってはいけないと言われたし……意識しすぎて、足を踏み入れられない。

　だが、逆に考えてみたら、入っていいと言ったのに入ってないというのは、好感を持たれない行動ではないだろうか。こんなときの女性の考えが全く分からない──こればかりは交渉術でクリアできない、素の俺の問題だ。

　意を決して、俺は寝室に続くドアを開けた。中にはひとつだけベッドが置いてあるが、一人だけで寝るためのもののはずなのに、ものすごく大きい──そして、丸い。

　ベッドばかり気にしてしまうのも何なので、俺は部屋の中をぐるりと見渡す。

　そこにはフィリアネスさんが使っているらしい机があった。近づくと、上に何か置かれている。

「……これは」

　それは、絵を飾る小さな額がく縁ぶちだった。裏返して見て、俺は思わず言葉を失う。

　そこには、赤ん坊──おそらくフィリアネスさんと、彼女を抱いているディアストラさんらしい女性の姿が、繊細な筆使いで描かれていた。

　俺はそのまま、額縁を元に戻した。これをフィリアネスさんが伏せた理由が、分かる気がしたから。

　ここは間違いなくフィリアネスさんの部屋だが、今の大人のフィリアネスさんから想像する部屋とは違って、幾らか幼い頃に使っていたままの面影が残っていた。

　俺の心は次第に落ち着いてくる。ここにいたフィリアネスさんの子供の頃の姿を、想像する。

　初めて会ったとき、彼女は十四歳だった。それ以前の彼女のことを、ほんの少しだけ知ることができた。

　過ぎた時間は戻らず、どれだけ願っても、相手の全てを知ることはできない。

　それなら、これから過ごす時間を大切にすればいい。今はもう、そうすることを許されたのだから。

　心が静かになったあとは、時間の流れが速く感じられた。

　気が付くと、ドアがノックされていた。自分の部屋だというのに、彼女は中にいる俺に気配りをしてくれた。

　ドアを開けると、ネグリジェの上から、薄いガウンのようなものをまとったフィリアネスさんが立っていた。まだ少ししっとりとした髪が、何とも言えず色っぽい。

「す、すまない……やはり、時間がかかってしまった。待ちくたびれてしまったか？」

「部屋の中を少しだけ見せてもらってたから、退屈じゃなかったよ」

「そ、そうか……それならば、よかった……飲み物を持ってきたが、どうする？」

「少しだけもらうよ。ちょうど、喉が渇いてたんだ」

　お互いにこれ以上ないほど意識しているのに、落ち着いているように見せようとする。

　他の人から見れば滑稽に見えるやりとりかもしれないけど、俺は幸せで仕方がなかった。彼女の気遣いのひとつひとつが、俺を優しい気持ちにさせた。




　ひとつしかベッドがないことについて、俺は何も聞かなかった。フィリアネスさんも、何も言わなかった。

　やがて明かりを消して、俺たちは二人でベッドに入った。フィリアネスさんは初め、俺に背を向けてしまった。

　少し、期待しすぎてたのかもしれない。フィリアネスさんも疲れているし、ゆっくり休んだほうがいい。

　そんなふうに自分を納得させて、俺は目を閉じた。

　すぐに寝付けそうにはなかったけど、死地から蘇ったばかりの身体はやはり疲れているようで、このままでいれば眠りに落ちるだろうと思った。

　窓の外で、ざざ、と夜風が木々の葉を揺らす音がしている。さざ波のようにゆっくり、何度も繰り返す。

　──だから俺は、初めは気づかなかった。

　かすかに衣擦れの音がしていること。眠っていたはずのフィリアネスさんが、身体を起こしていることに。

　目を開けると、彼女が俺を覗きこんでいた。その目は、何かを思いつめているようで。

　俺と目が合った瞬間、戸惑うように瞳が揺れる。

　長い金色の髪が、月の光を浴びて淡く輝いている。ガウンを脱いで、ネグリジェだけを身につけた彼女は、豊かな胸の膨らみの上から片手を当てて、鼓動の高鳴りを抑えているようだった。

「……泊まってもらうだけで、十分なのに。我慢しようとしたのに……できなかった」

「よかった。背中を向けちゃったから、二人で寝るのが窮屈なのかな、と思ってたよ」

　そんなことがあるわけない、というように、フィリアネスさんは広いベッドを見て苦笑する。

「こんなに大きなベッドは、必要ないと思っていた。しかし……ヒロトが一緒に眠ってくれるのなら、これくらいの方がちょうどいい。父と、母に感謝しなくては……」

「……あの、机の上の絵を描いたのは、お父さんかな」

「……そうだ。父が生前に描いたものだが……見ていると、胸が締め付けられる」

　ディアストラさんが言っていた通りならば、この絵を描いたすぐ後に、フィリアネスさんのお父さんは亡くなっている。それを思うと、俺も胸がかきむしられるような思いだった。

「でも俺は、嬉しかったよ。赤ん坊のフィリアネスさんを見られて……」

　言い終える前に、彼女は髪をかきあげて、そっと唇を重ねてきた。

　このまま夜が過ぎて、朝になってもいいと思った。でも、それは物分かりがいいふりをしようとしただけだ。

　本当は一秒でも先送りにしたくないほど、彼女のことを求めている。

「あっ……」

　唇を重ねている間に、俺はフィリアネスさんの胸に触れていた。

　胸を支えるための下着越しでも、圧倒的な弾力が伝わってくる。フィリアネスさんは胸に触れた俺の手を見下ろして、顔を赤らめ、目を潤ませている。

　ぱくぱく、と彼女の唇が動く。緊張しすぎて、声も出せない。

　そんな彼女が少しでも安心できるように、俺は微笑みかける。

「ごめん。我慢できなくて……驚いたかな」

「……謝ることはない……心の準備はしていたのに、触れられると……んっ……」

　彼女がどんなふうに感じているのか、その反応を見ればわかる。俺は痛くさせないように、溢れそうになる衝動を抑えながら、手を動かし始める。

　かすかな吐息を漏らしながら、フィリアネスさんは戸惑いつつも、自分の手を俺の手に重ねて、押し付けるようにしてくれる。全く、手のひらに収まりきらない──。

　もう片方の手を動かし、俺はフィリアネスさんの服の肩紐を外す。白くて深い胸の谷間が、ほとんど露になる。

「見せてもらっても、いいかな……？」

「き、聞かなくてもいい……ヒロトのすることなら、私は、何でも……あっ……」

　言葉では受け入れてくれていても、恥じらいは隠せなかった。俺は胸を押さえる彼女の手に触れてそっと外させ、彼女の胸を目の前にさらけ出させる。

　大きな二つの山が、重力に引かれてふるふると揺れている。

　服の上から触っているうちから、敏感に反応していたことが見て取れる。色づく山の頂点が、ふたつともはっきり尖っていた。すごく艷やかで、一瞬も目が離せない。

「……恥ずかしい……そんなに見つめられると……」

　片手をベッドに突いて身体を支えながら、フィリアネスさんはもう一度胸を片手で隠そうとする。けれどとても隠しきれなくて、両方の山の桃色の部分が、半分ほど顔を出してしまっていた。

「凄く綺麗だよ。隠さないで、もっと見せて欲しい」

「……急に、元気になってきている気がするのだが。ヒロトは、こういうことが好きなのだな……」

「フィリアネスさんが嫌だったら、無理強いはしないよ」

　自分でも意地悪な言い方をしていると思う。フィリアネスさんは胸に手を当て、懸命に鼓動を落ち着かせてから、か細い声で言った。

「……嫌なわけがない。恥ずかしいだけで……あっ……」

　俺は彼女の腕に手をかけ、そっと外させる。再び解放された胸が、ふるん、とまろび出てきた。

「もう少し、上に来てもらえるかな」

「……いつもしているみたいに、するのか？」

「ああ。俺はフィリアネスさんに『あれ』をしてもらうの、やっぱり好きだから」

　開き直ってしまっていると自覚しながら、俺は言った。スキルが手に入れられる喜び以前に、彼女にそうしてもらうだけで、俺はいつでも至福の中にいた。

　フィリアネスさんは俺の言うとおりにしてくれて、両方の胸を、俺の顔の前に差し出してくれる。すると、頭の上のほうで、彼女が笑った気配がした。

「……初めて会った頃は、赤ん坊だったな。今でも変わらずにこうしていることが、不思議でならない」

「初めから今まで、甘えてばかりでごめん。でも、今日はそれだけで終わるつもりはないから」

「……全て、ヒロトに任せる。私はふがいないが、年上でも、そういった知識は少ないのでな……」




　◆ログ◆

　・あなたは《フィリアネス》の授乳を受けた。

　・【神聖】剣技スキルが上昇した！





「んっ……ふぅっ……」

　彼女の大きな胸の両方に手を添えて、そっと持ち上げる。そして尖端に吸い付く──いつもと同じことをしているはずなのに、反応は全く違っている。

　見上げると、白い首筋をわななかせながら、フィリアネスさんはひたすら声を我慢していた。俺はそれでも止めることなく、口にとめどなく広がる甘みを、何度も何度も求め続ける。

　ちゅっ、ちゅっと部屋に水音が響く。それだけでは足りなくなって、俺は次の行為を求める──。




　◆ログ◆

　・あなたは《フィリアネス》に「搾乳」を依頼した。





「んぅっ……そ、そんなに強く……あっ……くぅ……ヒロト……ッ」












　耐えかねたように、フィリアネスさんが俺の名前を呼ぶ。ほとばしるミルクの雫を求めても、容易にスキルは上がらない。それでも俺は、尽きることのない彼女の恵みを、左右交互に搾り続ける。

（駄目だ……全然、歯止めが利かない。綺麗だ……フィリアネスさん……）

　乳房を揉み、吸いつく──子供が慈悲を恵んでもらう行為とは、全く違う。それでも俺は、フィリアネスさんの胸を搾ることをやめられなかった。

「はぁっ、はぁっ……ヒ、ヒロト……胸ばかりでは、もう……」

　フィリアネスさんが次の行為を求めてくる。今までは決してありえない──俺が幼すぎて、許されなかったこと。

　けれど今は、遠慮する必要がない。胸だけでは、もう止まれない。

　その白くなめらかなお腹に手を這わせ、切なげな目をする彼女と見つめ合いながら──俺の手は、それでも止まらずに。

「んっ……あっ……あぁ……ちゅっ……んっ、んむ……」

　くぐもったフィリアネスさんの声が、俺の理性を緩やかに溶かしていく。

　乳汁に濡れた胸を片手で揉みながらキスをする。フィリアネスさんが敏感に反応して唇が開いたとき、俺は舌を滑り込ませ、彼女もそれに応えてくれる。

　キスを終えたあと、俺は胸に触れていた手を、そのままお腹を伝って下にすべらせていく。そしてネグリジェの裾を引いて、白い腿ももを露にした。

　腿を撫でるようにして手を這わせ、俺の手は核心に近づいていく。それを見ても、フィリアネスさんは止めない──ただ、俺がすることを見てくれている。

　これ以上先に進んでもいいのか。それを確かめる前に、彼女は顔を真っ赤にしながらも、微笑んで言う。

「……すべて、ヒロトにまかせる。私は、おまえのものだ」

　言葉と共に、彼女の頰を涙が流れた。俺はその涙を拭って、もう一度キスをする。

　もう、何も不安に思うことはない。できるだけ優しく──少しでも、この気持ちが伝わるように。俺は覆いかぶさっている彼女との間の、最後の隔たりを埋めた。




　雲に月が隠れて、寝室にその光が届かなくなる。

　木のベッドが軋んで、揺れる。夢のようで、夢でない。

　無心になり、俺は金色の髪を振り乱すフィリアネスさんの姿を見上げ、見とれる。

　尽きせぬ熱を、一晩だけでは伝えきることのできない思いを、俺たちは見せつけ合う。

　いつまでも、いつまでも。

　この夜が少しでも長く続けばいいと願いながら。




　朝の光が、窓から差し込んでいた。

　まだ、夜が明けたばかりだ。今から、皆が起きてくる前に宿に戻ることはできる。

「……すう……すう……」

　俺の隣に寄り添って、裸のフィリアネスさんが眠っている。彼女の髪は眠っていてもさらりとしたままで、寝顔は天使のようだった。

（……頑張ってくれて、ありがとう、フィリアネスさん）

　彼女を起こさないように、声には出さなかった。

　胸元が半分ほど見えていたので、そっと毛布をかけ直す。少しだけ長い睫まつ毛げが震えたけれど、彼女は安心しきった顔で、まだ深く眠り続けていた。





　二人の朝／六面楚歌






　空が白み、朝の光が部屋を満たす中で、俺はフィリアネスさんの横で、いつまでも飽きずに彼女の寝顔を見ていた。

　初めて会ったときのことを、昨日から何度も思い出している。俺と母さんを助けてくれた彼女の凜とした姿、そして一緒に過ごしてきた時間と、彼女が輝くような笑顔を見せ、涙を流した瞬間の全てを、俺は覚えている。

「ん……」

「あ……起こしちゃったかな。まだ寝ててもいいよ」

　長い睫毛が震えて、フィリアネスさんの目が薄く開く。俺の姿を認めると、その頰が赤く染まっていく。

「……夢ではなかったのだな。私は、ヒロトと……」

「夢じゃないよ。夢だったら俺の方が立ち直れない」

　彼女の頰にかかる髪に触れると、白い手が重ねられる。その手は温かくて、ゆうべぎゅっと握りあわせて、細くしなやかな身体を組み敷いていたことを思い出す。

「……すごく力強かった。驚くくらい、逞しくて……」

「ご、ごめん……少し、乱暴にしちゃったかな」

「……そうでもない。おまえになら、多少強引にされても構いはするまい」

「あ、ありがとう……でも、できるだけ優しくするよ」

　フィリアネスさんの瞳が潤む。俺はベッドに身を乗り出し、彼女の頰にキスをした。彼女は俺の頰に手を伸ばして、髪に触れてくれる。

「……おまえが元気でいるというのは、私にとって何より大切なことだ。リリムとの戦いのことを今思い出しても、生きている心地がしない……」

「次は絶対に負けないさ。今よりもっと強くなって、リリムを倒してみせる」

「大きくなったおまえが、見違えるほど強くなったことは分かる。私が、誰よりも知っているつもりでいる……しかし、おまえは大きくなった代わりに、残りの生命を……」

　奪われた寿命──生命力は、リリムを倒すことで取り戻せる可能性はある。

「俺は、辛いとは思ってない。諦めてるわけでもないから、心配いらないよ」

「……私が耐えられない。私の生命を代わりに差し出すことができたら、どれほど……」

　フィリアネスさんが本気で言ってくれてることは分かっている。だから俺は答えの代わりに、腕を伸ばして、彼女の身体を抱き寄せた。

「失ったものは、リリムからこの手で取り戻すよ」

「……おまえは、何故そうも強くいられる？」

「俺は強くないし、今回だって最後はユィシアに助けてもらった。だから、次こそは俺がみんなを守りたいんだ」

　魔王リリムを圧倒したユィシア。もちろん次に戦うとき、彼女を連れて行かないという選択はない。考えうる最強のメンバーで勝ちに行く……容姿は少女のようでも、魔王はそうすることが当たり前の相手だ。

「……おまえは、いくら強い相手であっても、自分のルールを決めて戦うところがある。その信念を感じるからこそ、私は子供であっても関係なく、おまえを……」

「俺もどれだけ長く生きたかなんて関係なく、フィリアネスさんに憧れてたんだよ。生まれたときなんて十四歳も差があったのに、そのときから惹かれてたんだ」

「……う、うむ。それは私も、何となく気づいてはいたのだが……赤ん坊には好かれるほうではなかったし、元々そういう趣味があったわけではない。おまえだから、少年であっても、初めて興味を持ったのだ」

　少年であるところの俺に対して彼女はゆうべ、初めてなのに、色々自分で考えて尽くしてくれた。思い出すだけで、このままもう一度……なんてことを思ってしまう。

「すごく可愛かったよ、フィリアネスさん」

「……ヒロトもゆうべは、とても可愛かった。私のことだけ恥ずかしがらせようとしてもだめだ。私は、おまえが常に可愛くて仕方がない。おまえを傷つける者は絶対許さないし、おまえを奪おうとした母には今でも文句を言ってやりたい。他の娘たちにも、本当は渡したくはないのだからな……分かっているか？」

　フィリアネスさんが手を伸ばして、俺の胸を指でなぞる。彼女は指先で、俺がくすぐったがる部分を触れたそうにしていた。

「俺、フィリアネスさんが起きないかな、と思って見てたんだ」

「……おまえは悪い男になるな。私が牽制しても、言うことをきかない」

　咎めるような言葉と裏腹に、フィリアネスさんは俺の手を取って、自分の胸に触れさせてくれた。

　ゆうべも一回だけ『聖剣マスタリー』が上昇した。どうしてもフィリアネスさんの胸を見ると、甘えたくなってしまうからだ。

「……大きくなっても甘えん坊だったな。ぜひ、私の可愛いヒロトのままでいてほしいものだ……んっ……」

　俺は許可をもらえたと見なして、シーツの中に潜り込んだ。昔何度もそうしたように、隠れてフィリアネスさんから『授乳』を受ける。

　彼女の言うとおり、大きくなって意味が変わっても、俺は何度でも彼女の恵みを求める。これからもそうし続けられることに、喜びしか感じない。

「……ヒロト……そ、その……こんなに何度もしていると、飽きてしまうかもしれないから……」

「飽きるわけない。フィリアネスさんこそ、身体は大丈夫？」

　彼女の顔を潜り込んだままで見上げる。フィリアネスさんはそんな俺の頰を撫でて、頭を抱えるようにしてくれる。惜しみなく、豊かに実った胸を押し付けながら。

　動いた拍子に、シーツが彼女の肌を滑る。金色の髪は乳房を完全には覆い隠さず、朝の光の中で、俺が吸い付いたあとの部分に、光る雫が滴り落ちている。

「赤ちゃんの頃は、もっと上手に吸っていたぞ……？」

「……やっぱりフィリアネスさんにはかなわないな」

　フィリアネスさんは横たわったままの俺を覗き込み、髪をかきあげる。俺が上を向くと、彼女は切なそうに目を潤ませてから、キスをしてくれた。

「ちゅっ……んっ、んむ……あむっ……」

　重ねて控えめに吸いつくだけでは足りず、どちらともなく舌を絡ませる。そのうちに頭の中に熱があふれて、俺は身体を起こし、ゆうべのように彼女に正面から迫った。

「本当は、ゆうべの続きをしたくて起きるのを待ってたって言ったら、怒るかな」

「……怒った方が、おまえが思う私の性格通りなのかもしれないが」

　そう窘たしなめるように言われながら、俺は彼女には一生かなわないんじゃないかと思った。

「私はそれほど、厳しくはないぞ……？」

　俺の大きくなった手が、彼女の胸に導かれて、何にも隔てられることなく、直接に感触が伝わる。マシュマロよりも柔らかくて、温かく、指に吸いつくような感触。

「んっ……んぅ……や、やはり……大きくなった手で、触れられると……」

「フィリアネスさんは、搾るのと、吸うのはどっちが好きかな」

「そ、そんなことは……ばか。答えられるか」

　ぺこっ、とおでこを叩かれる。でも全然怒ってなくて、手加減してくれてることが感触で分かる。

　そしてシーツを被ったまま、もぞもぞとフィリアネスさんはうつ伏せになって、一晩を明かしてもさらりとした金色の髪をかきあげながら、俺の方を振り返った。

「……明るいのは恥ずかしいから、このままで……存分に搾ってくれていい」

　感激で頭がいっぱいになって、もう言葉も何もない。同じシーツにくるまったままでそうするのは大変だったけど、俺はフィリアネスさんの後ろから抱きすくめるようにして、下向きになると大きくなったように見えるふくらみに手を伸ばした。

「ふぁっ……あぁ……そんなに搾ったら、シーツが……」

「うん……ちょっと勿体ないね。普通に触るだけにしようか……」

　下からすくうようにして持ち上げながら、彼女の首元に顔を埋めて、思い出す──ゆうべ、夢中で求めていたときに、その首筋に赤いあとをつけてしまった。

　彼女の白い肌に、そのほのかな赤みが、まるでもう一つ『刻印』をつけてしまったかのように、鮮やかに残っている。

「ふぅっ……んっ……ヒロト……もう一度、お願いしても……」

「……うん、このままもう一度。そうじゃないと、後悔しそうだから」

　シーツがめくれて、フィリアネスさんが恥じらいながら後ろの俺をうかがう。

　俺は朝日を浴びて眩まぶしく煌めく彼女の背中を見ながら思った。

　もう一度どころか、なかなか彼女を離してあげられそうにないと。




　半刻か、それ以上か。夢中になっているうちに、時間はすぐ過ぎてしまう。

　あまり汗をかかないフィリアネスさんが、今はしっとりと濡れた肌を気にしながら、ベッドの上でシーツにくるまり、俺を見ている。嬉しそうで、けれど、少し眠そうで。見ていると幸せになるような顔だ。

「……もう、帰ってしまうのだな。皆には、どのように知らせるつもりだ？」

「できるだけ、驚かせないようにしたいんだけど……知らせたら、今まで通りでいられないのかな」

「それは……確かに、皆の気持ちを考えれば、どのように伝えれば良いものだろうな。私にも、おまえを独り占めにしたいという気持ちはある。昔から、マールとアレッタがおまえと仲良くしているのを見ていて、何も思うところがなかったといえば噓になる」

「……お、俺って……やっぱり、わりと男としてどうしようもないっていうか、節操がないというか……みんな、呆れてるよな……」

「……これは、あまり女の方から言うべきではないのかもしれないが。ゆくゆくは領主になるおまえが、何人の妻を持つかなどは、おまえの心ひとつで決まることだ」

　フィリアネスさんは真っ直ぐな瞳で俺を見ている。それで俺も、浮ついた気持ちを捨てて、気持ちを引き締めることができた。

「私は、おまえが大きくなって嬉しかった。リリムに奪われたものを取り戻したとき、おまえはもう一度若返るのかもしれない。そうなったときは……」

「……もう一度大きくなるまで、待ってくれるかな。俺が十五歳になったら結婚しよう」

「っ……！」

　結婚という言葉は、自分でも驚くほど自然に出てきた。

　一夜を明かしてなお、将来のことを誤魔化すのは不誠実だと思うからだ。

「記録上は、俺はまだ八歳だけど。これだけ大きくなったら、手続きさえすれば、大人として認められるかな。それなら、待たせなくて済むと思う……フィリアネスさん？」

　勝手に話を進めてしまって、怒らせてしまったんだろうか。フィリアネスさんは顔を覆ったまま、小さく肩を震わせている。

「ご、ごめん。俺、フィリアネスさんの気持ちも考えないで、自分のことばかり……」

「……ふぅっ……んっ、く……うぅっ……」

　どうして泣いてるんだろう。俺が結婚しようなんて言ったから、泣かせてしまったのか。あまりに急すぎたのか、今の俺にそんな資格なんてないのか。

　なぜ俺は、転生しても人の気持ちが分からないんだと思いかけたところで。

「……ちがう……ヒロトは悪くない……私が、ただ……ひぐっ……そんなこと、言ってもらえると、思わなっ……私……私は、年上で……十四歳も上で……リオナとステラの方が、近くてっ……わ、私なんかで……いいのか、分からなくてっ……」

　それが彼女の抱えていた、最後の不安だった。

　俺が大きくなったら、離れていく。それをずっと恐れていて、ゆうべを迎えても、結婚するなんて未来は考えていなかった。

　やがて別の道を歩むときが来る。そう思っていて──それでも、全てを捧げてくれた。

　ずっと本当のことを言わずにいた俺を許して、受け入れてくれた。

「……もう、泣かなくていい。俺はフィリアネスさんが好きだよ。それは、ずっと一緒にいるってことなんだ」

　俺はシーツにくるまったフィリアネスさんを、その上から抱きしめた。そうせずにはいられなかった。

「ヒロト……本当に、私で……」

「俺はフィリアネスさんの前では、いつも正直だよ。欲しいときは欲しいって言うし、好きなときは好きだと言う。愛してるって言葉は、似合わないかもしれないけど」

「……そんなことは……私のほうだって……」

　彼女が顔を上げて、俺を見やる。真っ赤になってしまった目を見て、胸が痛む。

　もうそんな顔はさせたくない。俺はもっと、自分が考えていることをはっきり言うべきなんだろう。

「愛している。おまえが小さかった頃から……それを不思議に思うこともなかった」

「俺はそれを分かってて、甘えてたんだと思う。そうじゃなかったら、俺は強くはなれなかったよ。竜の洞窟を攻略することさえ、できなかったかもしれない」

「だとしたら……私は、おまえが赤ん坊のころから、甘やかしてよかったと思う」

　少しだけ冗談めかせて言う。そんな彼女を見られるのも、俺だけの特権だ。

「おまえが生きることこそが、私の生きる意味なのだから」

　それは俺も同じだ。答えの代わりに、何度目かの口づけを交わした。

　フィリアネスさんの白い頰に、輝く雫が伝い落ちる。俺も目を閉じて、時間の流れも忘れて、朝の光の中で、彼女をいつまでも抱きしめ続けた。




　フィリアネスさんと一度別れて、俺はみんなのいる宿に戻った。貴族が住む区画を離れ、一般の民の住む区画に戻り、市場通りを歩いて宿に向かう。まだ早朝だからか閑かん散さんとしていたが、一部の食事の屋台などは、おそらく近隣住民の食事を提供するためにもう営業を始めていて、食欲をそそる香ばしい匂いがしていた。

（ん……あれ？　あの席に座ってるのは……）

　宿の一階にある食堂で、年長組のみんなは既に起きて待っていた──マールさんと、アレッタさんまで。マールさんは騎士団の寮に、アレッタさんは首都にある実家に一度戻っていたはずなのに。

　入ってきた俺に気づいて、席を立って歩いてきたのはモニカ姉ちゃんだった。ちょっとその目が赤くなっている──そして。

　彼女の両手が伸びてきて、おもむろに頰をつままれた。

「おはよう、ヒロト。お早いお帰りだったわね」

　──これはもしや、世に言う修羅場というか、俺を弾劾するために、みんなが待ち構えていたということなのか。

　モニカ姉ちゃんの他に、ウェンディ、ミコトさん、名無しさん、マールさんにアレッタさん。彼女たちはどうやら、かなり前から同じテーブルを囲んでいたようだった。

（い、いや、そうなるかもしれないとは思っていたけど、まさかここで……！）

　まさに生きるか死ぬかという状況。ここで捕まったということは、そういうことだ。

「どうしたの？　そんなにうろたえちゃって。あたしはなんとなく早起きして、みんなと一緒にヒロトの帰りを待って、なんとなくほっぺたを触ってるだけなんだけど？」

「っ……お、俺はあの、えーと……」

　何も言い訳が思いつかない。俺はみんなにも『授乳』してもらっておいて、断りなくフィリアネスさんと一夜を明かした。それが不義理であることは、一般的に考えて当たり前のことだ。

「モ、モニカさんっ、お師匠様が固まってるのでありますっ。私は全然気にしていないどころか、聖騎士さまがうらやまもがっ……むーっ、むーっ！」

「ウェンディちゃん、今はちょーっと大人しくしててね。わらひもヒロトちゃんをいじめるつもりは全然ないけど、これっぽっちもないんだけど、いろいろと一晩我慢した気持ちの行きどころがね？　ひっく」

「マールさん、沢山飲まれてましたし……お酒が抜けてないんじゃないですか？」

「わらひがしらふじゃないってのら～！　アレッタちゃんのばかぁ～！」

　ゆうべ何が起きていたのか、俺はようやく察した。宿屋の一階のラウンジで、みんなお酒を飲んでいたのだ。たぶん、年少組のリオナ、ミルテ、ステラ姉が寝入ったあとで。

「それで……どうなの？　ヒロト、あたしの聞いてることは分かるでしょ。正直に答えて」

　モニカ姉ちゃんが俺を見ている──不安げで、けれど、ある種の決意を感じさせる。

　俺の答え方次第で、今後の運命が決まる。冗談なんて言おうものなら、そこで終了だ。

（頼む……女神でもいい。どうすればいいか教えてくれ……！）




　◆ログ◆

　・あなたは「選択肢」スキルを使用した。

　・選択肢の内容を「発言内容」に設定した。




　◆選択肢ダイアログ◆

　１：「ゆうべあったことは、みんなの想像通りだ」

　２：「十五歳になったら、みんなと結婚したい」

　３：「待っててくれてありがとう。ごめん、何も言わずに出かけて」





　──全部俺が言いそうな言葉で、その先の展開が読めない。二番目だけ現実離れしているようにも見えるが、そう感じるのは、俺が前世においての常識にまだ縛られているからだ。

　この異世界マギアハイムなら、二番目を選択できる。しかしそれを今すぐに選ぶことはできない。

　俺はリオナとステラ姉、ミルテもまた、ずっと一緒にいて欲しいと思っている。たとえ強欲と言われようが、その気持ちに噓はつけない。

　成長した俺が、肉体の年齢である十四歳と正式に認められたとしても、一年経って成人したときにはまだ、年の近かったみんなは幼いままだ。

　だがそもそも、俺がフィリアネスさんを選んでもなお、モニカ姉ちゃんや、ここにいるみんなも放したくないということ自体が、受け入れられない可能性もあって。

　それならば、俺はまず謝るべきだろう。気持ちと、スキルと、その両方が一致した選択があるのだから。

「待っててくれてありがとう。ごめん、何も言わずに出かけて」

　俺はモニカ姉ちゃんの目を見て言った。昔なら目をそらしたくなるほど、真っ直ぐな澄んだ瞳だった。

　そのまま見つめ合う。しばらくそうしていると、モニカ姉ちゃんの頰が赤らんで、彼女はつい、と目をそらした。

「……それは、言わないでいたい気持ちも分かるわよ。でも、今のヒロトが、内緒で出かけて……それがきっと、好きな人のところだっていう意味は、あたしたちだって気付かずにはいられないのよ」

「うん……反省してる。俺はフィリアネスさんのところに行く前に、みんなにちゃんと言うべきだった」

「……そう思ってくれるの？　あたしたちは関係ないって、言ったりしないの？」

（……そうか。それがみんな心配だったのか）

　安心した、なんて簡単には言えない。俺が将来領主になって、何人もの奥さんを迎えられる立場になっても、みんなはそれだけで未来のことが決まったとは思わない人たちだ。だから、不安だったんだ。

「正直に言ったら、呆れられるだろうけど……俺はゆうべ、フィリアネスさんが心配で、それ以外のことは全然考えてなかった。ごめん、いい加減で」

「……いい加減なんかじゃないわよ。好きな人を本気で心配したとき、行動を起こさない人だったら、あたしは初めからヒロトについてきたりしてない。それに……」

　怒ってるような顔をしたモニカ姉ちゃんが、そのまま距離を詰めてくる。俺の胸に、サラシでも押さえきれてない彼女の胸が当たっている──こんなときなのに、すごく柔らかいと思ってしまう。

「あの人と一晩過ごしたってことは……そういうことでしょう？　ヒロト、顔つきが変わってるわよ」

「そ、そういうのって、分かるものなのかな……」

「……本当は、あたしが一番初めが良かったけど。けっこう順番が後になりそうだから、拗すねてただけ。ごめんね、ほっぺた痛かった？」

　全然痛くなんてない。モニカ姉ちゃんはそれでも俺の頰を労いたわるように撫でて、今までも見せたことがないような、優しい微笑みを見せてくれた。

「あたしたちがこうして集まって待ってたのは……おめでとう、って言いたかったのよ。ヒロトは信じられないかもしれないけど、あたしたちはそうしようって決めてたの。マールさんだって、ゆうべはヒロトとフィリアネスさんが幸せになってくれたなら、自分のことみたいにうれしいって言ってたのよ」

「はぅっ……そ、それは言ったけど、複雑な乙女心がなんというか……かわいいヒロトちゃんが、私の知らないところで雷神さまを攻め立てているかと思うと、いても立ってもいられないそわそわ感が……あぁっ、そこはらめぇ！」

「……そう言いますけど、ヒロトちゃんの気持ち次第では、私たちも……あっ、何でもありません。どんなふうに攻められるのか、今から想像してたりしませんからね？」

（攻めるってことはないけど、かなり頑張ってもらったな……）

　我ながら夢中になって求めてしまって、一回や二回しただけでは上がらないスキルが、俺は２、フィリアネスさんはまだスキル値が低かったので、４も上昇した。人生を通したら房中術もカンストするかもしれない。

（一体何を考えてるんだ、俺は……『授乳』だけでも何人吸ったんだ。それが、大きくなったから違うことにステップアップしようだなんて、あまりに鬼畜だ）

　しかし、言うなれば男女仲良くすることは、鬼畜でも何でもないかもしれない。

「ど、どうしたの？　ヒロト……そんな、急に真顔になって」

「ギ、ギルマス……私も待っていましたけれど、モニカさんの言うとおり、私も皆さんと同じ意見ですのよ？　特に怒ってもいませんし、私には寸止めだったのに、ゆうべは最後までなさったのですか？　と聞く気もありませんでしたわ」

　ありませんでしたと言いつつ、ミコトさんの本音が出ている。寸止めか……確かに、旧鐘つき塔ではマールさんたちが来なかったら、あの続きをしてたかもしれない。

「ミコトはもう隠す気がなくなっているというか、開き直らないと置いて行かれると思っているみたいだけど……小生は、もっと奥ゆかしいほうが、ヒロト君は好みだと思うんだけど、どうかな」

「ど、どうと言われたら、確かに……って、言わせないでくれ」

「分かり合っているふうですけれど、マ……いえ、名無しさんも、ヒロトさんと聖騎士さんのことには思うところがあるとおっしゃっていましたわよね。ゆうべはお酒の量も多かったですし」

　麻呂眉さんの表情は仮面をつけてるから分からない。しかしルージュを引いた端整な口元を見るだけで、彼女が恥じらっていることが何となく分かる。

「……そんなことはないよ？　小生がやけ酒をするなんて、そんなことはないよ」

　彼女は慌てても、あまり声とかには出ない。その分だけ、二回同じ内容を言ったことに重みを感じる。

「え、えっと……名無しさんも、みんなもごめん。俺、ちゃんと一人ひとりに言ってから出かけた方が良かったな。反省してる」

「言われたら言われたで、こうして会議を開いていたでしょうから、どちらにしても同じですわ。綺麗に物事をおさめようとして、変にまじめぶらないでくださいませ」

（ぐっ……い、痛いところを……ミコトさん、結構ツンだな）

「で、ですから、お師匠様をいじめないでくださいでありますっ！　それ以上お師匠様をちくちくすると、私が相手になるでありますよ！」

「い、いじめているわけではありませんわよ……これからも離れられないと分かっているからこそ、少しは言ってあげたくもなるのですわ。それに、これから先、ヒロトさんにいじめられるのは私たちの方かもしれませんし……」

「勝手にイメージを作っているけど、ヒロト君は優しいと思うよ。小さな頃から、女性に対する気遣いを感じたからね。ペースを考えて吸ってくれるというか……」

「ま……ではなくて、名無しさん、今は宿の女将さんしかいませんからいいですけれど、あまりそういったことは、オープンに話すことではありませんわよ」

　みんなが俺のことで、牽制しあっている──できるだけ、みんなには喧嘩をせず仲良くして欲しい。無茶苦茶だと思うけど、正直な気持ちだ。

「公王陛下も仰ってくれてたけど、俺、魔王と戦った功績で、領地を賜たまわることになると思うんだ。それで、ミゼールを含めた、ジュネガン西部の領地をもらおうと思ってる」

　今、しっかり言うべきだと思った。俺がこれからどうしたいのか、みんなとのこれからを、どのように考えているのかを。

「自分が生まれた町が好きだってこともある。もちろん領地をもらえば、俺には領民を幸せにする義務が生じる。でもそれも、俺は全部上手く行くと思ってる。ミゼールっていう町をもっと発展させることも含めて、俺には色々やりたいことがあるんだ。小さい頃から、ずっとあの町を見てきたからさ」

　一人の村人に過ぎなかった俺が、町の発展を考える。それは普通なら滑稽だと言われそうな話だが、みんなは笑ったりはしないでいてくれた。

「……それに、俺は自分が貴族の血を引いてるとか、詳しく知らずに育ったけど、貴族には、普通の人にはできないことが許されてる。俺は、これからもずっとみんなと一緒にいたいと思ってる。それを、誰からも認められるようになりたい」

　庶民でも、多くの奥さんを持っている人も探せばいるだろう。しかし妻を複数人持つことを制度として公認されているのは、爵位を持つ貴族、そして王族だけだ。

「こんなこと言ったら怒られるかもしれないけど、俺はみんなのことが好きなんだ。それぞれに違うところが好きで、比べられるものじゃない。だから、みんなと……」

　最後まで言葉にできなかった。

　それは俺の声が震えていたからじゃなくて、六人が全員、俺の前にやってきたからだ。

「ヒロトちゃん、私もその中に入れてもらってもいいの……？　私、こんなにがさつで、戦うことしかできなくて、女の人らしいことなんて、なんにもできないよ……？」

　マールさんはそう言うけど、俺は彼女がとても優しくて、すごく器の大きい人だと知っている。

　将来は、沢山元気な赤ちゃんを産んでくれるんじゃないかと思う。子供好きなマールさんだから、きっといいお母さんになるだろう。

「わ、私は……皆さんと比べると、女性としての魅力には欠けていると思います。戦う力も強くありませんし……こんなつまらない私でも、傍にいていいんですか……？」

　つまらないなんて、そんなことは絶対にない。生真面目に見えるアレッタさんだけど、いつもフィリアネスさんとマールさんのことを考えて、二人が存分に戦えるように、元気でいられるように心を配っている。

　俺も彼女がいてくれて安堵したことが何度もあった。いつも遠慮しながら、それでも俺を可愛がってくれる彼女に、紛れもなく好意を抱いている。

「お師匠様……私は、まだ未熟で、女性としてもまだまだであります……でも、いつかお師匠様に女の人として見てもらえるように、頑張るのであります。ですから、これからもお傍にいさせてください……！」

　ウェンディは初めて俺の仲間になってくれて、それからずっとパーティの一員でいてくれた。騎士団に入れなかったっていうけど、その才能は遅咲きなんだと思う。今も少しずつだけど成長を続けている彼女は、数年後には要となる戦力になっているはずだ。

　そして何より、彼女は俺を慕って尽くしてくれた。俺が大きくなっても変わらずにいてくれる、その気持ちにいつか、しっかりとした形で応えたい。

「……こんなことしてたら、奥さんが増えすぎて大変なことになるってわかってる？　ヒロト、あたしなんかと一生一緒にいてくれるとか、簡単に決めちゃっていいの？」

　モニカ姉ちゃんに初めて会った頃はまだ赤ん坊で、狩人スキルを持っているのに、魅了に抵抗力があって強敵だなんて思ってしまっていた。でもそれは、俺が喋れなかったから、対等な関係を築けていなかったからだ。

　一緒にパーティを組んで、長い時間を一緒に過ごすうちに、俺は彼女の魅力をどんどん見つけていった。さっぱりとしていながらも、時々見せるたおやかな一面に惹かれずにはいられなかった。

　そして、前世から知っているふたり……ミコトさんと、マユさん。

「……ギルマス……いえ、ヒロトさん。私は当面の間は、あなたの仲間として戦うこと、あなたの役に立つことを第一に考えていますわ。けれどもし、私のことを……一人の女性として、見ていただけるときが来るなら……」

　そのときは、俺は気持ちを抑えることなく、ミコトさんを求めたいと思う。鐘つき塔の屋上で過ごしたとき、異性を意識するほど成長したことに気付かせてもらえた。

「小生は法術士としてはまだ未熟だ。当面は自己を研けん鑽さんし、少しでも早く戦力になれるよう努力しよう。女として見てもらえなくてもかまわない……君と共に戦うことさえできれば、それでいい」

　仮面の下の口元を見るだけで、俺は彼女の感情が分かるようになっていた。だから、本当は『それでいい』なんて思ってないことは分かっている。

　俺が彼女の本音を聞けるとしたら、それは仮面を外したときだ。俺の人生の目的グランドクエストに、それも重要な一つとして含まれている。

　六人は告白を終えて、言葉を待っている。そう、これは告白だ……今さら気づく俺も、鈍感にも程がある。

　答えは間違えない。スキルなしでも、迷いなく正しい選択をする自信がある。

「ありがとう。マールさん、アレッタさん、ウェンディ、モニカ姉ちゃん、ミコトさん、名無しさん。俺で良かったら、これからもずっと一緒に……」

　そう言ったところでピクッ、とみんなが反応して、何やら不穏な空気になる。

「俺『で』良かったら、じゃなーいっ！　ヒロトちゃん『が』いいって言ってるの！　そこは間違えたら許しません！　もう怒った、思いっきり抱きしめちゃうから！」

「マールさんの言うとおりですっ。これからいっぱい待つことになるんですからっ！　あんまり待たされると、フィリアネス様に苦情を言いますからね！」

「ちょっ、待っ……！」

　待ってくれと言い切る前に、私服姿のマールさんにつかまり、胸に思い切り顔を押し付けられる。そして自由になった腕を、ミコトさんとウェンディにとられてしまった。

「マールさん、そのまま窒息させてあげてくださいませ。この人は一度、痛い目にあったほうがいいのですわ」

「だ、だめですっ、お師匠様は私の胸で窒息させてあげたいのでありますっ！」

　厳しいことを言いつつも、ミコトさんも胸を忍者しのび装しよう束ぞく越しに俺の腕に押し当ててくる──相変わらず、天使のほっぺたと表現したいような、何ともいえない柔らかさだ。

　ウェンディの方はちょっと見ないうちにまた成長したみたいで、ぽよんぽよんと心地よい弾力が伝わってくる。

　気持ちいいといえば気持ちいいが、三方を胸に囲まれたこの状況、後ろからも来られたら完全に四し面めん楚そ歌かだ。この場合は四面、もとい六面が乳に囲まれている。アレッタさんの兵力が比較的薄いが、それはこの際問題にならない。

「ふぅ……これは協定を結んだほうがいいみたいね。こんなふうに取り合いしてたら、ヒロトの身体がもたないわ」

「それは名案だね。他のみんなも異議はないだろう。まあヒロト君なら、みんな一緒に相手をすることも不可能ではないのだろうけどね」

　モニカ姉ちゃんと名無しさんは騒ぎから距離を置いて話し合っている。協定って、どんな内容なんだろう……俺が言うのもなんだけど、すごく知りたい。

「ノ、名無しノーンさんっ……その、お師匠様との仲良しを大勢でご一緒するのは、まだ少し恥ずかしいのでありますっ……！」

「わ、私もですわっ！　マユさん、勝手なことを言わないでくださいませっ！」

（マユって言っちゃってるし……ミコトさん、相当麻呂眉さんと親しかったんだな）

「はぅぅ……ヒロトちゃん、あったかい。こうしてると思い出すよね～、いろんなこと。ヒロトちゃんとお風呂に入ったとき、まだちっちゃくて……」

　マールさんが感慨に耽ふけっている。小さかった頃を思い出されると、さすがに俺も恥ずかしさが限界に近い。

　成長した姿を見せたら、マールさんは何というのだろう。想像するだに恥ずかしいので、俺はもはやなるようにしかならないと、されるがままに身を任せていた。














　再び王宮へ






　宿に戻ってみんなの洗礼（？）を受けたあと、俺は一旦風呂に入り、着替えて王宮に向かう準備をした。

　そろそろ王城に出発しようかという段になり、ミコトさんが声をかけてくる。

「ギルマス、途中まで私も同行しますわ」

「小しよう生せいも一緒に行こう。モニカ嬢とウェンディはどうする？」

「あたしは遠慮しとくわ、王宮は肩が凝っちゃうから。この子たちを見てるから、じっくり話してきて」

「私は、少し実家に戻ってくるのであります。近況を報告したら、何とかまた冒険者を続けさせてもらうのであります！」

「ウェンディ、首都の出身だったの？　そんな素振り、全然なかったじゃない」

「は、はい……私、勘当同然なので。でも、私はもう将来のことも決めてしまいましたから、両親に伝えておきたいのであります。感謝を伝えることが、できていなかったでありますから」

　ウェンディは今日は武装しておらず、ナップザックに鎧をしまっていつもと違う私服を着ていた。それは実家に挨拶するためだったのか、と納得する。

「俺も行った方がいいよな、本当は」

「はひゃぁっ……と、突然核心を突かないでくださいでありますっ。そそそんな、お師匠様に実家に挨拶に来ていただくなんて……っ」

「ヒロト、色々詰め込みすぎよ。それは、挨拶に行くのは大事なことだし、あたしのところにも来てくれると嬉しいかな、と思ってはいるけど……」

「モニカ嬢も本音がぽろりと出ているね。ヒロト君、身辺の整理の準備はいいかな？」

「ノ、名無しノーンさん……あまり脅さないでくれ」

　実家に挨拶するというのは、考えてみれば相当なことだ。ディアストラさんに会ってフィリアネスさんとのことを話すのも、大きな出来事だったわけで。

　ウェンディの実家に挨拶に行ったら、娘さんを（パーティに）くださいと言わなければいけないわけだし……というのは、彼女の気持ちを知っておいて意地が悪いか。

「で、ではっ、お師匠様はおかまいなく、行ってきてくださいであります！　私は軽く挨拶を済ませて、何くわぬ顔で戻ってくるのでありまーすっ！」

「あっ……ウェンディ、遠慮しなくてもいいのに。前例があるとあたしも気が楽だから」

　モニカ姉ちゃんのアプローチがさっきから激しい。ミゼールに行ったら、モニカ姉ちゃんのお父さんには挨拶しなくてはいけない──娘さんには赤ん坊の頃から授乳してもらって、とは言わなくていいと思うが。




　朝食をとっていなかったので、宿で食事をしているマールさんとアレッタさんに挨拶して、外に出てきた。

　祝祭はまだしばらく続くそうだが、各地から集まってきた人々は、ルシエの挨拶が終わったことで一段落したと見ているのか、首都からはかなり人が減っていた。といっても、演説の日の人口密度が異常だっただけで、ミゼールと比べれば圧倒的に人が多い。市場通りは今日も賑わっている。

「あ、そうだ。アッシュ兄の運んでた荷物はどうなったか、二人は知ってるか？」

「ええ、無事に届けられたそうですわ。あのパドゥール商会の本店が、荷物の届け先です。ヒロトさんのお母様が織られた布も納入したそうですわね」

「おや……ミコトはギルマスと呼ぶのをやめたのかい？　まあ、確かに今はギルドマスターではないけれど、小生は懐かしい響きだと思っていたんだけどね」

「ギルドどころか、一足飛びで領主になってしまいましたから……どう呼んでいいものか、といったところですわ。ヒロト様と呼んでもいいのですけれど」

「い、いや……ミコトさんにそう呼ばれるのは、ちょっとな。前世を知ってる相手だと、なかなか気恥ずかしいものがあるし」

「ふふっ……そんなことを律儀に気にしているんですのね。ヒロトさんは相変わらず、可愛いですわ」

「っ……だ、大胆だね。そんなこと、さらりと言えるなんて」

　名無しさんは仮面で隠れていても、耳まで赤くなっているのがわかる。そんな彼女の反応を見て、ミコトさんはくすくすと笑っていた。

「可愛いですけれど、時々大胆で……やはり、目が離せませんわ。本当はもっと強くなるために、パーティを抜けようと思っていたのですが、その必要もなくなってしまいました。これからもよろしくお願いしますわ、マユさんも」

「……ミコトはパラメータが完成されているようだから、小生にも思うところはある。小生も戦力になれるように、修行をするしかないかな」

「スキル上げだったら俺も手伝うよ。パーティなら、効率のいいやり方がたくさんあるしさ。二人とも、ボーナスは自分で振れるんだよな？　それなら、レベルを上げるって手もあるし……あ、あれ？　どうした？」

　なぜかじっと見られている……な、何故だろう。

　こんな往来の真ん中で、ふたりの女性に見られていたら、ちょっと目立つというか恥ずかしいというか、逃げ出したい気分だ。

「その、ヒロトさんは、スキル上げの効率的な方法を持っていますけれど……」

「ま、待って……ミコト、人のいないところまでその話題は保留にしておこう。小生もこんな仮面をつけているけど、恥ずかしいという感情はあるんだよ」

「っ……い、いえ、そこまで恥ずかしいことを口に出すつもりはないのですが……そうですわよね、やはり人前で話すことではありませんわよね。そんなことを、ヒロトさんったら子供の頃から何度も……」

（今さら蒸し返されるとは……確かに俺は悪魔の子だったかもしれない。しかしそれは英雄になるためだったとしたらどうだろう。全ての授乳が、英雄になるためのスキル上げとして立ち上がってくる……！）

「ヒロト君、ミコトもなかなか危ういけど、君もうんうん頷きながら拳をぎゅっと握る姿がとても不審だよ。何をひとりで納得しているのかな？」

「そ、その……何ていうか、赤ん坊の頃ってできることがほとんどなくてさ。それでも自分を強化できると分かったら、普通は強化するだろ？」

「むー……それはそうですけれど。思わず『むー』なんて言ってしまいましたわ」

「萌えキャラを演じようとしてもそうはいかないよ。君がそれなりに夢見がちな女子だったということは、小生の胸ひとつに留めておいてあげるけれどね」

「と、留めてないじゃありませんの！　ちょっとギルマスと付き合いが長いからって調子に乗って……マユさん、意地悪ですわっ」

　ミコトさんは転生する前、闇影と名乗っていたころは十二歳だったわけで。麻ま呂ろ眉まゆさんはたぶんお姉さんだったから、その頃の関係はこんな感じだったのかもしれない。そう思うと何か感慨深いものがある。

「……何をにこにこしているんですの？　ヒロトさん、話はまだ終わってませんわよ」

「その話は後にしよう。ヒロト君が無限スキル上げループをしなかったことと、ヒロト君が使ってきたあのスキルの、男性から女性に向けて使用できるバージョンはないのかということについてはね」

「ぶっ……ま、待ってくれ。そんなスキル、俺は八年間全力でマギアハイムを生きてきたつもりだけど、見つけられなかったんだ。怠たい慢まんってわけじゃないんだ、本当に」

　授乳でスキルをさんざんもらったなら、パーティメンバーにお返しできるようにしてほしい、というのは分かる。『刻印』で名無しさんにお礼をすることはできるが、子供の頃は貰うばかりで申し訳なかった。

「そ、その……男性から女性に対して与えるものというか……い、いえ、与えるというのか分かりませんが、生命の営みと言いますか……それで、スキルを与えられたりはしませんの？　い、いえ、スキル上げのためにしたいというわけではなくてっ……」

「そんな話をされると、さすがの小生も恥ずかしいんだけど……」

「ご、ごめんなさい。でも、思ってしまいましたの。もしヒロトさんの協力を得てスキルを効率良く上げられたら、今よりずっと強くなれそうですから」

「スキル10まではなんとかなるんだけどな。20、30となると、無限ループじゃ済まないくらいの回数が必要なんだ」

　スキルという言葉自体、一般の人達に聞かせるべきじゃないので俺たちはひそひそと話しながら歩く。距離感が縮まっているけど、それを気にしている場合でもない。

「では、あの行為では相当回数をこなさないと効率が悪いんですのね」

「別の経験を積んでいる気はするけれど……ああごめん、もうそっちの方面からは離れるよ。小生もミコトの影響を受けてしまっているようだ」

「……そんなことを言って。ヒロトさんが『法術士』スキルを持っているのは、誰のおかげなのか、気づかない私ではありませんわよ」

「っ……ま、まあ、それは……多少はね。ヒロト君は恩人だから、それくらいしても許されると思うよ。そうだろう？」

「え、えーと……」

　許されるかどうかを心配するべきは俺の方なのだが、何だか逆転してしまっている。

「……マユさんは着痩せするタイプのようですわね。転生する前よりも……」

「おっと……その続きを言われたら、しかるべき措置をとらないといけない。口は災いのもとだと覚えておくといい」

「っ……わ、分かりましたわ。怖い声を出さないでくださいませ、心臓に悪いですわ」

（転生する前と、何か変わってる……ってことかな？）

　今の話の流れだと、名無しさんが変化した部分は──いや、考えないでおこう。まさかそんなことが理由で、名無しさんが女神にペナルティを受けたなんて、そんなことは。

　──しかしこういうときに限って、あの悪戯好きな女神は、俺の心に囁ささやいてくるのだった。俺の予想は、あながち外れてはいないと。




　王宮に入ったあと、ミコトさんと名無しさんとは一旦別行動を取ることになった。

「ヒロトさん、私たちは王宮の中を見せてもらっていますわね」

「あ……ご、ごめん、ちょっと考え事してて」

「若いから悩みも多いだろうけど、あまり溜め込みすぎない方がいいよ。いつでも相談に乗るからね」

　青少年であるところの俺の心を、わざとくすぐる言い方をしているのでは──もしそうだとすると、名無しさんが色っぽいお姉さんに思えてきた。事実そうなのだが。

　円卓の間のある階に上がり、玉座の間の前を通って衛兵と挨拶し、目的の部屋のある廊下にたどり着く。すると、そこには待っていてくれた人の姿があった。

「あ……フィリアネスさん！」

「ヒロト、待っていたぞ。円卓の間に入るように言われているが、おまえと一緒がいいと思ったのでな」

　今日のフィリアネスさんは騎士鎧を身に着けている──相変わらず胸甲が完全に胸を覆っておらず、乳袋がとてつもないことになっている。直視できないほどの存在感だ。

「……フィリアネスさん、今までありがとう。これからもよろしく」

「な、何を急にかしこまっているのだ……そういう態度はよくない。また危ないことをしそうで心配になる。遠くには行くな」

「い、いや、そういうつもりじゃなくてその……っ」

　フィリアネスさんが俺の手を引いて連れて行こうとする。手を繋いで円卓の間に入るなんて、物凄く注目を集めてしまいそうだ。恥ずかしさで今から顔が熱くなってしまう。

　そうこうしているうちに、後ろからガチャ、ガチャという硬質な足音が聞こえてくる。振り返ると、昨日より重装の鎧──おそらく守護騎士ガーデイアンとしての正式な鎧を身につけたディアストラさんの姿があった。

（しかしそれでも乳袋なのか……何という親子……！）

　そんなところが共通点だと気がつく俺も俺だが、ディアストラさんは隙のない鎧姿なのに、あえて胸甲だけはつけないのは何かの主義か信条でもあるのか、後で円卓の間で議題に上げたくなってしまう。

「ジークリッド。侍従から聞いたが、私の別邸に泊まったそうだな」

　ディアストラさんは薄く笑みを浮かべている。眼の奥が笑っていないのはいつも同じだ──しかし、いつまでも圧倒されている俺ではない。

「はい。『お母さんの』ディアストラさんに断らずに泊まったのは、すみませんでした」

「……ふん。そんなことで目くじらを立てていたら、それこそおまえの思う壺だ。まったく、食えない男だ」

　俺とディアストラさんのやりとりを、フィリアネスさんは何も言わずに見ていた。

　しかし昨日のように、辛そうな顔はしていない。ディアストラさんはそんな娘と目を合わせ、ただ何も言わずに見つめる。

　無言の時間が過ぎる。先に口を開いたのは──フィリアネスさんだった。

「私は、ヒロトと共に生きていきます。そしてこの剣で、母上……あなたのことも、守ってみせる」

　ディアストラさんは何も言わない。答えないままに、俺たちの横を通り過ぎ、円卓の間に入って行こうとする。

　しかし彼女は立ち止まった。そして振り返ると、今度は俺の方を見やった──とても静かな瞳をしていた。

「何を吹き込んだのか知らんが……人の心に立ち入ったのなら、それだけの覚悟をすることだな」

「最初から覚悟してます。ゆうべは、それを確かめただけですよ」

「……そうか。あまり身体に負担をかけないことだ、フィル、おまえは聖騎士セインナイトなのだからな。我が国の戦力の要であるうちは、自覚を持って行動しなくては」

「母上……っ」

「私のことは、母と呼ぶな。円卓の間に入ったら、私情を捨てよ」

　ほんの一瞬だけ、ディアストラさんが微笑したように見えた。

　しかしそれは、見間違いではなかったのかと思うほど短い時間だった。気がつけばディアストラさんは、円卓の間に入った後だった。

「……おまえは、母とどんな話をしたのだ？　母がまるで別人のように見えたぞ」

　フィリアネスさんは笑っている。でもその目が潤うるんでいて、少し赤くなっていた。

「大事な話をしたんだ。それだけのことだよ」

「……そうか。ありがとう、ヒロト」

　フィリアネスさんは俺の肩に手を置き、額を胸元に触れさせてきた。俺は彼女の背中に手を回し、ぽんぽんと優しく叩く。ほんの短い間のことで、彼女はすぐに気を取り直し、いつもの凜とした姿に戻る。

　円卓の間に二人で入るとき、俺はこんなことを考えていた。

『そうか』という言い方が、ディアストラさんとフィリアネスさんは同じだった。

　人に心を許したときの言葉が同じ。それは、二人が姿だけでなく、内側までよく似ているからなんだと思った。





　円卓会議／恭順／新たな武器






　円卓の間に入ると、十人以上が一度に着座できる大きな円卓が置かれていた。席の数を数えると十三個あり、ファーガス陛下の座っている椅子は、公王のものだけあって他の椅子とは形状から違い、背もたれが異様に高く、五メートルはある天井にもう少しで届きそうなほどだった。

（ファンタジーっぽいというか、何というか……この部屋自体が、見てて何かワクワクするな）

　王の椅子以外の十二の席全てが埋まっているわけではないが、既に何人か座って待っている。部屋の中には、ヴィクトリアの姿もあった──黒い鎧姿で、着座を許されていないのか、壁際に立って前をにらんでいる。俺の視線に気づいたようだが、その顔が少し赤らみ、見るなと言っているように見えた。

　席に着いているのは、向かって王座の左側に赤と青の鎧を身につけた女性騎士が一人ずつ。右側には貴族らしい壮年の男性が一人と、若い男性の魔術師、そしてこちらは、場に似つかわしくないような、十代半ばくらいの少女が座っていた。彼女はフードで耳を隠している──どうやら、エルフかハーフエルフのようだ。そうすると、見た目より年齢を重ねているかもしれない。

　いかにも儚げに見えて、常に目を閉じている。なぜ目を開けないのだろうと気になったが、じっと見ているのも良くない。

（さて……とりあえず落ち着いて話せるように、発動しておくか）




　◆ログ◆

　・あなたは「カリスマ」をアクティブにした。

　・「カリスマ」が発動！　周囲の人物があなたに注目した。リストを確認しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ




　◆範囲内の対象ターゲツトリスト◆

　・《ファーガス》　男性　ジョブ：ロード

　・《ディアストラ》　女性　ジョブ：ガーディアン

　・《ジェシカ》　女性　ジョブ：ジェネラル

　・《クリスティーナ》　女性　ジョブ：ドラグーン

　・《コーネリアス》　男性　ジョブ：ロード

　・《ゴドー》　男性　ジョブ：プロフェッサー

　・《メアリー》　女性　ジョブ：ストラテジスト

　・《ヴィクトリア》　女性　ジョブ：ダークナイト





　脳裏に表示されたリストを見て、俺は思わずめまいを覚えた。

　俺にとって未知の上位職を持つ人々が、惜しみなく一堂に会していたのだから。

（ここに俺が村人として同席するのか……まあ、今さらだけどな）

　転職条件は多く満たしているのだが、今までは特に変える必要がなかった。

　しかしそろそろ職業を選ぶべきでは、と思い始める。スキルを上げるという意味では、何か選んだ方がいいに決まっているわけだし……と考えて、俺は気がつく。『君主ロード』がふたりいるのはなぜだろう。

（公国の王は一人だけど、領地を持ってる人は、ロードと呼ばれる資格がある……ってことかな。ロードの上位職になる条件は、公王といえど簡単には満たせないのか）

　統治者はロードになる資格を得て、セイントナイトを同時に極めているとパラディンという選択肢も増えるのだと考えられる。

　ロードのコーネリアスという人──ライオンのような髪型をした、見るからに迫力のある壮年の男性だが、この人も公国のどこかの領主なのだろう。

　それにしても、何か容姿に引っかかるものがあるような……見覚えがあるというわけでもないが、何かが気になる。

　考えているうちにファーガス陛下が俺に向けて手を上げ、そして言った。

「よくぞ来た、ジークリッド君。君の椅子は新しく用意してある。フィリアネス、君も座りたまえ」

「はっ……」

　フィリアネスさんが席を教えてくれたので、椅子に座る。ちょうど王と向かい合う位置の下座だ。フィリアネスさんは俺の隣に座り、ディアストラさんは陛下の近くに立つ。

「ディアストラ卿きようも着席せよ。円卓の間で、そのように私を護衛する必要はあるまい」

「恐れながら、私は陛下の危機感のなさにはほとほと呆れているのです。ヴィクトリアの行動については報告したはずですが、なぜこの場に身を置くことを許したのです？」

（黒騎士団、イシュアラル村を襲ったことがバレたのか……反乱を起こそうとしてたことまでは知られてないのか。黒騎士団を私的に専有して単独行動しただけでも、相当にまずいことだしな）

　状況は何となく察することができた。反逆を企てたことが露見していたら、それこそヴィクトリアはここにいられてないだろう。

　どちらにせよ、黒騎士団長のポストにそのままい続けることは考えづらいが──今の彼女は正気に戻っているし、その処分は厳しすぎるという気もする。

　それより何より、事前に分かってはいたことだが、ディアストラさんの公王に対する態度はほぼ対等のように見える。敬語を使っているけど、本来はそれすらない関係のように見えた。主君と重臣というよりは、戦友というような感じがする。

「ヴィクトリアについては、申し開きは既に受けている。グールドと接触し、連携して行動した時期もあったが、祝祭に乗じてジュヌーヴを攻撃するという計画には参加しなかった。イシュアラル村の攻撃についても未遂に終わっている。ルシエの身に何かあれば直ちに処罰していたが、言ってしまえば、ヴィクトリアの行動はどうにも拙つたない。だが、そんな人物であるからこそ、部下に慕われているという側面もあるようだ。私にもそれは分からんでもない」

（やめてあげてください陛下、ヴィクトリアが憤死してしまいます！）

　聞いていて、俺の方が自分のことのようにいたたまれない。ヴィクトリアは唇をプルプルさせ、顔を真っ赤にしながら、それでも直立不動を命じられているのか、うつむきがちになりながらも立ち続けていた。

　そんなヴィクトリアを、青い鎧を着た女性騎士──ジェシカさんが睨みつける。彼女はフィリアネスさんより少し年上で、いかにも武人という空気をまとっていた。

　黒髪を片側だけ結い上げる特徴的な髪型で、身につけている青い鎧は肌の出ている部分が多いが、魔力に反応して防御力を高める機能を備えている。壁に掛けられている青いハルバードも彼女のもののようで、スーパーユニーク以上の装備だと見て取れた。

「騎士団の誇りを汚した愚か者には、すぐにでも黒騎士団長の椅子を降りてもらいたいというところだが、それは我らの決めることではない。クリスティーナ、貴公はどう考えている？」

　おそらくジェシカさんは青騎士団長なのだろう。彼女は隣に座っている赤い鎧の騎士に視線を送る──騎士の中では珍しいことに、彼女は巨大なボウガンを使うようで、席の後ろに立てかけていた。まだほとんどこの大陸で普及していない珍しい武器だ。

　赤い鎧の騎士──クリスティーナと呼ばれた女性は、亜麻色のさらりとした髪をポニーテールにしていて、均整の取れたスタイルをしている。

　ジェシカさんに引けをとらない美人で、少し眠そうに見えるがなんとも色っぽい雰囲気だ。しかしステータスを軽く見た感じでは、房ぼう中ちゆう術じゆつスキルは取っていない。ということは、天然の色気ということだ。

（とりあえずステータスを見るのは後にして、話に集中しないとな）

「まあ、ヴィクター……ヴィクトリアがそういう危なっかしい人だってことは分かっていましたしね。一度くらいはこういう事件もあると思ってましたよ。だから想定の範囲内ですし、黒騎士団の連中みたいなアクの強いのを統率できるのも、彼女くらいですしね。個人的な意見としては、このまま戻してもいいと思いますよ。団長がいなくなった後の黒騎士団をどうするか、考える労力も惜しいですし」

（……赤騎士団長、畏かしこまった場なのに自然体で話してるな）

　赤騎士団長は言わなくていいことも全部言ってる感じがするのでヒヤヒヤするが、みんな慣れている様子だった。フィリアネスさんは思うところがあるようで、眉を下げてため息をついているが。

「それより公王陛下、私と青騎士団長はこの人の下に付けばいいんですか？　強いと聞いてはいますけど、年下の男の子に仕えるっていうのは少し気になりますね」

「クリスティーナ、それくらいにしておけ。お前の優秀さは誰もが認めているが、魔術研究所の人々が呆れているぞ。公王に対して何たる態度かと」

　ディアストラさんに言われて、ゴドーと名前が表示された男性が声も出せず恐縮している。魔術研究所の人ということなら、プロフェッサーは魔術師系の上位職だろうか。

（クリスティーナさんの言う『この人』って俺のことだよな。俺の下に、青騎士団と赤騎士団がつくってことか？　いつの間に、そんな大きな話に……）

「ヴィクトリアについては、しばらくディアストラ卿の下で矯正してもらうので、必然的に黒騎士団は首都近辺の砦に駐留することになる。白騎士団にも首都の守備に当たってもらわなければならない。そうなると、自由に動けるのは青騎士団と赤騎士団だけだ。貴公らも知っている通り、ジークリッド君たちが一度撃退したとはいえ、魔王リリムの脅威は未だに続いている。そのため、公国は『魔ま杖じよう』の封印を解くことを決めたのだ」

（魔杖カタストロフ……。それで、リリムを倒すつもりなのか。でも、その使い手はいま……）

　魔の名を冠する武器がついに実際の戦いに用いられる。そのことに心を震わせながらも、同時に案じずにはいられない。ディアストラさんの話を聞く限り、魔杖はルシエにしか使えないもののはずだ。

「魔杖を持つ者は、選ばれし者でなくてはならない。しかしそれ以外でも、杖を扱うことのできない者が持てば、ただ運ぶことだけはできる。ジークリッド君、君に魔杖の入手を頼みたいのだが……これについては、強制をすることはできない」

（……父さんは魔剣を護っている。そして俺が魔杖を取りに行く……簡単に頼めることじゃない、そう思うのは当然だ）

「陛下。その魔杖は、どこにあるんでしょうか」

　まず、それを聞きたかった。取りに行くと先に答えなければ、教えてはくれないだろうと思った──しかし。

「ミゼールの北部の山地に、『悠ゆう久きゆうの古城』と呼ばれる城がある。魔杖は、そこに封印されている。前回魔王を倒したあと、古城には魔杖の勇者が残り、終生魔杖を守り続けることを選んだ。勇者が作った結界は、今も破られていない。それどころか、古城の姿を見ることさえ誰もできていないだろう」

　ファーガス陛下の話を、ディアストラさんは何か思うところのあるような様子で聞いていた──なぜだろう。彼女は、その『勇者』を知っているのだろうか。

「……それを皆の前で話されたということは……魔杖をめぐる戦いは、ヒロトや私たちだけが、密命として終えられるものではないとお考えなのですね」

　フィリアネスさんが問いかけると、公王は静かに頷く。円卓の間の空気がぴんと張り詰め、誰も次の言葉を発することができなくなる。

「古城に最も近い町、ミゼールには、魔王が目をつける危険性がある。ジークリッド君、君の生まれ故郷は、そのまま君の弱点でもあるのだ。青騎士団、赤騎士団には、協力してミゼールを守ってもらいたい。ジークリッド君が魔杖を手に入れるまで。魔術研究所からは、優秀な魔術師の派遣を頼みたい」

「かしこまりました。戦える者をただちに選抜します」

　ゴドーという男性はよどみなく返事をする。こういうときが来ると事前に分かっていたということだろう。

「……不満そうだな、ジェシカ。クリスティーナも、彼を認めていないのか？」

　ディアストラさんの言葉は、青騎士団長、赤騎士団長の心中を的確に指摘していた。二人は俺ではなく、フィリアネスさんの方を見やる。そして、先にジェシカさんが口を開いた。

「我らは、聖騎士殿に追いつき、横に並んで戦うことを目標として腕を磨いてきた。それを、この少年の実力をこの目で見ることもせず、一時的であっても配下につけというのは、簡単に承服しかねます」

「公王陛下、ここはひとつ、私たちに見極めさせてもらえませんか？　もちろん、フィリアネス殿が私たちを指揮し、彼女がジークリッド君を認めて付き従うというなら、それを止めることはできませんけどね……私たちにも誇りがあります。魔王より強いって言うなら、『私たち二人』を同時に相手にすることもできますよね？」

「っ……ク、クリス。騎士団長二人でなどと、それこそ、騎士の精神に反して……」

　ジェシカさんの方は、赤騎士団長の発言を予想していなかったようだ。たぶん彼女の方は、俺と一対一で手合わせでもするつもりでいたのだろう──青騎士団長は真面目、赤騎士団長は曲者、そんなイメージができてきた。

「ああ、もう単刀直入に言わせてもらいます。私はフィリアネス殿よりこの子が強いとは信じてないんですよ。何か、『うまくやった』んじゃないですかね？　それを明かしてもらわないと信用できません。面倒には巻き込まれたくないですしね」

（ふーん……何ていうか、この人は、悪者の演技が好きみたいだな。面倒面倒って、そのわりに一番熱くなってるじゃないか）

　俺に対して本気で悪意を持ってる人と、そうでない人が、俺にはわかる。相手の心情を汲み取るのは交渉の基本だ。クリスティーナさんはただ俺が気に食わないというわけじゃなく、赤騎士団長の責任を果たそうという意志を貫いている。

（……でも、これは逆に言えば貴重な機会だ。騎士団長クラスを二人同時に相手にして、今の俺の能力スペツクを試せる。『手加減』はできるし、万が一の事故も起きない）

　今の身体の動かし方には、もう慣れてきた。間合いが変化しているので、戦い方を見直すのもいいかと思っている。

　まず、どんな武器を使うかだが──青騎士団長を見ていると、今まで通りの斧ではなく、斧槍ハルバード系の武器を一度使ってみたくなってきた。

「どうですか？　強いんですよね、ジークリッド君は。魔王と戦えるような力を見せてくださいよ」

「分かりました。二人の相手をすればいいんですね？　やりましょう」

　円卓の間の空気が変わる。俺の力を知っている人以外は信じられないという顔に変わった。

　ヴィクトリアは肩をすくめている。呆れているというか、どちらかといえば騎士団長二人を案じているようだった。無理もない、俺の奥の手であり、ヴィクトリアを追い詰めたグレータースライムは今も健在なのだから。

「ジークリッド殿、武器をお持ちでないようだが……いかがなされたのです？」

　ジェシカさんの言うとおり、小型斧はインベントリーにしまっているので、俺は丸腰だった。それに、あの小さい斧で戦うというのも、さすがに格好がつかない。

「事情があって、今までの武器が使えなくなってしまったんです。ジェシカさん、武器を貸してもらえますか。あなたと同じ系統の武器がいいんですが」

「っ……そ、それは、構いませんが……名工が作ったもののように、通常の武器より出来がいいものも、ストックはあります。公正を期して、私の武器に近いものを用意させましょう」

「さっきまでの勢いはどうしたんですか……まったく。ジェシカさん、本気でこの少年を倒す気があるんですかねえ？　やる気がないなら私一人でもいいですよ」

「そんなことは決してない。クリスティーナ、私は一人ずつ手合わせする方が良いと思っている。貴公こそ、私の後で順番を待ってはどうだ？」

　この二人はライバルなんだろうか。視線がバチバチと火花を散らしているような……二人とも美人だから、絵になるといえばなるけど。

　それを見て何か楽しそうにしているフィリアネスさん。彼女は俺が間違いなく勝つと信じているから、心配なんてしてないみたいだ。

「では、これよりヒロト・ジークリッドと騎士団長二人の御前試合を執り行う。修練場にて行い、私とファーガス陛下、そして……コーネリアス公、ご覧になられますか？」

「是非とも。彼がフィリアネスと行動を共にしていると聞き、一度その力を見せてもらいたいと思っていた」

（コーネリアス公……って、もしかして……）

　ディアストラさんに答えるコーネリアス公の視線は、どこか穏やかなものがある。

　まさか、と思っていると、コーネリアス公は席を立ち、俺の方を見た。

「私の名はコーネリアス・シュレーゼ。公王陛下に侯爵の地位を頂き、ジュネガン北方領を治めている者だ」

「あ……は、初めまして。ヒロト・ジークリッドと申します」

「昨日の演説は見事だった。これから公国を支える若き力の登場に、我ら貴族も期待を寄せている。それが重荷にならないよう、自重せねばと思ってはいるのだが……」

「い、いえ。俺にできることはやろうと思ってます。魔王と戦うことも」

　ディアストラさん、フィリアネスさんとの血の繋がりを示す金色の髪。コーネリアス公はもう六十歳代に入っていて、髪は白く変わりつつあるが、威厳を感じさせる姿をしている。年齢が上な分、ファーガス陛下よりも貫禄を感じるほどだった。かなりの長身で、老人とは思えないほど屈強そうに見える。

「西方領の北部にある古城ということは、北方領の国境に近い。陛下、我らも万一に備え、守りを固めさせていただきます」

「うむ。東西南北全てにおいて言えることだが、グールド公のように敵の手に落ち、命を落とす者が出ないよう、備えなければならない。コーネリアス公においては、ジークリッド殿と行動を共にするフィリアネス殿の祖父でもある。それゆえに、一度は顔を合わせておいてもらいたかった」

「お心遣いに感謝いたします。このような場で申し上げることではありませんが、娘たちとは長く顔を合わせておりませんでしたゆえ」

　やはり、コーネリアス公はディアストラさんの父親だった。フィリアネスさんも神妙な表情で、祖父の話に耳を傾けている。

「やはりジークリッド殿には期待せざるを得ない。その力をぜひ見せてもらいたい」

「はい。俺も騎士団長殿たちに、胸を貸してもらうつもりで戦います」




　◆ログ◆

　・《ヴィクトリア》はつぶやいた。「無邪気な顔でよく言う……二人が私のようにならねば良いがな」





　ヴィクトリアは俺が二人にスライムをけしかけることを期待しているようだが、あれはヴィクトリア限定のお仕置きなのでもうやらない。騎士といえば見境なくスライムで鎧を剝がすなんて、俺はそこまで鬼畜ではない。

「では、修練場に案内します。ジークリッド殿、こちらへどうぞ」

　ジェシカさんは俺を信用できないと言いつつ、丁寧な言葉を使い、しっかり案内してくれる。騎士道精神というやつか……クリスティーナさんのほうは巨大なボウガンを片手で担いで歩いていく。

　円卓の間を出たところで、クリスティーナさんは俺の視線に気づき、にやりと笑いつつ言った。

「気になる？　私のボウガンは特別だからね。魔術を込めて放つことができる、術じゆつ式しき弓きゆうというやつですよ。まあ、放つ弾によっては実弾より危ないけどね。くっくっく」

「術式弓……それって、どこで手に入るんですか？」

「……ん？　興味あるの？　へー、そっかー、ふーん……」

　クリスティーナさんは俺のことをしげしげと見てくる。そんなに興味を持たないでくれ、未だに見られるのは恥ずかしいんだ。

「話してみないと分かんないよね、やっぱり。さっきはごめん、私、挑発するみたいなこと言っちゃって。ムカムカしたでしょ？」

「え……あ、ああ、いや。気にしてないですよ」

「ほんと？　良かったー、私、人を怒らせるのって大得意だからね。こんな性格だから、あんまり友達いないんだよね。あ、私のことはクリスって呼んでいいよ。クリスティーナって長いでしょ？」

「は、はい……よろしくお願いします、クリスさん」

（喋りすぎて友達ができないタイプ……俺とは別種の、コミュ難ってことなのか？）

　曲者だと思っていたが、今のクリスティーナさんの嬉しそうな顔は邪気がなく、俺はすっかり毒気を抜かれてしまった。

「クリス、試合の前から手のひらを返すな。その武器に興味を持たれるのがそんなに嬉しいのか」

「嬉しいよ？　私の武器を見て、ヒロト君ったら目が輝いてるんだもん。ね、ね、術式弓についていろいろ教えてあげようか。あ、実戦で見ることになるから、その後で説明した方が分かりやすいかな？」

　詳しく教えてもらいたいけど、確かに実戦で見せてもらった方が色々分かりそうだ。高威力の魔術系投射武器というのは、何となく想像がつくけど。

　クリスティーナさんはまだ興奮がさめやらぬ様子で、熱を帯びた口調で話し続けた。

「騎士団の子たちは、普通の武器しか興味ないとか、他の大陸の武器は怖いとか言って使おうとしないんだよね。ジェシカさんもハルバード一筋だし。そんな重い武器ずっと振ってたら、脱いだときに『うわっ』って言っちゃうくらい筋肉ついちゃうよね」

「そ、そんなことは……騎士ならば当たり前だろう。クリスだけだ、鍛えずとも強いのは。フィリアネス様だって、日夜修練を積まれているにちがいない」

「えー？　フィル姉ねえさんすんごいおっぱい大きいし、鍛えなくても強いんじゃないのかなあ。鍛えたら私でも、おっぱいから落ちてくし」

「あ、あの……姉さんって？」

　騎士団長ともあろう人がおっぱいと連呼し始めたことも気になるが、さらに気になったのは彼女とフィリアネスさんとの関係だった。

　フィリアネスさんは俺達の先を歩いている。クリスティーナさんは彼女に聞こえないように声を落として言った。

「私はフィル姉さんの二つ下で、騎士学校ですごくお世話になってたんだよね。フィル姉さんは卒業する前に聖騎士として功績を上げて、飛び級で卒業しちゃったんだよ。すごいよあの人は、おっぱいも最強だし。ジーク君もそう思うっしょ？」

「え、えーと……とりあえず、呼び方を固定してもらえるとありがたいです」

「じゃあヒロト君にしよう。ジーク君だと、お父さんと同じになっちゃうもんね。斧騎士リカルド、私たちももちろん知ってるよ。才能を見込まれて出世したけど、いきなり騎士団やめちゃったんだよね」

「あ、あの……俺に対してあんまり良く思ってない感じがしましたけど、そうでもなかったんですか？」

「フィル姉さんを連れ歩いてるヒロト君には、ちょっとおもしろくない気持ちもあったよ。でもさ、術式弓に興味を持ってくれる子って逸材なんだよね。だからいいかなって。試合はもちろん全力だけどね」

「……ジークリッド殿の力を見てみたい。私もクリスも、そんな話をしていました。我々騎士団は、言ってしまえば力こそが全てという部分もある。あなたという新しい武人の力を知りたいのです。先程は不躾な申し出をして、申し訳ありません」

　ジェシカさんとクリスさん、二人はそこまで俺を悪く思ってなかった。そう思うと胸に安堵が広がる。

「あ、でもヒロト君に勝ったら、私たちを指揮下に置くのはあきらめてもらうよ。陛下だって、ヒロト君に私たちが勝ったときは強制しないと思うしね」

「それも、力こそ全てっていうことですか。分かりました」

「私たち二人は、男性に負けたことは一度もありません。今回もそのつもりです」

（俺も負けるつもりはないよ。元来、負けず嫌いなんでね）

　俺が二人より強いと証明する。それと合わせて、強い人と戦える貴重な機会だから、新しいスキルを試させてもらうことにしよう。

『交渉術』にポイントを振り、１２０ポイントにする。それで、新しいスキルが取れたら試してみたい。

（まず、１２０でスキルが取れるかどうかだけど。どうか取れますように……！）




　◆ログ◆

　・あなたは交渉術スキルにポイントを10割り振った。

　・スキルが１２０になり、新たなパッシブ「恭順」を獲得した！




　◆スキル詳細◆

　名称：恭順

　習得条件：交渉術１２０




　説明

　通常戦闘での効果

　・使用者が戦闘で勝利したとき、相手の友好度を戦闘内容に応じて上昇させる。

　国家間戦争での効果

　・戦力差が三倍以上のとき、戦争を行わず、相手国を属国とすることができる。




　制限

　通常戦闘での制限

　・相手を殺害してはならない。

　・相手との関係が悪化している場合、規定値まで改善しなければ友好度が上昇しない。

　国家間戦争での制限

　・相手国と一度でも戦争をしている場合、十年経過するまで発動しない。




　使用方法

　・「恭順」パッシブを発動状態にしたまま、戦闘に勝利する。

　・「恭順」パッシブを発動状態にしたまま、相手国との交渉に入る。





　スキルの詳細に何度か意識をめぐらせたあと、じわじわとその凄さが理解できて、感嘆せざるを得なくなる。

（思った以上にとんでもないスキルだ……限界突破した後は世界が変わるな……）

　スキル１００以上の世界は異常だとしか言えない。今取得した『恭順』は、戦闘を行えばだいたい相手の評価が下がるのに、それどころか評価が上がるという。

　たとえば、倒した敵が起き上がって仲間になるようなイメージである。もしそれほどに友好度が上がるんだったら、全ての戦闘で『手加減』を発動すれば、仲間が増えまくることになってしまう。『調教』系のスキルがいらなくなってしまうわけだ。

　さらに三倍の戦力があれば敵国が無条件降伏するというのは、条件さえ満たせば、大国が小国をいくらでも吸収して領土を増やせることになる。

（俺が領地をもらう段階で、このスキルが出てくるとは……『恭順』か……）

　これから二人と戦って勝つことができれば、友好度がどれくらい上がるか確かめられる。友好度だから、戦いを終えて友情が生まれるというようなイメージだろうか。俺の指揮下に入ってもらうなら、できるだけ友好的な方がいいに決まっている。

（あまり態度が変わりすぎるようなら、『魅了』同様、ふだんは封印だけどな……どうなんだろう）

　考えながら皆と一緒に王宮を出て、修練場に向かう。上位の騎士が訓練する場所だが、貴族も訓練に使うようで、豪奢な身なりの人々も出入りしていた。

　まず、更衣室に案内された。武器が壁一面に掛けてあり、その中にはジェシカさんの使っている斧槍と近い形のものもある──しかし、中でも俺の目を引いたのは、床に置いてある斧槍だった。

「そ、それは……置いてはありますが、使いこなすのは無理です。非常に重く、荷車を使わないと運べないほどのものですから」

「そんなものが、なぜ修練場に？」

「他に置く場所がないけど、捨てるわけにもいかなかったんじゃない？　それって、遺跡洞窟から出土した武器なんだよね。『巨人のバルディッシュ』っていうらしいんだけど、見た目はそんなでもないのに、やたら重くて、でも発掘隊が必死で持って帰ってきちゃったから、ここに置いといたんじゃないかなあ」

　巨人のバルディッシュは、よく見ると超重量のために石床にめり込んでいた。

　武器にはサイズと重量が設定されているが、こんなに重い武器は見たことがない。『巨人』という修飾語は伊達ではないようだ。

「これ、持たせてもらってもいいですか？」

「っ……試しにと思っているのかもしれませんが、それは無理です。肩が外れてしまいますから、他の武器を……」

「まあまあ、いいじゃん。彼だっていろいろ挑戦したい年頃なんだよ」

　クリスさんは人懐っこく笑っているが、その目からは『持てないだろうけど』というニュアンスを感じる。

　こんな武器を装備したら、それこそ戦う前に決着がついているようなものだが──試さずにはいられない。

「よっ……！」

　柄を握って力を込めただけで、メキメキ、と床のヒビが広がる。持ち手の感触は悪くない──布を巻いた方がいいかもしれないが、このままでも取り回しに不便はない。




　◆ログ◆

　・あなたは「錆びた巨人のバルディッシュ」を手に入れた。





「なかなか手応えがある重さだけど……うん、いけそうだ」

　錆びているのが気になるが、バルデス爺に磨いてもらえばいい。貴重な武器のようなので、破損の危険がある強化に挑戦するのはちょっと怖いが。

「じゃあ、俺はこの武器を使わせて……あ、ああ。ごめん、装備できちゃって」

「も、持ち上げ……片手で……か、片手……？」

「ま、待って？　ちょっと待って……ええ？　めり込んでたよね？　それ、引っこ抜いて、軽々と……ええ？」

　ジェシカさんとクリスさんは動揺しすぎて、何を言っているのか要領を得ない。俺としては装備条件を満たしていれば、重すぎるということは全くないのだが。

　ちなみに巨人のバルディッシュの武器情報は、以下のようになっている。




　◆アイテム◆

　名前：錆びた巨人のバルディッシュ

　種類：斧槍

　レアリティ：スーパーユニーク

　攻撃力：19～55×１Ｄ４

　防御力：35

　装備条件：恵けい体たい１２０

　・未鑑定。

　・錆びている。





（攻撃力が通常攻撃で、最大２２０＋恵体分で４５９……６７９か。技を使ったら強烈なことになるな）

　装備条件が恵体１２０ということは、ゲーム時代は存在しなかった武器ということになる。そんなものがあるのに、重すぎるというだけの理由で更衣室に放置されているなんて……それこそ、宝の持ち腐れだ。

　この強さでも、最高レア武器ではない。やはり魔武器だけが最高レアの『ゴッズ』として存在しているということだろうか。

「ジェ、ジェシカさん……大丈夫？　私、ジェシカさんが死んだら、責任感じちゃうどころじゃすまないんだけど……ていうか、私も死ぬよねえ、これ」

「……こ、これも、魔王と戦ったという英雄を信じなかった私たちへの、女神様の罰なのでしょう。もし命を落としても、それも運命と甘んじて受け入れます」

　ステータスを見る限りジェシカさんは二十八歳、クリスさんは二十歳──その若い身空で死を覚悟させてしまったことに、ちょっと反省する。いくら使いたいからって、武器を持つだけで怖がらせてはいけない。

「い、一撃……武器を交えられたら、本望です。私の命を懸けて止めてみせる……！」

「だ、大丈夫。絶対死なせたりはしません、それじゃ試合の意味がないですから」

「ほんとにー？　あ、フィル姉さんに教えてもらったとか？　瀕死になるけど、絶対死なないさじ加減っていうのがすごく上手なんだよね、姉さんは。嗜し虐ぎやく的てきっていうかね」

「そんな言い方をするな、むしろ優しいと言うべきだ。騎士団の修練で命を落とす若者がいる中で、フィリアネス様は指導した生徒をひとりも脱落させていないのだから」

『手加減』スキルの有用性を確認せずにはいられない。フィリアネスさんのおかげで習得していなかったら、今までも苦労していただろう。

　しかし武器を選んだだけで、ほとんど試合の勝敗すら決してしまったようなこの状況はどうしたものか……なんとか戦意を取り戻してもらって、全力でかかってきてもらわないとな。





　御前試合／水浴び場にて






　修練用のプレートメイルも用意されていたが、俺はあえて軽い革の防具だけ身につけて、装備を整えた。

　修練場の中には、王族が訓練を観覧するために使う、ひときわ大きな部屋がある。外観は円筒状をしていて、上がドームのように丸くなっている──建築の歴史的に見てどうなのかわからないが、かなり高度な石工技術が用いられていることが分かる。ドームの屋根の内側に一面、人が戦っている姿が彫られているからだ。

　床にも幾き何か学がく模も様ようの絵が描かれていて、修練場というよりは神殿の広間のようでもある。やはり、むやみにスキルを使って破壊することはできない。

　二階にあたる高さのところに観覧席が作られ、さっき円卓の間にいた人たちが全員揃っている。さっきは話さなかった『ストラテジスト』のメアリーという少女もいた。

（ストラテジスト……戦略ストラテジー。戦略家……エルフならあの見た目でも、そういう知識があることはありえるか）

　試合前なので考えを打ち切り、俺は背中に背負ったバルディッシュの柄を握って、手応えを確認する。

　そして青騎士と赤騎士が、戦いの舞台に上がってくる。

　華のある容姿に、二人の実力は全く見劣りしないものだった。




　名前：ジェシカ・クローバー

　人間　女性　28歳　レベル61




　ジョブ：ジェネラル

　ライフ：１０３６／１０３６　マナ：３１２／３１２




　スキル

　　斧マスタリー　24　槍マスタリー　81　鎧マスタリー　82

　　恵体　83　猛将ジエネラル　32　指揮　34

　　騎士道　70　魔術素養　24　母性　73




　アクション

　　薪割り　兜割り　烈風突き　薙ぎ払い　連続突き

　　壁貫き　ブラストチャージ　飛翔三段　バスタードライブ

　　四し鳳ほう閃せん　一撃離脱　号令　布陣　敬礼　気迫

　　峰打ち　カリスマ　授乳　子守唄　搾さく乳にゆう　説得




　パッシブ

　　斧装備　槍装備　槍攻撃力上昇　鎧装備　重鎧装備

　　鎧効果上昇レベル３　スーパーアーマー　威圧

　　血風　指導　栄光　育成　慈母　子宝

　　オークに強い　スライムにとても弱い　潔癖症








　名前：クリスティーナ・ハウルヴィッツ

　人間　女性　20歳　レベル57




　ジョブ：ドラグーン

　ライフ：９１６／９１６　マナ：８０４／８０４




　スキル

　　弓マスタリー　32　銃マスタリー　68　鎧マスタリー　58

　　竜騎兵　52　精霊魔術　54　恵体　73

　　魔術素養　65　騎士道　51　気品　20　母性　48




　アクション

　　遠射　曲射　乱れ撃ち　連射　狙撃

　　騎乗　斉射　魔術弾　魔術弾速射

　　精霊魔術レベル６　敬礼　気迫　峰打ち　カリスマ

　　授乳　子守唄　搾乳




　パッシブ

　　弓装備　銃装備　射撃命中上昇レベル２　鎧装備

　　重鎧装備　鎧効果上昇レベル２　騎乗効果上昇

　　マジックブースト　マナー　育成

　　オークに弱い　スライムに弱い　のぼせやすい





（猛将……竜騎兵。これが、二人の固有スキル……どちらも上位職だけに、まだ全容は見えてないけど、今の時点でも十分に強さの片へん鱗りんを感じるな）

　特に今の俺には、『竜騎兵』のスキルが気になる。竜騎兵とは、銃を持った騎兵のことを指す言葉だが、このマギアハイムの世界ならば実際に『竜』がいるのだから、俺とユィシアが組んだときに強さを発揮するスキルがあるかもしれない。すでに竜騎兵40でパッシブ『騎乗効果上昇』があるので、ぜひ欲しい──何としてでも。

　二人とも騎士団長の名に恥じないステータスの高さだ。それぞれに、俺の防御を貫通する手段は持っていると思っていいだろう。ジェシカさんの槍技『四し鳳ほう閃せん』、クリスさんの『魔術弾速射』あたりに注意しなければ──と考えたところで、俺は遅れて気がつく。

　クリスさんの名前の欄らん、『ハウルヴィッツ』という言葉に、俺は聞き覚えがあった。もううろ覚えになってしまっているけど。確か、父さんと母さんが言っていた……。

　おそらく赤ん坊のときに聞いただけなので記憶に自信がない。俺は戦う前に、クリスさんに聞いてみることにした。

「あ、あの……クリスさん。戦う前に、あなたの名前を聞いてもいいですか」

「……んふふ。クリスティーナ・ハウルヴィッツだけど？」

「ハウルヴィッツ……それは確か、俺の母さんにも関わりがある名前のはずなんです。クリスさんは、もしかして、俺の母さんと関係があったりしますか？」

　──そう言って、俺はようやく気がついた。

　亜麻色の、ふわふわとした髪。その色は、母さんの髪の色と同じ……！

「……クリス、どういうことだ？　ジークリッド殿の母君と、どのような関係なのだ」

「後で教えてあげようと思ってたけどね。まあ、お察しのとおりだよ。ヒロト君のお母さんは、私の実のお姉ちゃんなんだよね」

「っ……な、なんで、今まで黙ってたんですか？」

　飄ひよう々ひようとしていて摑みどころがなく、俺を嫌っていると思いきやそうでもない。特異なスキルを持っていて、赤騎士団長で……極めつけに、まさか俺の母さんの妹だなんて。

「……そういうことか。姉君のご子息が魔王と戦うことを、よく思っていないと」

「どうだろうね。リカルドさんと一緒に家出したお姉ちゃんに、ハウルヴィッツのおじいちゃんはとっても良くしてくれたんだよ。それを知らずに生きてきた坊やには、ちょっと思うところもあるっていうかね。今、八歳くらいのはずだよね？　それが、どうしてそんなに大きくなっちゃってるのかな？」

「は、八歳……？　何かの間違いではないのか。今の彼は、どう見ても、まだ若いとはいえ一人前の青年に見えるが……」

「それについてはまた、必ず話します。俺と二人が、一緒に戦う仲間になれるなら」

　クリスさんは微笑んだままでいた。そして観覧席から見ているディアストラさんが前に出て、試合開始の合図を下そうとする。

「これより、騎士団長二人と、ヒロト・ジークリッドの御前試合を行う。騎士の誇りを失わず、いたずらに相手を傷つけず、各々の力を存分に発揮せよ。始めっ！」

（さて……やるか……！）

　背中に背負ったバルディッシュの柄に手をかける。そして俺は、それを使って戦いの前に『演舞』を始めた。

　ただの儀礼や、見せるためだけの動きではない。フィリアネスさんと幼いときにやってきた演舞には、間合いを確認し、自分の状態を確かめるという意味もあるのだ。

「……何……という……」

「……見せつけてくれるじゃない」

　ジェシカさんは驚き、クリスさんは笑っている。彼女は悟っている──俺の動きが、フィリアネスさんに教わったものだということを。

　巨人のバルディッシュを袈裟懸けに二度振ったあと、その勢いのままに身体の上までバルディッシュを持っていき、回転させる──轟音と共に斧槍が風を巻き起こし、まだ間合いの離れている騎士団長二人の髪を揺らした。

「──おぉぉっ！」







　◆ログ◆

　・あなたは「ウォークライ」を発動させた！

　・パーティの闘志が昂こう揚ようする！　パーティの攻撃力が一時的に上昇した！





　最後に雄叫びと共に斧槍を突き出し、そのまま正面に構える。

　俺の声が響いたあとで、ビリビリと空気が震えている。ただ黙って見ていたジェシカさんとクリスさんは、それでようやく我に返った。

「二人は、戦う準備はしなくていいのか？」

「……確かめたのですか、新しい武器を。それだけの動きで……」

「久しぶりに、鳥肌立っちゃってるよ。でもいくら強い武器でも、当たらなければ意味はないんだよね……っ！」

　演舞は二人の闘志を煽あおる意味もある──俺の狙い通り、巨人のバルディッシュを前に萎縮していた二人の目に、闘志の炎が戻っている。

「クリス、私が先に仕掛ける……貴公は術式弓で狙い撃てっ！　はぁぁっ！」




　◆ログ◆

　・《ジェシカ》は「威圧」を発動させた！　あなたには効果がなかった。





（猛将は自動で威圧を発動させるのか……でも、俺には通じない！）

「私を前に怯むこともない……そのような相手は久しぶりです……っ！」

　黒い髪をなびかせながら、ジェシカさんが踏み込む──一瞬後には彼女は俺を間合いの中にとらえ、斧槍の柄を引き、身体をひねって強烈な突きを繰りだそうとしていた。

「御免っ……！」




　◆ログ◆

　・《ジェシカ》は「峰打ち」を発動した！

　・《ジェシカ》は「ブラストチャージ」を放った！





　単体でも使える『峰打ち』を、槍の大技に組み合わせることで、致命の一撃を避ける──さすがは騎士団長だ。

（ブラストチャージ……まともに受ければ俺の防御を貫通する。『ダメージを受けてみたい』、なんてのはさすがに舐めすぎてるよなっ……じゃあ……！）

「──甘いっ！」




　◆ログ◆

　・あなたは「パワースラッシュ」を放った！

　・技と技がぶつかり合う！　攻撃が相殺された！

　・《ジェシカ》の武器の耐久度が下がった！





「くぅっ……！」

　範囲攻撃であり、複数人を攻撃することができる『ブラストチャージ』。その威力を、俺が袈裟斬りで叩きつけた斧槍が封殺し、彼女の俺のものと比べて細い斧槍では受け止めきれず、大きく弾き飛ばされる。何度も繰り返せば、彼女の武器は破壊されかねない、それほどの手応えがあった。

　パワースラッシュ──俺が得意とする斧技は、斧槍でもそのまま使うことができる。今日初めて斧槍を使った俺でも、ジェシカさんに遅れを取ることはないということだ。

「──クリスッ！」

「っ……!?」




　◆ログ◆

　・《ジェシカ》は「一撃離脱」を発動した！　あなたとの間合いが大きく開いた。





　ジェシカさんが大きく後ろに飛ぶ──それはスキルを使わなければ不可能なほどの迅速な動きだった。

　俺からジェシカさんが離れる。それが意味することに気づいたとき、俺はぞくりと悪寒を覚える。

「ごめんねヒロト君……ちょっと熱いの行くよっ！」

　俺の視界から外れるように動いていたクリスさんの声。

　振り返ろうとしたとき、クリスさんが構えた術式弓の発射口に、巨大な火球が発生しているのが見えた。

（二人で連携してきた……ライバルのわりに、息がぴったりじゃないか……！）




　◆ログ◆

　・《クリスティーナ》は精霊魔術によって、火属性の魔術弾を生成した！

　・《クリスティーナ》の魔術弾速射！　「火炎爆裂弾フレイム・エクスプロード」！





「──『火炎爆裂弾』ッ！」

　火球がキュィン、と音を立てて、瞬時に矢弾へと姿を変える。

　そして瞬きをした後には、俺に向けて矢が迫っていた──魔術弾速射、発生から着弾まで、まさかここまで速いとは……！

（やるな……本当に強い……！）

「──『火精の盾フレイム・シールド』！」

　減殺しきれるか分からない。それでも着弾する寸前に、精霊魔術による盾を展開する──それは少なからず、俺が魔術弾の威力を脅威に感じたからだった。




　◆ログ◆

　・あなたは「火精の盾」を詠唱した！　火属性に対する耐性が一時的に上昇した！

　・「火炎爆裂弾」があなたに命中した！　盾を貫通、32のダメージ！





「っ……！」

　32というと、やけどにもならない程度のダメージだ。それでもジェシカさんとクリスさんは、俺にダメージを与えてきた──上から言うのもなんだけど、高い戦闘力を証明してくれた。

　観覧席からも声が上がった。俺の身体が爆風に包まれたので、かなり派手に見えたのだろう。自然回復だけで勝手に全快するダメージでしかないが、傍から見ているとヒヤリとするはずだ──フィリアネスさんもディアストラさんも、俺の力を知っているので心配していなかったけれど。

「よしっ……！」

「クリス、油断するな！　まだ、彼はあまり打撃を受けていないっ！」

　ジェシカさんが冷静に判断する。俺は距離の離れた二人にどう攻撃するかを考え、動こうとしたところで、着ていたものがぼろ、と崩れて取れてしまった。




　◆ログ◆

　・爆裂属性による追加効果！　あなたの「レザーアーマー」が破壊された。





（うわっ……か、革の鎧が燃えた……！）

　ここに入場するときにつけてきた防具──金属製にしなかったから、火炎爆裂弾で燃やされて上半身が裸になってしまった。革製の弱点はこういうところで、適当な防具しか選ばなかったことをちょっと後悔する。

　まあ、もう小手調べは済んだので、次の攻撃を受ける前に勝負をつける。だから問題ないと思ったのだが……。




　◆ログ◆

　・あなたの「艶あで姿すがた」が発動！　範囲内にいる異性を惹きつけた。





（えぇぇぇぇ!?）

　戦闘に関係ないスキルが、非常にどうでもいいタイミングで発動してしまった。確かに、女性陣からの熱い視線を感じる……そんなに見ないでくれ、俺も思春期だから恥ずかしいんだ。

　ジェシカさんとクリスさんは戦闘中だから、俺の艶姿、セクシーな姿を見せたからといって、大して動揺していないはずだ──と思いきや。

「……ク、クリス。鼻から赤いものが……」

「ふぁっ……え、えっと、あの、これはそうじゃなくてね？　別にいい身体してるなとか、髪の毛下ろすとワイルドだなとか考えてるわけじゃなくてね？」

　クリスさんは鼻を押さえつつ言う。そういえば、『のぼせやすい』のマイナスパッシブがついていたな……それって、興奮して鼻血が出やすいってことでもあるのか。

　ジェシカさん、クリスさんだけでなく、俺の半裸に対して観覧席からも熱いコメントが寄せられていた。




　◆ログ◆

　・《フィリアネス》はつぶやいた。「見惚れている場合ではないのだが……」

　・《ディアストラ》はつぶやいた。「なんというものを見せるのだ……これでは眠りに差し支える……」

　・《ヴィクトリア》はつぶやいた。「違うところを燃やせっ、煉獄の炎で……！」

　・《ファーガス》はつぶやいた。「ルシエの婿むこということは、私の義息か……」

　・《ゴドー》はつぶやいた。「魔術も使いこなしますか。興味深い研究対象です」

　・《コーネリアス》はつぶやいた。「若い頃を思い出す。この老いぼれの血もたぎるというものだ」





（女性陣と男性陣で、見てるところがまったく違うな……そしてファーガス陛下は気が早いな）

　ヴィクトリアはどこを燃やしてほしいんだろう……変なことを考えてたらお仕置きだな。ジョゼフィーヌは出番に備えて、今も物陰でプルプルしているに違いない。

　ディアストラさんの安眠についても気になるが、やはりまだ話してないあの少女──メアリーさんは、何も言わないままなのだろうか。と思った矢先だった。







　◆ログ◆

　・《メアリー》はつぶやいた。「強いのに、無駄な筋肉がない。きれいな裸……」





（興味を示してくれた……って、喜んでる場合じゃない。それはただの露出狂だ）

「も、もう大丈夫……お姉さんちょっとびっくりだわ。ヒロト君がこんなにイイ身体してるなんて」

「な、何を言っているっ……つつっ、続けるぞっ！　はぁぁっ！」

　ジェシカさんもクリスさんも辛うじて気を取り直し、再び向かってくる──前と同じパターンだ。一度目が成功したから、二度まではいけると思っているのだろう。

（一撃離脱ってスキルは、離れると同時に、俺に隙を作る。それはスキルの効果で、今の俺には防ぐ手立てはない……となると……）

　ジェシカさんのアクション『一撃離脱』が成功すると、俺の身体は０・３秒ほど言うことを聞かなくなる。その隙を突いて、クリスさんは確実に魔術弾を打ち込んでくるだろう──小手調べの今よりも、もっと強力なものを。

　それなら、答えは一つだ。

　俺は斧槍を引き、槍先をゆらりと下げる。そして全身全霊の力を込めた一撃を放つべく、腰を落とした。

「私の槍を前にして、溜めに入るとは……分かりました。正面からお受けしましょうっ！」

「ヒロト君、甘く見てもらっちゃ困るよっ！　私の魔術弾は、『いつでも』撃てるんだよねえっ！」

　俺の構えを挑発と受け取り、ジェシカさんは間合いを詰めて大技を、クリスさんはジェシカさんの一撃離脱を待たず、彼女の攻撃に重ねて魔術弾を放とうとする。

（二人の動きよりも早く牽制する手段がないと思ってるのか。あまり、甘く見ないでくれよ……！）

「──雷の精霊よ、大気を駆け抜け、敵を薙ぎ払えっ！」

「っ……その魔術は……」

「フィル姉さんのっ……!?」




　◆ログ◆

　・あなたは「マジックブースト」を発動させた！

　・あなたは「ボルトストリーム」を詠唱した！





　雷属性の魔術は全体的に発生が速く、敵への到達も速い。ジェシカさんの大技は発生まで時間がかかり、クリスさんの魔術弾も、強い魔術を使うほど発生が遅れる──ならば、後からでも俺の魔術の速度が上回る。

　俺の掌から発生し、一瞬にして空間を貫いた雷光が、二人の騎士の身体を走り抜ける。

「くぅぅっ……あぁ……！」

「はぁぅっ……な、何の、これしきっ……！」




　◆ログ◆

　・《ジェシカ》に２８３ダメージ！　《ジェシカ》は麻痺状態になった。

　・《クリスティーナ》に１８２ダメージ！　《クリスティーナ》は麻痺に抵抗した。

　・《クリスティーナ》の攻撃がキャンセルされた！





（っ……そうか。魔術素養が上がった分だけ、魔術の威力が上がって……ブーストはやりすぎたか……っ）

「……っ、く……まだ……魔術の一撃などでは、倒れられないっ……！」

　ジェシカさんは麻痺してもなお、斧槍を握りしめて立ち続ける。何ていう……これが騎士団長の『気迫』か。麻痺による行動制限を、気合いだけで低減しているのだ。

「なかなかやるね……でも、もらったよっ！」

　魔術素養の高いクリスさんは麻痺していない──そして、再び魔術弾速射の体勢に入る。

　まだ戦いを続けたい気持ちはある。しかしさっきより高威力の魔術弾を撃ちこまれたら、見ている人たちには俺のダメージが大きいように見えるだろう。戦闘が派手になればなるほど、途中で止められる可能性も高まる。

（……負けるわけにはいかない。誰が見ても認める形で勝つ……！）

「──うぉぉぉぉぉっ！」

　魔術弾速射の軌道は直線だ。正面から俺の技で受け止め、返しきる……！




　◆ログ◆

　・あなたは「ダブル魔法剣」を放った！

　・あなたは「スパイラルサンダー」を武器にエンチャントした！

　・あなたは「クリムゾンフレア」を武器にエンチャントした！





「なっ……!?」

　クリスさんの目が見開かれる。この試合において、その一瞬の動揺が命取りだった。

　神しん聖せい剣けん技ぎを使うことで、相手に隙ができるかもしれない──それを分かっていて発動したのは少し卑怯にも感じたが、俺は事前に可能性を示し唆さしていた。フィリアネスさんに学んだ演舞を見せることで。

（詠唱の速さでは上回った……あとは威力だ……！）

「──はぁぁぁぁぁっ！」




　◆ログ◆

　・「巨人のバルディッシュ」が光り輝く！　技の威力が上昇した！





（武器が、反応して……そうか……！）

　巨人のバルディッシュ──その未鑑定の能力のうちのひとつが、この瞬間に明らかになった。

『ギガントスラッシュ』。巨人の振り回す戦せん斧ぷにも等しいと言われる一撃──それは、巨人のバルディッシュと組み合わせることで、本来の威力を発揮するのだ。

　何も考えず、適切な威力の技を選んだつもりだった。その威力が、俺の想定以上に跳ね上がる──そう予感させるだけの力が、俺の振りぬかんとする斧槍に込められていた。

「私だって、負けるわけにはいかないんだよ……っ！」

　クリスさんは叫び、その瞳に射抜くような鋭さを取り戻す。そして、巨大なクロスボウガンに、魔術で生成した矢──俺に対抗したのか、今度は雷属性の矢を装そう塡てんし、俺に向けて放ってきた。




　◆ログ◆

　・《クリスティーナ》は精霊魔術によって、雷属性の魔術弾を生成した！

　・《クリスティーナ》の魔術弾速射！　「轟雷殲滅弾ストライク・ブレイカー」！





「『轟雷殲滅弾』！」

　殲滅弾──おそらく、爆裂弾より上の威力を持つ弾。しかし、銃マスタリーか、それとも竜騎兵スキルが上がりきっていないからか、俺の予想と違い、前の魔術弾より大きく威力が跳ね上がることはなかった。

　さっきと同じ弾を使えば詠唱が遅くなることもなく、俺に当てられたかもしれない。しかし、もう後の祭りだ……！

（……クリスさん、あなたはまだまだ強くなる。ジェシカさんも……でも、今は……！）

「いけぇぇぇっ……！」




　◆ログ◆

　・あなたは「ギガントスラッシュ」を放った！　「巨斧紅雷斬ギガントストラツシユ」！





　振りぬいた斧が描く斬撃の軌跡は、俺の想像を遙はるかに上回っていた。

　斧槍の間合いの遙か外にいた二人の騎士を薙ぎ払い、それでも足りず、修練場の壁全体に斬撃が届き、炎と雷を纏った軌跡が走り抜ける。

「あぁぁぁぁぁっ……！」

「……きゃぁぁぁぁっ……！」















　◆ログ◆

　・《ジェシカ》に３２３８ダメージ！　オーバーキル！

　・「手加減」が発動！　《ジェシカ》を無力化した。

　・《クリスティーナ》に２４５２ダメージ！　オーバーキル！

　・「手加減」が発動！　《クリスティーナ》を無力化した。





　唖然としたのは俺自身だった。

　斧マスタリー１１０の必殺技『メテオクラッシュ』で１８７４ダメージ。それが最高だったのに、ジェシカさんという強敵を相手にして最大ダメージを大きく更新してしまったのだから。

　──「手加減」をしているので、怪我をさせることはない。そう思っていた俺だが、そこに盲点があることを失念していた。

「手加減」は、防具の耐久力に対しては適用されないのだ。




　◆ログ◆

　・《ジェシカ》の「ブルーライン・ハーフプレートメイル」の耐久度がゼロになった。

　・《クリスティーナ》の「レッドライン・ハーフプレートメイル」の耐久度がゼロになった。





　ダメージと同時に、二人の装備が吹き飛んでしまう──重装甲というわけではないが、堅牢なハーフプレートメイルを、俺は一撃で破壊してしまったのだ。

（や、やばいっ……！）

　装甲だけでなく、その下に着ているアンダーウェアもびりびりに裂けていく。このままでは、二人の裸を皆に見られてしまう……！

「私と同じように、二人にも辱はずかしめを……なんという男だ、おまえは……っ」

「ヴィクトリア、喜んでいる場合ではないぞ。ジークリッドがおまえの上官になったら、私の指導方針を引き継ぐように伝えておくからな」

　ヴィクトリアとディアストラさんは女性だからいいが、この場には男性もいる──もはや一刻の猶予もならない。

「す、すみませんっ！　ちょっと眩まぶしいですけど、何も害はないですからっ！」




　◆ログ◆

　・あなたは「ホーリーライト」を詠唱した！





「くっ、眩しい……ど、どうしたのだ、ジークリッド君っ！」

「陛下っ、問題はございません！　ヒロトにも考えのことがあってのことかと……っ！」

（フィリアネスさん、ナイス……！　今のうちに、二人を……！）

　俺は目眩ましをしている間に、動けなくなっている騎士団長二人を担いで、修練場から足早に立ち去った。向かう先は、代わりの装備があるだろう更衣室だ。

「ジークリッド君、君の実力は見せてもらった！　後ほど改めて、君に魔王リリム討伐の指揮権を正式に与え、そのための地位の授与を……っ！」

　ファーガス陛下の声が追いかけてくる。国王陛下を待たせるのは本意ではないが、俺がこの場で何よりも優先するべきは、二人の騎士団長の尊厳を守ることだろう。

　走っているうちに、戦闘勝利のログが流れてくる。実りの多い戦いだった──そして俺は、新たなスキル「恭順」の効果を確かめることができた。




　◆ログ◆

　・あなたは戦闘に勝利した！

　・あなたのレベルが上がった！　スキルポイントを３手に入れた。

　・あなたの「斧マスタリー」が上昇した！

　・《ジェシカ》の「槍マスタリー」が上昇した！

　・《クリスティーナ》のレベルが上がった！

　・《クリスティーナ》の「竜騎兵」が上昇した！




　◆戦闘評価◆

　・２人をオーバーキルし、戦闘評価が上昇した。

　・２人に手加減して倒し、戦闘評価が上昇した。

　・《ジェシカ》の状態異常により、戦闘評価が上昇した。

　・《クリスティーナ》の状態異常により、戦闘評価が上昇した。

　・「恭順」の効果により、《ジェシカ》《クリスティーナ》の友好度が上昇した。





　俺は更衣室に入ると、適当な布を探して二人に羽織らせ、インベントリーからポーションを出して飲んでもらった。

「んっ……んくっ……」

　ジェシカさんがポーションの瓶に口をつけて飲んでくれる。白い喉が動いて、中身の半分くらいは飲んでくれた。

　二人ともライフの最大値が多いので、自然回復も早い。もう少しすれば、意識もはっきりしてくるだろう。

「すみません、俺、やりすぎて……」

　次はクリスさんにポーションを飲ませる。もちろんその都度、新品のポーションを出している。アイテムのストックはかなりあるので、全く問題ない。

「……んっ、んっ……あはは……ヒロト君、ありがと……恥ずかしいとこ、見られちゃうとこだったよ……」

　クリスさんはこうして見ると、母さんを少し眠たそうにしたような、そんな顔をしていた。どうして最初から気が付かなかったのだろう、と不思議に思うくらい、姉妹らしい面影がある。

「ほんとは衛生兵の人を呼んだりした方が良かったですね。今からでも……」

「……いいえ。私も騎士団長ですから……できるなら、部下に弱った姿は見せたくありません」

「うん、私も……騎士団長って、いつも強くないとダメなんだよ。ヴィクターみたいに、場合によっては部下の子たちが支えてくれる場合もあると思うけどね……」

（うわっ……！）

　クリスさんが身体を起こそうとした拍子に、頼りなく胸元を覆っていた布がずれて、豊かな膨らみが半分ほど見えてしまう。

　こんなこと言うのもなんだけど、姉妹で胸の形が……母さんより一回り大きいけど、張りの具合だとか、大きくても形を保っているところだとか、本当によく似てる。

（……似てるけど、それだけじゃない。やっぱり、それぞれに違うんだよな）

「……ヒロト殿も、クリスの魔術弾で、鎧が……」

「あ……そうだな。さすがに炎の魔術をまともに食らうと、ちょっとすすけてるな」

「……大丈夫？　やけどとか、してない……？」

「だ、大丈夫、俺は全然……」

　自分の方がダメージが大きいのに、クリスさんは本気で心配して──俺の上半身を目にして、首から上がきゅーっと真っ赤に染まっていく。

「ふぁっ……ご、ごめん。変なこと考えてるわけじゃないんだよ。ただ、はなぢ、出やすくて……」

「っ……だ、大丈夫ですか？」

「だ、だめっ……！」

　鼻血を止める方法といえば、冷やすとか、小鼻を圧迫して止めるとかだっただろうか──しかし、確かにそれを俺がクリスさんにやっていいというわけではない。

　しかし──今までずっと飄々としてたクリスさんが、急に恥ずかしがり始めて、正直に言うと驚いていた。それは、こんなあられもない姿にされたら、俺を警戒しても仕方がないけど。

「ご、ごめん。俺、とりあえずすすを落としてきたいんだけど……」

「は、はい……そちらに、修練後の汗を流す水場があります」

「……ふぁ……とまんない……こ、こんなときに～……かっこ悪すぎ……」

　クリスさんが泣きそうな声を出していたけど、ジェシカさんが宥めていた。この二人を見ていると、マールさんとアレッタさんのやりとりを思い出す。

（みんな仲がいいんだな……騎士団は。マールさんたちとは、ジェシカさんたちはどういう関係なんだろう）

　そんなことを考えているのは、さっき見てしまったジェシカさんとクリスさんの艶なまめかしい姿を、必死に意識の外から追いやろうとしているからだった。

　水でも浴びて頭を冷やした方がいい。異性に対する意識に目覚めてしまうと、こういう部分が大変なんだな、と今さらに実感していた。




「ふぅ……」

　冷たい水を浴びると、身体の火照りが少しはおさまったが、どうにも落ち着かない。

　きのう、あんなにフィリアネスさんと……なのに俺は、別の女の人をすぐ意識してしまっている。

（これから、俺の指揮で一緒に戦ってくれる仲間で……ミゼールを守備してくれる人たちだぞ。適切な距離感で接しないと……）

　俺が上がったら彼女たちと交代して、彼女たちが水浴びしている間に、俺は着替えて外に出て、ミゼールに戻る支度をする。そうすれば、過剰に意識したりすることもない。

　──ないんだけど。俺の頭の中では、『猛将ジエネラル』『竜騎兵』の二つが、ぐるぐると回っているのだった。

（欲しい……い、いや、会ったばかりだぞ。俺はもう大人と認められてるんだ、簡単にそんなことしていいわけがない。二人だって許してくれるわけが……そうだ、普通は、会ったばかりの人には……）

　考えが暴走していく前に、もう一度水を浴びて、ここを出よう。

　そう心に決めて、桶で水をかぶろうとしたとき──ぴちゃ、と音が聞こえた。

　濡れた石の上を歩いてくる、二つの裸足の足音。俺はこんなことが、前にもあったと思い出す。そうだ、イシュアラル村でのときと似ている。

（に、似てるとかそういう問題じゃなくて……な、なぜ来るっ……!?）

　さっきクリスさんはあんなに恥じらっていたし、ジェシカさんだってそうだ。

　なのに、彼女たちは、布一枚を纏った姿で、俺のいる水場に入ってきてしまった。

「……な、なんで……二人とも、俺、まだ入って……」

　至極当然のことを聞いたはずが、ジェシカさんもクリスさんも、俺をじっと見つめて何も答えない。

　原因として考えられることはある。しかし俺は、恐ろしくてなかなか確認する気になれなかった。

（でも、確認しないと……それで、答えは明らかになる……）




　◆情報◆

　名称：ジェシカ・クローバー

　関係：あなたに身も心も捧げ尽くしている。




　名称：クリスティーナ・ハウルヴィッツ

　関係：あなたに愛情を抱いている。





（あ、上がりすぎだ……たった一回発動しただけなのに……！）

『恭順』の判定でボーナスが加算されたとき、なぜ危機感を抱かなかったのか──たった一回『恭順』が発動しただけでは、大して変わらないと思っていたのが仇になった。

　動揺しきった俺の前に、二人の女性が歩いてくる。

　見ないようにしていたが、ジェシカさんは引き締まった身体なのにどうしてそこまで大きくなるのか分からないほど胸が大きい。母性73、俺が出会った中でも屈指の数値を誇る彼女は、胸元を布で押さえているが、手が谷間に沈み込んで、乳ち房ぶさの形がくっきりと浮かび上がっていた。

　そしてクリスさんを見ると本当にだめだ。髪を下ろすと、母さんに似すぎている。別人だと分かっていても、なぜか父さんの顔が脳裏を巡り、『ヒロト、自分に恥じない生き方をしろよ』と爽やかに笑いかけてくる。

「……こんなにお強いとは思っていませんでした。あなたの技を受けたとき、私が今まで命を懸けたつもりでいた戦いなどは、遊びにしか過ぎないと思い知らされて……」

「ほんとにすごかったよ、ヒロト君。私ね、最初の一発が当たったとき、大したことないじゃんって思っちゃったんだ。でも、違ってた……キミはすごいよ。私が今まで見てきた男の人で……ううん、世界中探したって、キミみたいな人は見つからない……」

（ま、待ってくれ……ぬ、布はそのままにしてくれ。そうじゃないと俺は……っ！）

　そうして見て気がついた。俺は、彼女たちがここに来たときから、ずっと全裸なのだと。

　二人の視線がどこを向いているか怖くて、目で追いたくない。だったら隠せというところだが、風呂から上がってすぐに拭けばいいと思っていたので、水浴びには布を持ってこなかった。

（インベントリーから装備を……いや、それも置いてきてるし……つ、詰んだ……俺の男としての目覚めが、二人に悟られてしまう……！）

　ジェシカさんはちら、と視線を下に向けて、口に手を当てる。それは嫌悪からではなく、恥じらいと好奇心、そしてどこか嬉しさが入り混じったような表情だった。乙女といえばそうかもしれない、二十八歳だけど、彼女はたぶん初めてなのだ。何が初めてかは、階段を上ることというかいろいろだと思う。

　そしてのぼせやすいクリスさんは鼻血を出すこともなく、俺の身体を見て、心なしか息を荒くしている。そこで俺は、彼女が戦闘中に何の状態異常になっていたか理解した。気の利くログは、それを敢えて表示しなかったのだ。ログに意志があるような言い方もどうかと思うが。

（間違いない、この『発情』状態は……俺の『艶姿』が発動したときに、かかってたんだ……！）

　房中術も使いようによっては凄まじく強い気がしてくる。しかし冷静に考えてみれば、クリスさんは俺の母さんの妹──つまり叔母さんだ。

　今までの女性とは比べ物にならないほど、禁忌に触れている感じがする。叔母を発情させ、なお俺は『竜騎兵』スキルを欲しいと思ってしまっているのだから。

「……ヒロト君ともっとちっちゃい頃に会えてたらって思ったけど、あれだね。私もお姉ちゃんより六つも下だから、今のおっきくなったヒロト君となら、そんなに変わらないよね……とか思ったりして」

「か、変わらないというか……」

　肉体年齢としては六歳しか変わらない。六歳差……これはどうなのだろう。

（そうじゃない、母さんの妹さんなんだぞ！　竜騎兵なんてスキルは見なかったことにするんだ！　見なかったことに……）

　ぱさっ、ふぁさっ。

（すごい布っぽい音がしたぞ……というか俺の瞳には揺るぎない真実が映っているけど……肌色が増えた気がするけど、桜色の部分はまだ見えていないぞ……逃げろ、逃げるんだ！　男のプライドも何もかも捨てて、少年の恥じらいに身を任せるんだ！）

　必死に抵抗する理性。だ、だめだ、俺はフィリアネスさんと一夜を明かしたばかりなんだ。その次の日になんてだめだ、だめだ……！

「……こんな気持ちになったのは、初めてです。ヒロト殿……こうしてあなたと剣を交え、こうして水浴びのお世話をさせて頂く機会を得たのは……女としての幸せをあきらめていた私への、女神様のご褒美だと……思いたいの、ですが……こ、こんな、鍛えることしかしてこなかった身体では、お相手をしていただけませんよね……」

「……ジェシカさん、男嫌いで有名なんだよ？　こんな人にここまでさせちゃったんだから……ね、ヒロト君、分かるよね。何もしてあげないで帰しちゃったら、ひどい人って思われちゃうよ……？」

　熱っぽい瞳のクリスさんの方が、ジェシカさんよりずっと色っぽい表情になっている。というかさっきから、その視線が、『いい身体してる』なんて言葉じゃすまないくらい、俺に熱心に向けられている。

　間合いを広げなくては──と思ったが、女性から詰め寄られると、バックステップなど封印状態となる。ついに俺はジェシカさんとクリスさんの二人に迫られ、彼女たちが身体を覆っていた布はとうの昔に床にわだかまるのみとなり──前に突き出した母性の曲線が、俺の胸板のラインと交わる。曲線と曲線の接点の座標計算が始まる。

　ぷにゅっ、ぷにゅっ。

（ぷ、ぷにゅって……そんな、プリンみたいな……！）

「んっ……す、すみません。こんなとき、どうしていいのか分からなくて……男性に作法を教えてもらえると、とても嬉しいのですが……」

「ヒロト君のほうに、教えてあげないとだめなんじゃない……？　まだ若いんだから、初めてだよね……で、でも、私も良く分かんないし……」

　俺も熟練者であることを隠し、初心な少年を装うべきなのだろうか。そんな少年に二人で迫る騎士団長たち──こ、これ以上はもうダメだ……理性が……。

　何より心配なのは、クリスさんが鼻血を出さないかということだが、今は踏みとどまっていた。

　それどころかジェシカさんより先に、クリスさんが俺の頭を抱き寄せて、胸元に惜しみなく当ててくる。

「う、うわっ、柔らか……ク、クリスさんっ……」

「……こんなに大きくなってから会っちゃうとね……甥っ子っていう感じ、しないよね。ヒロト君、髪長いから、ミゼールに行ったらお姉ちゃんに切ってもらいなよ……」

　急成長してから伸びっぱなしの髪は、確かに切ってもらわねばならない。し、しかし、今は、それより……。

「ク、クリス……私も勇気を出してやってきたのだから……その……ヒロト殿と……」

「あ、ごめんごめん……でも私、もう言っちゃうけど、我慢できないんだよね。ヒロト君、さっきはなぢ出たとき、私のはなぢ止めてくれようとしたっしょ？」

「あ、あれは……すみません、急に触ろうとしたりして。普通ダメですよね、そういうのは……」

　ちゃんと敬語を使って、何とか普通の距離感に戻ろうとする。それが俺の、なけなしの最後の理性だった。

　──しかし「我慢できない」とまで言ったクリスさんは、俺のそんな態度が気に入らなかったみたいで、すぅ、と目を細める。そして……。

（うわっ……！）

「んっ……ほら、分かるよね？　ヒロト君……私もこれは運命だと思うんだよね。ふつう、いい身体してるなんて、その気がなかったら思わないと思うんだよね……本能ってやつ？」

　手首をつかまれ、あれよという間に、クリスさんの胸に手を触れさせられていた。

（や、柔らかい……手にちょっと余るくらいの、絶妙な大きさ……それに、な、何か、尖ってきてる……）

「お姉ちゃんには内緒にしておいてあげるから……ね？　叔母さんと、ちょっとだけいいことしよ？　大丈夫、初めてだけど、だいたい想像はつくから」

「そ、想像……どこから来るのだ、その自信は。い、いえ、ヒロト殿、私は想像などはしていないのですが、自然にまかせれば、身体が開くものだと思っています……っ」

（ひ、開く……身体は開くものだったのか。って、そっちの意味しかないぞ……ど、どうする……！）

　もう触ってしまっているのだから、できる範囲内で──スキルをもらう。

　それより先については、まだ俺にはとても進めないというか、段階を踏みたい気持ちでいっぱいだ。恭順で好感度が上がったのがきっかけであっても、少しずつ信頼を積み上げ、そのうち指揮する側とされる側の関係より深まりそうなら、俺も責任の所在について真摯に検討を、

「あっ……ご、ごめん、敏感になってるみたい。私、さっきからおかしいんだよね……ヒロト君の裸見たときから、ずっと……」

「……私もです。とてもしなやかで、私のように鍛えすぎずとも、ありあまる力に満ちた力強いお身体……ああ……見ているだけで、頭がおかしくなりそう……」

（げ、限界だ……俺もいろいろと限界だ……！）

　こうして成長した今、こんなとき、俺もヘタレてばかりはいられない。女性に恥をかかせず、そして自分も成長する。そう開き直る──もとい腹をくくることが、今は何より必要だ。

「……ふ、二人とも。いきなりこんなこと言って、怒るかもしれないけど……俺も、もう我慢できないんだ」

「っ……は、はい。初めてで少し怖いですが、ヒロト殿が望んでくださるなら……」

「ちょっと話が早すぎる気はするけど……これが世に言う、行きずりの関係っていうやつなのかな？　でも一回きりなんて嫌だよ……分かってる？　遊びじゃないって言って」

「あ、遊びじゃなくて……俺はいつでも真面目だよ。二人の……」

　俺は二人に耳を寄せてもらい、何をしてほしいかを言葉にして伝えた。

　二人は顔を見合わせて驚いていたが、やがて微笑み合う。そして、ずっと胸を覆っていた両手を、二人ともそろって上にずらした。

「いいよ、ヒロト君。上手くいくか分かんないけど……ヒロト君がしたいなら……」

　抑制が外れ、俺の手はスキルを求めて動き始める。クリスさんの身体に触れさせてもらった手を動かして、豊かな弾力を感じながら、流れてくるログに意識を向けた。




　◆ログ◆

　・あなたは《クリスティーナ》に「搾乳」を依頼した。

　・あなたは「竜騎兵」スキルを獲得した！　竜の名で呼ばれる騎兵の魂に触れた。





「はぁっ……ぁ……ほ、ほんとに出るんだ……ヒロト君のやり方が上手なのかな……んっ、んんっ……！」




　◆ログ◆

　・あなたは《クリスティーナ》に「搾乳」を依頼した。

　・「竜騎兵」スキルが上がりそうな気がした。





　クリスさんが落ち着きかけたところで、どうしてもあと１くらいスキルが欲しくなり、俺はもう片方からもミルクを搾しぼって飲ませてもらう。ほとばしる雫しずくを口に注ぐことに、俺はだんだん慣れてきていた。

「ヒロト君……そんなに美味しそうに飲んじゃって。ほんとはキミも我慢してたんだ……ふふっ……んっ、はぁっ……だ、だめ、そんなに強くしたら……っ」

　一度火が点いてしまえば、頭が熱くなって、引き返せなくなってしまう。ジェシカさんは顔を赤らめ、俺とクリスさんのことをじっと見ていた。

　その喉がこくんと鳴るのを見て、俺は動いた。ジェシカさんは『潔癖症』だけあって、まだ水を浴びる前に始めることを気にしているようだった。

「大丈夫だよ。俺に、全部任せて……」

　すごく年上の女性なのに、俺はそう言うべきだと思った。ジェシカさんの身体の震えが少し治まって、彼女は目を潤ませたままでこくんと頷く。

「……お願い……いたします。胸を張ってお見せできる身体ではありませんが……」

　そんなことはない。俺は勇ましい騎士である彼女と斧槍を交えたときのことを思い返しながら、その豊かな膨らみに二つ同時に手を添えて、交互にアクションの依頼をした。




　◆ログ◆

　・あなたは《ジェシカ》に「搾乳」を依頼した。

　・あなたは「猛将」スキルを獲得した！　戦場に勇名を馳はせる将の器を得た。

　・あなたは《ジェシカ》に「搾乳」を依頼した。

　・「猛将」スキルが上がりそうな気がした。





「ふぅっ……ん……そ、そんな……まだ子供もいないのに、出るなんて……」

　クリスさんと比べると、ジェシカさんの方が出が良い。でも、スキルの上昇率は同じようだった。

「二人とも、ありがとう……ごめん、急に変なお願いして」

「……あ、あの。ヒロト殿、殿方は、それだけで満足されるものなのですか？」

「そうだよ……自分だけ満足しただけで終わりなんて、ねえ？」

「っ……い、いや、俺、その、フィリアネスさんとっ……」

　結婚の約束をした。そんなの、今みたいなことをしておいて、言い訳として通じるわけもなく。

「フィル姉さんと、最後までしちゃったの……？　だから姉さん、優しい雰囲気になってたんだ」

「……そうだったのですね。それでしたら、私がこれ以上を求めるわけには……」

「い、いや、そうじゃなくてっ……ジェシカさんは魅力的だよ、クリスさんも。でもちょっとその、そこまでするのは早いっていうか……」

　逃げようとする俺を見て、二人が愛想を尽かすことも覚悟していた。しかし俺にも倫理観というものはそれなりにあるのだ。

　──今は最後までできないなら、それ以外の方法でなら良いのではないか。

　それが名案ではなく、都合のいい考えだということは分かっていたが──俺は、並んでいる二人の目を順に見てから、とても申し訳ない顔で言った。

「……こ、こっちのほうで、満足してもらうっていうのは……だめかな？」

「は、はい……ヒロト殿がそうおっしゃるなら、今は、それだけで……」

「ふーん……んふふ、そんなに自信あるんだ。じゃあ、私が満足するまでしてみてよ。満足させられなかったら、お姉ちゃんに言っちゃうからね……？」

　騎士団長になるべく腕を磨き、男性と関わることのなかった騎士団長たち。俺はその、何というか思春期的な鬱憤というか、そういうのがとても溜まっていたことを、それから実感として味わうことになるのだった。

　──ちなみに二人を満足させられたかといえば、マナ切れになる前になんとかなった、と言っておきたい。

「んっ……んぅ……ヒロト君……すごい……お姉ちゃんには黙っておいてあげる……」

「はぁっ……はぁっ……も、もうだめです……胸だけなのに、こんなに……」

「え、えーと……二人とも、これを飲むといいよ。すぐ元気になるから」

　俺は床にへたりこんでいる二人に今度はマナポーションを飲ませると、布をかけてから退出した。すぐポーションに頼るようだが、大量にマナを消費してもらったことへの感謝の気持ちでもある。

　いくらぐったりしているからといって、身体を拭くまでいくのは、俺の何かが許さない。自分でも基準がよく分からないが。




　こうして俺は、騎士団長二人を色々な意味で味方に加え、彼女たちの上に立つことを認められた。

　母さんに会ったときに何て言えばいいのかますます分からなくなっていくが──いよいよ、ミゼールに戻るときがやってきた。更衣室で上昇したスキルを確認しながら、俺は故郷に思いを馳せていた。














　故郷へ／夕焼けの湖






　御前試合を終えたあと、修練場を出る。空は雲一つない晴天で、屋内から出てきたからか目が眩むように感じた。

「あっ、マール！　マールぅー！」

　マールギットさんとアレッタさんがちょうど様子を見に来ていて、彼女の姿を見たクリスさんが、はしゃいだ声を出して走っていく。

「あ、クリスちゃん！　聞いたよー、ヒロトちゃんと試合してたって。どうだった？」

「もー、強かった！　フィル姉さん直伝の技とか見せつけられちゃった！　一撃必殺で大変見苦しいところを見せちゃうとこだったよー」

「だ、大丈夫だった？　ヒロトちゃんはねえ、雷神様直伝の技を使うから、私もどうやって戦えばいいのかなあ、って思ってるところなんだよねー」

「マールと私とジェシカさんが一緒になっても勝てないよね、あの子には。そのくせ可愛いとかもう、もうっ」

「えっ……か、可愛い？　クリスちゃん、私の知らないヒロトちゃんの可愛いところを見たの？　いつどこで？」

「その話は今は置いといて……ねえマール、おっぱい大きくなった？　フィル姉さん抜いた？」

「あ、あとちょっとで勝てそうな気もしなくもないけど～……あっ、ちょ、ちょっと待って、ヒロトちゃんも見てるから、こんなところで……」

（な、なんて大胆な……鎧の中に手を入れるなんて、そんなことが可能なのか）

　マールさんのブレストプレートの下に手を滑り込ませて、クリスさんが胸の大きさを測っている。恥じらうマールさんの姿が、こう言ってはなんだけどとても新鮮に感じる。

「も、もう……ヒロトちゃん、見てないふりして見てるでしょ？」

「そ、そんなことは……なきにしもあらずというかだな……ご、ごめんなさい」

「いいんですよ、マールさんはいつも大胆なのに、ときどき恥ずかしがってみせてるだけなんですから」

「アレッタちゃんが黒いオーラを……クリスちゃん、だめ、この話題を続けたら世界が崩壊しちゃう！」

「あ、そっか……ごめんアレッタさん、私、無神経だったね」

「本気で気を遣われても困るんですが……それに、今からでも成長しないわけではなく……」

　ちら、とアレッタさんに見られる俺。彼女の成長は俺にかかっているということか。物理的に大きくする方法は、民間伝承として聞き及んでいるが──って、揉んだら大きくなるとは限らないよな。

「え、えーと……クリスさん、そろそろマールさんを放してあげてください」

「マールと会ったら、これをやらないと始まらないんだよねえ。ヒロト君も測ってみる？　あ、ヒロト君のことだから、日常的に測ってあげてるよね～。マメな性格って感じするもんねえ。んふふ」

「っ……い、いや、日常的には……というか、測ったこと自体がないですよ」

　俺は至極まじめに答えたが、クリスさんは『本当に？』という顔でマールさんを見る。マールさんの顔が、普段見ないくらいにかぁぁっと赤く染まった。

「ま、まだ、ヒロトちゃんとはそういう……背が伸びたりしたのは最近だし、いろいろ約束したのも、ついさっきっていうか……」

「約束……？　そっかー、ふーん、ほーお。ヒロト君、やることはしっかりやってるんだね」

「ま、まあ……って、その言い方は誤解を招きますよ。やるとかやらないとか」

「ふぁぁ……ヒロトちゃんったら、そんな言い方したらクリスちゃんが乙女の妄想力を全開にしちゃって、大変なことになっちゃうでしょ？　いけません、めっ」

「私ももういい年だから、そこまで乙女ってわけでもないけどねえ。ヒロト君はどう思った？」

（とても乙女だったな……いや、血の繋がった叔母さんも、紛れもなく女性だというか……いいのかそれで）

　いいのかも何もやることをやってしまっているので、どう答えていいものか。

　しかしクリスさんは秘密にすると言ったとおり、思わせぶりにしつつも、それ以上は踏み込まなかった。

「アレッタちゃん、マールと一緒だと大変でしょ？　寝相悪いし」

「い、いえ……一緒に寝ているわけではありませんから。そうでしたね、お二人は騎士学校時代、同じ寮の部屋で暮らされていたんでしたね」

「二段ベッドだから、寝相とか関係ないのにー。私が勝手に落ちたりはしてたけどね。クリスちゃん、あのときは『敵襲だー！』って慌ててたよね」

「まあ若気の至りっていうかね。マールも落ちたわりにそのまま寝てるから、その方が恐ろしかったよね」

　マールさんとクリスさんにそんな関係があったとは……二人は騎士学校の寮で、同室だったのか。寮で相部屋とか、何か青春という感じがするな。

「あ……雷神さま！　あの、私たちこれからどうすればいいんでしょう？」

　観覧席にいた人たちに挨拶してから、フィリアネスさんが修練場から遅れて出てきた。彼女は金色の髪をかきあげつつ、こちらに颯さつ爽そうと歩いてくる。

「陛下からは、ミゼールに向かう許可を得た。軍師のメアリー殿も、作戦顧問として同行することになった……彼女は首都に残るべきか考えていたようだが、ヒロトの戦いぶりを見て、思うところがあったようだ。首都周りの守備について指示を出したのち、共にミゼールに向かう」

『ストラテジスト』というジョブは、軍師のことだったようだ。俺の戦いぶりを見て……か。もし俺が弱かったら、ミゼールに同行することはなかったんだろうか。その辺りの判断理由は、後で聞いてみたい。

　フィリアネスさんと一緒にやってきたジェシカさんは、少し残念そうな顔をしていた。

「ミゼールには、先発隊としてクリスと赤騎士団の選抜部隊が同行します。私は後からミゼールに向かわせていただきます。あまり急に首都の守備を減らすのは、得策ではありませんから」

「そうなのか……それじゃジェシカさん、また後で会おう。俺たちはミゼールで待ってるから」

「っ……は、はい。かしこまりました、ヒロト殿……っ」

　黒い髪をかきあげ、耳に触れながら、ジェシカさんは端整な顔を赤らめている。その姿を見てフィリアネスさんは腕を組み、ふう、と息をついた。

「『ホーリーライト』を使ったあと、何があったのか……陛下や同席した方々も心配していたというのに。更衣室から出てくるまでに、これほど二人の態度が変わる出来事があったというのか？」

「んぁっ……フィ、フィル姉さん、それには海より深いわけがあってね？　私は実は、この少年と、少なからず血が繋がっていて、急に見えるかもしれないけど、仲良くなる下地ができていたというか何というかっ」

「む……そ、そうか。ハウルヴィッツ……クリスの家名は、レミリア殿の旧姓と同じだったな。私も昔引っかかってはいたのだが、クリスに尋ねる機会がないままここまで来てしまった。私としたことが迂う闊かつだったな」

　フィリアネスさんが俺と騎士団長二人がしていたことではなく、クリスさんの誘導に乗ってくれた。叔母さんと甥が初めて出会ったら、それは積もる話があったりするものだ。そんな話はまだ全くしていないが。

「ふむ……そういうことか。しかし、ジェシカ殿がこれほど早く、男性に対して警戒を解かれるとは。やはり、ヒロトの武人としての力を認められたからですか？」

「は、はい……フィリアネス殿。ヒロト殿の力量には、まことに感服いたしました。未だにこの胸に、ヒロト殿の技巧を受けたときのうずきが残っております」

「む……そ、そうか。私もあれほどまでとは思っていなかった。やはり今のヒロトは、私よりも遙か高みに上っている……そう言わざるをえない。同席した皆も、魔王と戦う者の力量に心服していました」

「はい、ヒロト殿の手にかかれば、あっという間に高みに上らせていただけるといいますか……まだ腰がふわふわとして、夢見心地といいますか……」

「え、えーと……俺の技が意外に凄かったってことで、それ以上の意味はないよ」

　ジェシカさんとフィリアネスさんの会話が嚙み合わないうちに、なんとか致命傷を回避しようとする俺。フィリアネスさんは何も言わずに俺を見やる。腕を組んだままだとちょっと怖い……乳袋が腕に乗っかっているけど、そんなことを気にしている場合ではない。

「……腰砕けになるほどの大技だったということか？　二人とも鎧が変わっているのは、試合で破壊されてしまったからということか。つまり、ホーリーライトを使って二人を更衣室に連れていったのは……」

（め、めちゃくちゃ鋭い……今のフィリアネスさんは、名探偵並みの推理力だ……！）

　順序立てて考えれば分かることなのだが、もう真相にたどり着きそうで気が気ではない。『俺が勝ったら何でも言うこと聞くって言ったよね？』『くっ、殺せ！』　みたいなやり取りがあったと思われたら……！

　背中に冷たい汗が流れ落ちる。しかしフィリアネスさんは組んだ腕をほどくと、ジェシカさんの肩に手を置き、親しげに微笑ほほえみかけた。

「正直を言うと、あなたとクリスが羨ましい。私の方が先に、あのヒロトの技を受けてみたかった。彼が大きく力量を伸ばしてからは、手合わせをしていなかったのでな……」

「はっ……も、申し訳ありません、我らの勝手で、大切なヒロト殿に勝負など挑んでしまい……自分の力量の未熟さを思い知らされました。ミゼールに発つまで、寝食を惜しんで鍛錬いたします！」

　ジェシカさんはフィリアネスさんより年上だけど、すごく畏かしこまっている。フィリアネスさんは若い頃から、騎士として常にジェシカさんの先を歩いていたからだろう。

　なんて感心しながら見ていると、後ろから首に腕をかけられる。

「ヒロト君、あぶなかったね。これからも秘密にしておこうね」

「っ……は、はい……と言っていいのか……」

「んふふ……まあねえ、ヒロト君中途半端に真面目そうだもんねえ。でも遊びで終わったりしたら、それこそ私の立つ瀬がないっていうかねえ……放っておいたら病んじゃうかもよ？　欲求不満で」

「よっ……ク、クリスさん……っ」

　分かってはいたけどはっきり言われると、責任を感じてしまう。しかしレミリア母さんにそっくりな彼女に、これ以上何をしてあげられるというのか。俺にはスキルを上げることしかできない。

（とりあえず、母さんと再会したときには問題が山積みだからな……叔母さんと会って、試合をして、意気投合しました、でとどめておくべきだ）

「……クリス、それは少し距離感を誤っているのではないか？　ヒロトが嫌がっているだろう」

「そんなこと言ってー、姉さんったら。あ、ほんとの意味で姉さんだよね、今のところは。んふふふ」

「ん……？　何を言っているのだ。クリスティーナの姉君は、ミゼールにいるレミリア殿だろう」

　女の勘が働いたり働かなかったりすると、俺としてはとてもハラハラする。良かった……これ以上話がこじれたら、フィリアネスさんが拗すねてしまう。というか、怒られてしまう。

「とにかく、これから忙しくなるのだからな。ヒロトは大切な身体なのだから、気遣ってもらいたいものだ」

「ほんとにね。ヒロト君、私は赤騎士団のみんなに話をしてから行くから、先に出発してて。それじゃーねー」

「クリスちゃん、前見て走って！　あとヒロトちゃんとの距離感をもう少し広げて！」

「ん、善処しとくー」

　絶対善処する気などなさそうなので、俺が適切な距離感を保たなければ。

　しかしクリスさんの胸の感触が今も手に残って……い、いや、気のせいだ。そんなものは幻想だ。

「ヒロトちゃん、少し放っておいたらこうなんですから……ほどほどにしておいてくださいね。私もマールさんも、順番待ちをしてるんですから」

「ぜ、善処します」

　アレッタさんが疲れた顔をしているので、俺は非常に申し訳ない気持ちになった。彼女にも後で心のケアが必要だ。というか全体的に必要な気もする。順番待ち、そんな言葉を女の人に言わせてはいけない。




　昨夜フィリアネスさんの別邸で過ごし、そして御前試合をしていたときも、俺はずっと気にしていることがあった。ユィシアに呼びかけてみても、返事が返ってこない。しかし神経を研ぎ澄ますと、気配は感じる。俺に念話が届く範囲にいるが、返事ができない状態のようだ。

　俺はユィシアのことを案じつつ、実家へ挨拶に行ったウェンディを迎えに行ったあと、ルシエとイアンナさん、ジェシカさんとクリスさんたちに首都の門で見送ってもらい、ミゼールへの帰途についた。

　俺は公王陛下から、新しい馬を賜たまわった。なんでもコーネリアス公の治める北方領は馬の産地であり、首都に来たときに百頭の馬を陛下に納めたそうだ。そのうちの一頭、フィリアネスさんの愛馬の直系にあたる、若い馬を選んでもらった。名前はメアといい、つぶらな瞳をした雌馬だが、魔物を見かけても動じない落ち着きのある馬だということだ。

（馬まで牡より牝の方が強いってことは……まあ、偶然か）

　白いたてがみに銀色の毛が混じっている、すごくきれいな馬だ。俺が鐙を装着してまたがっても、すぐに言うことを聞いてくれた。どうやら竜騎兵スキルを取ったので、騎乗技術にも多少なりと好影響があるらしい。

　アッシュの商隊から馬車を借りて、馬に乗ったことのないパーティメンバーは馬車に乗っている。フィリアネスさん、マールさん、アレッタさん、意外なことにスーさんも騎乗経験があって、彼女も馬に跨っていた。メイド服姿で乗っていると、何か不思議な風格がある。

　そんな俺の視線に気づいて、スーさんは手綱を引き、俺と轡を並べて馬を歩かせ、話しかけてきた。

「坊っちゃん、乗馬の訓練をされたのですか？　馬が手足のように言うことを聞いておりますね」

「ああ、いや。専門の人にはかなわないけど、乗ることはできるよ。この馬がいい馬なんだ」

「本当に良い馬ですね。先ほどの武器は、騎乗したままでもお使いになれると思うのですが……」

「そのままでは使えないな、重いから。もし騎馬戦なんてことになったら、もっと軽い斧槍を使うよ」

　巨人のバルディッシュの利点でもあり、弱点でもあるのは重いことだ。馬の耐荷重がいかに大きいとはいえ、あまり負担はかけたくない。

　そう考えると、竜騎兵スキルを取ったのだから、銃系の武器を手に入れるのも良いかもしれないと思う。色々手を出しすぎてもいけないが、新スキルを取ると夢が広がるものだ。敵陣に騎乗して突っ込み、『猛将』スキルで敵兵を威圧し、そのまま無双するなんてことも考えられる。

（人間同士の大規模戦闘か……ギルドバトルを思い出すな）

「坊っちゃん……首都に滞在しているときは、機会がありませんでしたが。やはり、私は……」

「俺も手合わせしたいと思ってたよ。ミゼールにいるうちに、機会を作ろうか」

「っ……は、はい。騎士団長二人を破られた坊っちゃんに相手をしていただくなど、本来は恐れ多いのですが……」

「俺と戦うために、腕を磨いててくれたんだもんな。それに、スーさんは騎士団長二人とくらべて、力が及ばないとは言い切れない。そんな気がしてるよ」

　お世辞のつもりはない。六年前、その当時の俺が目を見張るほどの強さを持っていた彼女が、あれからたゆまぬ修練を積み、今に至ったのなら──そのステータスは、おそらく騎士団長二人どころか、ミコトさんにも手が届くだろう。

「……本当を言えば、自信がないと言えば噓になります。私は個人戦闘に特化しておりますから」

「そんな気はしてたよ。俺の仲間のミコトさんも、同じ方向性の高い実力を持ってるんだけど……会ってみて、どうだった？」

「肌がざわめくような、とはこのことです。とても淑やかな女性なのに、首筋に刃を突きつけられるような気配を感じ取りました。敵意を向けられたわけではありませんが、強者を前にしたときに見えてしまうのです。そのような幻影ビジヨンが」

「そうか。彼女は戦うこと、強さを追求することに、突き抜けたこだわりを持ってる。俺とスーさんが手合わせするって言ったら、彼女もそうしたがるかもしれないな」

　ミコトさんは馬に乗れるそうだが、今は馬車に乗り込んでいる。まだ皆と親睦を深めきれていないので、大勢で同乗して話がしたいということだった。ミゼールに着くころには、打ち解けられているといいのだが。

「……坊っちゃんのパーティに入れていただくには、関門を突破しなければならないということですね」

「えっ……い、いや、そういうわけじゃ……スーさん、そういえばギルドの方は、抜けるつもりだって言ってたけど……」

「はい、退職しました。十年勤めたあとは、あるクエストを受けることでいつでも退職が可能なのです。ですので……できるならば、これからは坊っちゃん個人のメイドとしてお仕えさせていただければと……」

「ま、待って……いや嫌なわけじゃなくて、俺、スーさんと別れたときすごく小さかったんだけど、いいの？　いくら将来性があるかもしれなくても、わりとろくでなしに成長してる可能性だって……」

「そのような可能性は、初めから存在しません。思い込みが激しいと言われても、私は自分の目を信じます。そして現実に、坊っちゃんは英雄となって私の前に現れた……どれほど感激したか、お分かりになりますか？」

　──それは。

　そこまで期待し続けていたのなら、それこそ、嬉しいなんて言葉じゃ表せないだろう。今のスーさんの顔を見れば、それが分かる。

　いつも冷静な彼女の目が潤んで、頰ほおがかすかに赤くなっている。その表情が意味するものに気づかないほど、俺は鈍くはない。

「……これはますます、スーさんに負けるわけにはいかなくなったな。俺、勝ったら欲しいものがあるんだ」

「ふふっ……坊っちゃんが勝ったときには、なんなりとお申し付けください。どのようなご要望にもお応えいたします。入手が困難な秘宝でも、行方の知れない賢人でも、見つけ出してご覧にいれます」

　スーさんは俺が欲しいものが何か、全く想像がつかないようだった。そういう人に対して、いざ勝負を終えたとき、俺が何を求めるかを考えたら、申し訳ないという気持ちが先に立つ。

　子供の頃に見て、ずっと忘れることのなかったあのスキル──『執行者』。

　俺はスーさんにその極意を戦いの中で見せられるだろう。それを受けきり、勝たなければ、手に入れられない。

「坊っちゃん……どうなされたのですか？　も、申し訳ありません、つい気分が高まってしまって、私、何か余計なことを……」

「ははは……いや、俺が黙ってても、特に怒ってたりすることないよ。そんな仏頂面に見えるかな」

「ぶっちょう……？」

「あ……え、えーと。機嫌が悪い感じに見えるなら、もっと愛想よくしないとな。こんな感じだと、自然に笑えてるかな？」

　俺はガラにもないと思いつつ、スーさんに笑いかけた。できるだけ自然にと心がけるが、正直自信はない。

「……坊っちゃんは昔から可愛らしかったですよ。時折私をじっと見て、何か考えていらしたお顔が、今も忘れられません」

（それはおっぱいが欲しいと思ってた顔だな……くっ、また業カルマが……）

　あの頃は本当に手当たり次第で、珍しいスキルを見るたびになんとか授乳してほしいとそればかり考えていた。手に入らないスキルも多かったが、それで良かったと思っている。コンプリート欲を満たそうとし始めたら、それこそ俺は授乳のために生きているような人生を送らねばならない。

「あっ……そ、そうです、そのお顔です。やはり坊っちゃんは大きくなっても、面影が残っておられますね」

「い、いやあの……ご、ごめん。今後は気をつけるよ」

「いえ、気をつけられるようなことはないのですが……いかがなされましたか？」

　どうやら授乳について考えているときの俺の顔は、さほど軽蔑されるような顔ではないようだ……良かった。




　首都からミゼールに辿り着くまでは三日かかる。俺たちは夜になるとキャンプを張って休みつつ進んだ。

　冒険者スキルの『野営』がこんなときに役に立つ。俺はみんなにいつの間に覚えたのかと感心されつつ、野営の準備を仕切って喜ばれた。

　──そして、二日野営して、三日目の朝に出発し、昼ごろにミゼールの町の門が見えてきた。

「……久しぶり、という顔をしているな。ヒロト」

「うん、本当に……何年も戻ってなかったような気がするよ」

　実際は十日も経っていない。けれど何もかもが変化しすぎて、目まぐるしくて──それ以上に充実していた。

　門番の人と話して町に入る手続きをしたあと、まずアッシュをパドゥール商会に送っていった。エレナさんが出迎えて、アッシュとステラを抱きしめる。

「ああ、良かった……二人とも、無事に帰ってきて。大丈夫だった？」

「うん、ヒロトと皆さんがいてくれたから、何も危ないことはなかったよ。商隊のみんなも、そうだよね？」

　アッシュに言われて、商隊の面々は一も二もなく頷く。こういうところは、彼の人柄の成せる部分もあるだろう。まだ少年ながら、その清廉な人柄は皆に慕われている。山賊が公女の馬車を襲っているところに出くわしたというのは、エレナさんを心配させないために伏せておくということで、商隊の皆の意見が一致していた。

「お母さん、泣かないで。私もお兄ちゃんも、ヒロトのおかげで、お祭りを見てこられたわ」

「良かったねえ、二人とも。それでヒロト坊は……？」

　ついにこの瞬間が来てしまった。俺は長い髪をどうにかしたいと思いつつ、エレナさんの前に出る。

　こうして見ると、エレナさんまで俺と身長が逆転してしまった。気恥ずかしさを感じつつ、俺は驚かれることを覚悟して、改めて名乗る。

「エ、エレナさん……俺、ヒロトです。こんなになっちゃって、わからないかもしれないけど……」

「……え、ええっ……？　一体何がどうしたら、そんなに……ヒ、ヒロト坊、何か魔術でもかけられたのかい？」

（そうか、その説明の仕方があったか……！）

　正確には魔術ではないが、リリムにエナジードレインを食らったというのは、魔術的な攻撃をされたと言えなくもない。生命力を吸われ、超回復したら年を取ったというより、心配をかけずに済むのではないだろうか。

「……事情は、概ねエレナさんが想像した通りです。俺がこの姿になったことは、改めてみんなに説明します」

「そうかい……大変だったね。おいで、ヒロト坊」

「エ……エレナさん……はぶっ……！」

　エレナさんはあれよという間に俺を抱きしめる。大きく開いた胸元から、褐色の豊かな谷間が覗いている──そこに顔を押し付けられて、鼻が谷間に挟まって……な、なんていう大胆な……。

「うちの子たちを守ってくれてありがとう。もう、坊やなんて言えなくなっちゃったわね。ヒロト、って呼んだ方がいいのかしらね」

「……エレナさん」

「ふふっ……何だかねえ。あんた、リカルドさんやレミリアに似るのかと思ったら、思った以上に……」

　胸に埋まった顔を上げると、エレナさんと目が合う。彼女はじっと俺を見つめたあと、何も言わずに離してくれた。

「またお礼をしに行くわね。家に戻ったら、こってり怒られといで」

「はは……やっぱり、怒られると思いますか？」

「子供がそんなになったら、親は当然心配するからね。まあ、愛情だと思って受け取っときな。それじゃあね、ヒロト坊」

　やっぱり『坊』は取れなかったが、そのうちなくなるのかもしれないと思う。しかし今のエレナさんの目を見ると、何度も会っていると、何かが起きてしまいそうな……。

「ヒロト……これから大変になるかもしれないけど、また、勉強を教えてあげてもいい？」

「ああ、もちろんだよ。ステラ姉もゆっくり休んで」

「うん……ありがとう。またね、ヒロト」

「本当にありがとう、ヒロト。あ、ディーンも帰るのかい？」

「俺んちすぐそこだから！　ヒロトー、またなー！　父ちゃんにヒロトがすごかったって言っとくからな！」

　ディーンは止める間もなく走っていってしまった。親子で仲がいいから、お父さんに会いたくてしょうがなくなったのだろう。

　雑貨店のメルオーネさん、工房のバルデス爺にも会いたいけど、まずは皆を家に送っていかないといけない。考えていると、フィリアネスさんが声をかけてきた。

「ヒロト、私たちは宿の手配をしておこうと思う。陛下からミゼール領主への書状を預かっているから、それを見せれば滞在する場所は確保できるだろう。今日は町で宿を取り、明日領主の館を訪問して会談の時間を持とうと思うが、どうだろうか」

「うん、俺も早い方がいいと思う。今日は着いたばかりだから、明日にしよう」

　領主か……見たことがないが、どんな人なんだろう。

　会談を行う際は、交渉術が交渉術として、大いに役に立つかもしれない。いや、俺にミゼールをくれと今の段階で言うつもりはないけれど。

（何事も手順を踏むのは大事だな。今の領主と話すことは、俺の今後に大きく関わりそうだ）




　フィリアネスさんたちは気を遣って宿を取りに行ってしまったが、考えてみればうちには幾らでも部屋があるので、全員が宿泊することも可能だ。しかし入浴などを考えると、分散した方が気が楽だったりするだろうか。

　ゆくゆくはみんなで一つの家に住めないだろうか、と考える。そうなると、先立つものが必要なわけだが──お金でどうこうするのではなく、領主との交渉で、拠点を提供してもらうことはできるだろう。赤騎士団とメアリーさんが遅れて来るので、彼女たちが駐留する場所も必要だ。

　町外れの森に少し入ったところに、ネリスおばばの庵がある。そこに向かう途中でモニカ姉ちゃんは自分の家に帰っていった。リオナはまだついてくると言うので、俺とリオナ、ミルテの三人となった。

　久しぶりの森に入ると、ミルテは深呼吸をして、懐かしい空気を吸い込んでいた。俺もそれに倣ならうと、帰ってきたという思いが強くなる。

　リオナも俺も、自分の家の近くを通ってここに来ている。ミルテはそんな俺たちの心情を悟ってか、少し遠慮がちにしていた。

「……送ってもらっても、いいの？」

「ああ、もちろん。おばば様のところまで一緒に行こう」

「おばばさま、ヒロちゃんのこと見たらびっくりしないかな……？　だいじょうぶかな？　おばばさまも、おばあちゃんだったり、お姉さんだったりするもんね」

（まだまだおばば様は若いからな……二十七歳に若返って、今は三十一歳まで戻ってるはずだけど）

　ミゼール最強の精霊魔術師は、若くなって町で男性に声をかけられることが増えたそうだが、実年齢を口にするだけで男避けができると笑っていた。

　──そして。庵が近づいてくると、とんがり帽子をかぶり、栗色の髪を後ろで結んだ女性──いや、少女が、庵の近くを箒ほうきで掃いている姿が見えた。

「あ、あれ……？　あれは、おばば様か？」

「……おばば様が、また若くなってる」

「ふぁぁ……おばばさまがミルテちゃんのおばあちゃんじゃなくて、お姉ちゃんになっちゃった……！」

　若返りの薬の味を知ったミゼールの賢者は、その甘露が癖になってしまった──なんていう筋書きを想像する。そして、どうやらその通りのようだった。

「む……おお、ミルテ！　よくぞ帰った、帰りを待っておったぞ……おお、おお……」

「……おばば様、またおくすり飲んだの？」

「ひ、人聞きの悪い言い方をせんどくれ。と言いたいところじゃが……どうにも誘惑に勝つことができなんだ。もう飲むつもりはないがのう、これが限界のようじゃからな」

（お、おばば様……限界っていっても、まさか十六歳まで若くなるとは……）

　今のおばば様は、明めい晰せきそうな少女魔法使い──もとい、少女魔術師にしか見えない。常に不敵な微笑みを浮かべていて、ローブからのぞく肌は水を弾きそうなほどに若々しい。若返ったのだから当然だが。

「お、おばば様……ただいま帰りました。俺、ヒロトです」

「……むう……わしが若返ったことを先読みして、お主は年を取っておったか……ふふ、ちょうど良い年頃じゃな」

　何がちょうど良いのか聞くまでもないあたり、俺も何と言っていいのか……フラグの関係ない訪問先はないのか、俺には。

「おばばさま、ヒロちゃんってわかるの？　こんなにおっきくなったのに」

「な、何を言っておるのじゃ、おっきくなったなどと。ヒロトの前で言ってはならぬぞ」

「お、おばば様……って呼んでいいのかわからないけど。子供の前で言うことじゃないですよ」

「……むぅー」

「……ヒロトも子供。おっきくなったけど、おっきくなっただけ」

　リオナとミルテが訴えてくる。二人の前では八歳のままでいろと、そういうことか……難度が高いな。

「二人にはまだ早い話じゃからのう。じきに教えてもらえるから、待っておいで」

「はーい……ヒロちゃん、何をおしえてくれるの？　今おしえて？」

「私もおしえてほしい……おしえてくれなかったら……」

「うわっ、じゅ、獣人化はちょっと……うぁぁ……！」




　◆ログ◆

　・《ミルテ》は呪文を詠唱している……。

　・《ミルテ》の獣魔術が発動！　《ミルテ》は一時的に山猫の力を宿した！





「や、やめっ、耳はちょっと……お、教える！　絶対教えるからっ！」

「ぺろぺろ……ちゅっ。ヒロトの耳、美味しい……ぺろっ、ぺろっ」

「……リオナもなめたい。おばばさま、なめてもいい？」

「ああ、存分に舐めておあげ。わしは後でいいからのう。ヒロト、逃げたら承知せぬぞ」

「ちょっ、そこは止める役になってもらわないと……っ、あぁ～……」

　なぜ俺は二人に耳を舐められているのだろう……美味しそうに見えるんだろうか。

「れろれろ……はむっ。ヒロちゃんのお耳、とってもおいひい……」

「……リオナのほうが美味しそうにしてる」

「らっておいひいんらもん……あ、ヒロちゃん逃げちゃだめ……じっとしてて」

「た、助けてくれ……おばば様、助けてください。この状況はいかんとも……っ」

　おばば様はにやにやと微笑んで俺を見ている。こ、これは……何か交換条件を出される予感が……！

「……ヒロトが、わしのことを『おばば様』ではなく、今後を通して『ネリスさん』と呼んでくれたら助けてやろう。どうじゃ？」

「っ……」

　それくらいなら、と言いかけたが、呼び方は重要な意味を持っていると気づいた。

　俺が初めて彼女をネリスさんと呼んだとき、何をしたか──ミルテに見られつつ、スキルの授受を行ってしまった。薄暗い庵の中でのことを、今でも鮮明に覚えている。間接照明の中で浮かび上がった、当時二十七歳まで若返ったネリスさんの姿態。ローブの上からでは分からない、母性63という数値を表すような、大きくて豊かな恵みの象徴。重力への抵抗をやめるにはまだ数年ほどあると感じさせる張り。どれだけ鮮明に覚えているのか。

　だがそれを思い出して、俺は普通踏みとどまるべきなのだろうが──むしろ前に進んでしまう。

「ネ、ネリスさん……俺ももう、くすぐったくて……」

「ふふっ……少し思い切りが足りぬが、良いじゃろう。ミルテ、リオナ、おいたはそこまでにしておきなさい」

「んっ……はーい。ヒロちゃんありがとう、おいしかったよ」

　リオナの顔がつやつやしている……夢む魔まだけに、耳を舐めて俺の精気とかを吸ってないだろうか。そんなことはないと思いたい。

「……私も、おばば様じゃなくて、ちがう方がいい？」

「ヒロトだけは特別なのじゃよ。なにせ、わしの一番弟子じゃからな。ミルテもリオナも特別じゃが、それはまた別の『特別』なのじゃ。分かるかのう」

「うん、わかった！　おばばさま、リオナちょっとかしこくなった？」

「……私も、かしこくなった気がする」

「うむうむ、そうじゃそうじゃ。色々と経験して、人は大きくなるものじゃからな」

　さすがはおばば様──いや、ネリスさんだ。二人に寂しい思いをさせずに場をおさめてしまった。

「ふふ……わしより背が高くなってしまったのう。リカルドにも、もう少しで追いつくのではないか？」

「まだ父さんの方が、かなり大きいんじゃないかな？」

「会ってみれば分かることじゃな。実を言うと、後でお主の家に呼ばれておる。今朝レミリアが来て、何か感じるものがあったのか、『ヒロトが戻ってくる』と言っておった。その通りになったのう」

（母さん……俺が帰ってきたときのために、みんなを集めて……）

　普通ならありえないことだ。でも、母さんは俺が帰ってくることを感じ取った。

　──何か理由があるんだろうかということよりも、俺は純粋に、そのことを嬉しいと思った。





　両親との再会






　ミルテと一旦別れ、最後に残ったリオナを、サラサさんの家まで連れていく。もう、俺の家が見えている──だけど、まだ帰れない。

　途中で母さんや知り合いと会わないかと思ったが、誰にも会わずに、サラサさんの家まで来た。

「……あれ？　お母さん、いないみたい。お買い物に行ってるのかな？」

「ん……そうか。ハインツさんもいないのか？」

「お父さん、いつもこの時間はお仕事してるから、今日もそうみたい。ちょっと見てくるねっ」

　リオナは言って走っていく。扉の鍵は持たされていたようで、ドアを開けて中に入っていく──そして。

　しばらく待っていると、リオナが紙を持って外に出てきた。羊皮紙ではなく、植物性の繊維を使って作った、粗いつくりの紙だ。ちょっとしたメモ書きには、こちらの紙が使われることが多い。

「少し、教会に行ってきますって。私も行ってこようかな？　セーラさんにあいさつしなきゃ」

「そうか。じゃあ、俺も……」

「ううん、ひとりでだいじょうぶ。ヒロちゃん、ありがとう！　それじゃ、またね！」

　リオナは手を振って走っていく。俺は過保護になってたんだと気がつく──少し離れるだけで、心配でしょうがない。魔王の転生体で戦闘力が高いとか、そんなことを考えてたのに。

（……何か、胸騒ぎがする……サラサさん、早めに会えるといいんだけど……）

　リオナがサラサさんに会うことができれば、夜に俺の家に連れてきてくれるだろう。そう期待して、俺はついに自分の家に足を向けた。




　家の扉を前にして、自分でも思った以上の感慨が湧いた。

　それだけでなく、同時に緊張し始める。誰か一緒にいてくれたら良かったが──と思って、そんな情けないことを考えてはだめだと思い直す。

「……っ」

　決意してドアをノックしようとする。そのとき、内側から扉が開き──出てきたのは、母さんだった。

　ただいま、と言わなければならない。なのに俺は言葉がすぐ出てこない。

　誰ですか、と言われることが怖かった。そう言われたら、俺はうまく説明できる自信がなかった。

　父さんと母さんの前では、俺はまだ子供だった。身体だけ大きくなっただけで、精神は何も──、

「なんだ、ヒロトじゃない。おかえりなさい。どうしたの、そんな顔して」

「っ……！」

　母さんは俺の顔を見るなり、ひと目で分かってくれた。

（ああ、そうだ……俺は、何を心配してたんだろう。エレナさんも、ネリスさんも気づいてくれた。それなら、母さんが分からないわけないじゃないか）

　そう思いながらも、本当は死ぬほど不安だった。家に帰れなかったら。そんな可能性を何度も考えた。

「……っ、母さん、俺……俺……いろいろあって……」

「きゃっ……ど、どうしたの？　母さん、何か変なこと言った？　ヒロト、どうして大きくなったのって初めに聞いたほうがよかった？」

「ご、ごめん。こんな大きくなったのに……ああ、だめだ。俺は全然だめだ……」

　自分でもこんなになるとは思わなかった。母さんが気づいてくれた瞬間、感情の堰が切れた。

　戦いに身を投じたことも、ルシエを助けたいと思ったことも、全部自分で決めた。だから何も後悔しない。そう決めた。

　成長したメリットを確認し、強くなって、大人として認められたことを喜びながら、不安は消せなかった。

　──なのに、母さんは。問いただすこともなく、ただ俺のことを、俺だと理解して。

　いつものように、家に迎え入れようとしてくれた。それが、嬉しくてならなかった。

「ああ……もう、しょうがないわね。お父さんが焼き餅焼くから、ちょっとだけ……おいで、ヒロト」

「……っ」

　母さんは両腕を広げて、俺を正面から抱きしめてくれた。背中に回った手が、ぽんぽんと優しく叩いてくれる。

　まだ遠い昔でもない、自分が赤ん坊だった頃のことを思い出した。

　もう俺は、母さんより大きくなってしまった。なのに母さんの中では、俺は小さな子供のままだった。

「何があったのかは、あとで教えてくれたらいいわ……でもね、一つ言っておくけど。母さんはヒロトがどんな姿になっても、ヒロトだって分かるから。親って、そういうものなのよ」

「……ごめん……俺、色々無茶して……母さんに内緒のことも、いっぱいあって……」

「それも全部、いいのよ。だってヒロトは小さな頃から、元気に自分のしたいことをしてたもの。母さんのことを助けてくれて、ソニアのことも助けてくれた。お父さんだっていつも、ヒロトはうちの誇りだって言ってるわ。あなたが戻ってきてくれただけで、この家は明るくなるの。もちろん、いないうちも頑張って明るくしてたけどね。そうよね、ソニア」

「おにいたん、そにあもだっこして！」

　母さんが玄関にいるのを見て、ソニアもやってきていた。ドアの隙間から出てくると、ソニアは俺の膝にしがみついてくる。

「あれ……おにいたん、おっきい！　どうしておっきくなったの？　ねえどうして？」

「ふふっ……ソニアも分かるのね、ヒロトのこと。そうよね、妹だものね」

　レミリア母さんが楽しそうに微笑む。俺は彼女の腕から離れて、目をこすりつつ、ソニアを抱き上げた。

「きゃー！　たかーい！　おにいたん、もっとぎゅーんってして！」

「ははは……よし、こんな感じでどうだ。ぎゅーん」

「きゃははは！　わーい、ぎゅーんぎゅーん！」

　八歳の身体では、こんなふうにはできなかった。父さんがソニアを抱き上げ、遊んであげてるのを見ていたが……こんなふうだったんだな。

　俺はしばらく遊んであげてから、ソニアを下に下ろす。しかしすぐによじ登ってきて、俺の腕に収まった。片腕で支えられるので、抱っこしたままにする。

「ヒロト、ありがとう。ヒロトがいないうちは、この子も退屈そうでね……私も機織りをしながら遊んであげてたんだけど、お兄ちゃんと遊びたいっていつも言ってたのよ」

「ごめんな、ソニア。お兄ちゃんと、これからはもっと一緒に遊ぼうな」

「んーん、だいじょうぶ。そにあ、いい子にしてるから」

「おおっ……そ、そうか。ソニアは普段、何をして遊んでるんだ？」

「ひみつ！　えへへ……うそ。おにいたんにも後で教えてあげる！」

　天てん真しん爛らん漫まんだけど、我が妹ながらソニアの笑顔はとても愛らしい。いつかお嫁に行く日が来るのか……父さんと一緒になって悩む日が来そうだな。

「おにいたん、おにいたん」

「ん？　どうした、ソニア」

「おかえりなさい。ちぅー」

「っ……ソ、ソニア……」

　抱っこしたままでいたら、ソニアが俺の頰にキスをしてきた。くすぐったいような、照れくさいような、何とも言えない感じだ。

「ふふっ……ヒロトったら照れちゃって。ソニア、良かったわね。お兄ちゃん、とっても嬉しいって」

「ほんとー!?　おにいたんすきー！　だいすきー！　ちうー♪」

「か、母さん……ソニアをたきつけるのは、ほどほどに……く、くすぐったい。ソニア、お兄ちゃん嬉しいけど、あんまりしてるとほっぺたふやけちゃうからな」

「お父さんよりお兄ちゃんの方がなつかれてるわね。ねえ、リカルド」

　──父さん。まさかすでに後ろに立っているとは、誰が思うだろうか。

「ソ、ソニア……そうなのか？　父さん今日も早く帰ってきたのに、お兄ちゃんに夢中なのか……？」

「ソニア、おとーさんすき！　おにいたんはもっとすきー♪」

『お父さん』は言えるのに、『お兄たん』なのはこれいかに。いや、単にくせになってるんだろうけど。

「ん、んん……!?　ヒロト、そんなに背が高かったか!?　いつの間にか、父さんに良く似てきてないか!?」

「あら、私の方もちゃんと入ってるわよ。ねえヒロト、目元なんて私にそっくりよね」

「い、いや……あの父さん、本当にそれだけでいいの？　普通こんなに大きくなったら、同一人物か疑ったりとかしないかな」

　父さんは手を顎に当てつつ、俺の姿を眺める。そして目を細めたり、唸ったりしたあと、ニカッと笑った。

「どこからどう見てもヒロトじゃないか。まあ、その長い髪は若い頃の父さんみたいでいただけないがな」

「あなた、あの頃はやんちゃだったものね。騎士団長さまにも、切れって言われていて」

「そ、その頃の話はなかったことにしてくれ。あれは若気の至りだ。父さんも色々あったんだぞ、ヒロト」

「う、うん……いや、驚かないでくれたら、すごく嬉しいんだけど……」

　父さんの順応力が想像以上に高すぎる。今日も木を切って──いや、今日は魔物を討伐してたようだ。少しだけど、浅いケガをしてる。

　ミゼールの危険度が最近上がってきてるということか。父さんにダメージを与える魔物が出るなんて……。

「父さん、これ……」

「おお、傷薬か？　いや、ちょうど切らしててな。悪いなヒロト」

　父さんは俺がポーションを持ってたりすることにも疑問を持たず、ぐいっと飲み干してしまった。ライフが完全に回復して、傷が急速に消えていく。

「ふう……それで、どうして成長したのかは、聞かせてもらえるのか？」

「あ……う、うん。後で話すよ。父さんさえよければ」

「よければじゃない、いいに決まってる。息子の武勇伝を聞くのも、父親の楽しみだからな。なあソニア」

「そにあもききたい！　おにいたん、そにあもいれて！」

「ソニアはだめよ、これからお母さんとお風呂に入るんだから」

「おにーたんも一緒にはいらないの？」

「むっ……ということは、お父さんも一緒に入っていいということか？」

　父さんのノリがいいのは、俺が帰ってきてテンションが上がっているからだろうか。だとしたら嬉しいけど、俺がいきなり成長して、変なテンションになっている気がしなくもない。

「おとーさんはだめー！　おとーさんとははずかしいの！　はいっちゃやー！」

「そ、そうかぁ……お父さんはだめか。ヒロト、じゃあ父さんと一緒に入ろうな」

「う、うん……まあ、たまにはいいかな」

「いろいろ積もる話もあるからな。ヒロトが父さんと、男同士の話ができるようになったかどうかも見たいし」

「あなた……あまり過干渉にしてると、ヒロトに呆れられるわよ」

「いいや違うぞレミリア。男親はな、ちゃんと教えなきゃならないんだ。大人とはなんたるものかをな……」

　父さんは語りたくて仕方ないようだ。まあ、昔から母さんと入る方が多くて、父さんは寂しそうにしていたからな。

「じゃあおにいたん、またこんどそにあと、おかあたんとはいろ？」

「え、えーと……じゃあ母さん、ソニアを俺が風呂に入れてあげてもいいかな？　二人で入るからさ」

　さすがに今の俺と一緒に風呂なんて、母さんも普通入りたがらないだろう。俺とソニアが入るなら普通というか、どこのご家庭でもありそうな光景だ。

「あら、お母さんも一緒に入ってあげるわよ。ヒロト、何遠慮してるの？　まだ八歳なんだからいいじゃない」

（は、母上……！）

　もはや言葉が出てこない。母さんの中では俺はまだ八歳……今度は別の意味で泣きそうになる。

「ヒロト、久しぶりなんだから母さんにうーんと甘えてきていいんだぞ。まあ、卒業のときも近いというか、もう迎えている気はするけれどもな」

「う、うん……いや、まだ入ると決まったわけじゃないから」

「父さんは何も言わないぞ。父さんもソニアが絶対に入ってくれなくなるまでは、諦めてないからな。父さんのパンツと一緒に洗濯するのが嫌だと言われ始めてる件には、多少傷ついているけどな」

「と、父さん……いろいろ、大変なんだね……」

　心中をお察ししますとしか言えない。父さん……まだ若いのに。ソニアの思春期を迎える早さも恐ろしいな。

　クリスさんの話をいつしようかと思ったけど、彼女がミゼールに来るまでならいつでもいいか。とりあえず母さんたちは風呂に入るみたいなので、俺はいったん自分の部屋に行かせてもらうことにした。




　ベッドは元から大きかったので、俺が寝るには支障はない。お手伝いさんがベッドメイクを毎日してくれていて、寝心地はふかふかだった。

「……と、寝てる場合じゃない」

　ずっと気になっていたことがある。夕食まで時間があるので、俺はなんとかユィシアに会おうと考えた。

　助けてもらったお礼も、まだしっかりできていない。俺はしばらくの間、ユィシアに向けて念じ続ける。

（ユィシア、近くにいてくれてるか？　ミゼールまで、一緒に戻ってくれたか……？）

　気配は感じている、だが応答がない。もしかしてリリムとの戦いで傷を負っていて、それを俺に隠していたのか──そう考えた瞬間だった。

（……ご主人様……いまは……んっ……んぅ……あつい……身体が、あつくて……）

「っ……ユィシア、大丈夫か!?　ユィシアッ！」

　念話で伝わった声は苦しそうで、一気に脈が跳ね上がる。俺は立ち上がって、ユィシアに強く呼びかけた。

（……だい……じょうぶ……森の……湖……昔、会った……ご主人様と……んっ……んぁぁっ……！）

　途切れ途切れの声が俺の不安を煽あおる。最後の声は悲鳴のようで、けれど艶なまめかしくもある。

　──何を考えてるんだ、と自分を律する。ユィシアは呼んでる……ちゃんと、場所を教えてくれてる。

「ユィシア、今行くからな！　待っててくれ……！」

　もう、ユィシアの声は聞こえない。部屋を出て、一階に下りたところで、父さんとすれ違う。

「おっ……ヒロト、どこか出かけるのか!?」

「ごめん、みんなが来るまでには戻るから！」

「おう、気をつけて行ってこいよ！」

　父さんに断っておけば、家を空けたことは説明してくれるだろう。俺は外に飛び出し、森に向かって走っていった。





　夕焼けの湖






　幼い頃の記憶を辿って、湖に向かう。夕闇の気配が近づいた薄暗い森には何体かの魔物がいたが、今の俺にとっては相手にならない──魅了したあと、森の奥に退散してもらう。危険度を上げそうな凶悪な魔物は、魔術を使って倒しながら進む。

「はぁっ、はぁっ……」

　一度も止まらずに走って、俺はそこに辿り着いた。沈みゆく夕日に、湖が煌きら々きらときらめいている。

　澄んだ水面に、今まで誰かがいたことを示すように、波紋が残っていた。

　その波紋をたどって、俺は『それ』を見つけ、目を見開く。そして、全身の血が凍りつくような感覚を覚えた。

　そこには、透明な、ユィシアの姿を象った彫像のようなものがあった。

「──ユィシアッ……！」

　そうではないと思いたかった。他の何かの彫像オブジエクトだと信じたかった。

　しかしそれは、あまりにも、ユィシアそのままの姿をしていた。近づいて見てみても、彼女をそのままガラス細工に変えたようにしか見えなかった。

「ユィ……シア……噓だろ……？」

　その彫像は、湖の浅瀬にあった。触れてみるととても重く、簡単に動かせるようなものではない。

　その角も、なめらかに伸びる長い尾も、涼やかな瞳も。ユィシアそのものだった。

　彼女がなぜこんな姿になったのか。絶望が心を蝕むしばみ、なぜ彼女が苦しんでいるとすぐに気付けなかったのかという後悔で、全身から力が抜ける。

　身体が濡れることなどどうでも良かった。目に映る全てのものが、意味をなくしたように思えた。

「ユィシア……っ、うぁぁぁぁぁっ……！」

　耐えられなくなって叫んだ、そのときだった。

　ちゃぷん、と音が聞こえた。後ろに誰かがいる。そう気がついて、俺はゆっくりと振り返った。

　──そこには、一いつ糸しまとわぬ姿で、雌めす皇こう竜りゆうの少女が立っていた。

　無事だったのか。その安堵が胸に広がり始めたとき、少女は恥じらうように頰を染め、目を伏せて唇を動かした。

「……待っているつもりだった。ご主人様が、私を受け入れてくれるときまで」

「……ユィシア……無事なのか？　生きてる……生きてるんだよな……？」

　こくん、とユィシアは頷く。前に見たときよりもずっと可か憐れんで、無機質だった表情に、今までよりも感情の機微が表れている。

　ひたすらに、愛らしい。その姿を見て、そう思わずにはいられなかった。

　いつでも服装を魔力で作れるはずのユィシアが、肌を隠そうとしない。いつもよりも髪が長く伸び、身長がわずかに伸びて──髪で隠された乳ち房ぶさの膨らみが、前よりも大きくなっているように見える。ただでさえ成長していると言っていたのに、今の変化は見てすぐに分かるほどだった。

「そ、そこにある、透明なユィシアは……いったい……」

「……恥ずかしい……あまり、見ないでほしい」

「っ……ご、ごめん。って、恥ずかしいって、その透明なやつのことか……？」

　ユィシアは両手で顔を隠しながらこくりと頷く。隠すべき場所が他にあるのに、彼女にとっては、裸を見せるよりずっと、『それ』を見られるのが恥ずかしいようだった。

「触ってみれば分かる。『それ』の背中は、割れてる……さっき私が、脱いだから……」

「脱いだ……って……も、もしかして……」

（脱皮……そ、そうか。ドラゴンって、脱皮する生き物なのか……！）

　そう分かれば話は早かった。俺は透明なユイシアの彫像のようなそれに、『鑑定』を試みる。




　◆アイテム◆




　名前：雌皇竜の水すい晶しよう殻かく

　種類：素材

　レアリティ：レジェンドユニーク

　・雌皇竜が脱皮したときに生成されるアイテム。

　・高度な鍛冶技術で溶融させると、さまざまな金属との合金を作ることができる。

　・武器を研磨するために使うことができる。





（雌皇竜の素材……こ、これって、物凄く良い素材なんじゃないか……？）

「ユ、ユィシア……ごめん、恥ずかしがってるところ、申し訳ないんだけど……」

「……その殻なら、持って帰っていい。武具を作るのに有用ということは、知ってる」

「あ、ありがとう……こんな貴重なものを……」

　俺はインベントリーに入るかどうか試してみたが、意外に簡単にしまえた。雌皇竜の水晶殻──これを使えば、巨人のバルディッシュの錆を取れるし、さらに強化できる。

「……ご主人様に貰ってもらえるなら、一番いい。貰ってもらえなかったら、宝物庫に入れておくしかなくなる……でも恥ずかしいから、あまり置いておきたくない」

「ありがたく貰っておくよ。でも、本当に良かった……ユィシアが……」

　言い終える前に、ばしゃ、と水が跳ねて、水面を銀色の少女の影が流れた。

　俺は、ユィシアに抱きしめられていた。

　正面から俺に抱きついて、ユィシアは背中に手を回している。胸に顔をうずめて、彼女はこすりつけるように顔を動かし、そして俺を見上げた。

「……ご主人様が成長してから、ずっと、胸が痛かった。こんな気持ちになるなら、ご主人様のところを、離れようかとも思った」

「っ……そ、それは……俺が、他のみんなと仲良くしてたからか？」

　ユィシアは赤い顔のままで、こくりと頷く。そして、言葉を続けた。

「私は……竜だから。ご主人様は、私の力を借りずに魔王を倒せたほうが良かった。そう思っているんじゃないかと思ったら、怖くなった……私は、人間じゃないから……」

「……そんなこと、気にしないって顔してたじゃないか。ユィシア……そんなに俺が信用できないか？」

「っ……ご主人様は悪くない……私が、竜だから……フィリアネスとは、違うから……だから……」

　ユィシアの気配が薄れたのは、俺とフィリアネスさんが、彼女の別邸で一夜を過ごしたあとからだった。

　──あの夜のことを、ユィシアが見ていたら。俺は彼女の気配がないことを理由にして、見られていないと安心しようとしていた。

　念話が届く距離にいれば、俺がフィリアネスさんをどう思っているか、伝わらないわけがなかったのに。

「ごめん。ユィシア……俺、無神経で……何も、ユィシアのことを考えてなかった」

「……ご主人様は悪くない。悪いのは私……竜なのに、あなたとずっと一緒にいることを夢見た私が……」

　どうしてここまで、ユィシアの情緒が急に成長したのか。

　それも、俺とフィリアネスさんのことを見ていたからなら……俺は、なんて残酷なことをしていたんだろう。

「……ユィシア、子供が欲しいって言ってたよな」

「……ご主人様に迷惑がかかる。だから、もう……我がままは……」

　我がままという言葉も、ユィシアはずっと知らなかったはずだ。なのに、俺を主人としてついてきて、人間の心の機微を知ってしまった。

　──だけど、不幸中の幸いだとも思う。もし今日捜さなかったら、ユィシアは……。

「我がままじゃないよ。ユィシアはずっと子供が欲しいって言ってたじゃないか」

「……でも、私は竜で……ご主人様は……」

　そんなこと、俺は初めから気にしていなかったんだ。

　そう言葉にする代わりに、俺はユィシアの頰に触れた。彼女は俺が何をするのか分からず、見つめている。

　そんな無む垢くな少女に、子供を作ることの意味を教える。そこに少なからず背徳を覚えながら、俺はユィシアの唇を奪った。

「んっ……ん……」

　唇を触れ合わせると、かすかにユィシアの身体が震えた。俺は彼女を抱き寄せて、そのまま唇を重ね続ける。

「……ん……んぅっ……んむ……っ、はあっ……ご主人様……」

　ユィシアは恍こう惚こつとして、けれど本当にいいのか、と不安そうに俺を見る。

「……魔王から助けてくれて、ありがとう。ユィシアがいなかったら、俺たちは……」

　もっと早く伝えるべきだった。なのに俺はつまらない意地で、素直に言えなかった。

　ユィシアの瞳から涙がこぼれた。それは涙石に変わり、彼女の頰を拭おうとした俺の手の中にこぼれ落ちる。

　キスしたばかりの唇にそっと触れて、ユィシアが微笑む。俺の胸にまで、幸せが広がるような笑顔で。

「……ご主人様に、みんなで口移しをして薬を飲ませた。だから、今のは、二度目」

「そうだったのか……みんな、ってことは、一人ずつにお礼を言わなきゃいけないな」

　ユィシアはこくりと頷く。そして俺の手を引いて、自分の胸に触れさせてくれた。

　前に触れたときよりも大きく、たぷんとしている。彼女もまた、大人に近づいている──いや、もう、成熟を迎えているのだろう。

「んっ……ご主人様の手……とても熱い……」

「何事かと思ったよ。ユィシア、熱いって言うから……そのとき、脱いでたんだな」

「……脱いだあとは、しばらく服が生成できない」

　裸のユィシアは俺に見られるのを恥ずかしがっている──今までよりもずっと。

「……恥ずかしいっていうのは、きっと、いいことだよ。ユィシアにとって」

「……良くない。ご主人様には何を見られてもいいと思っているのに、そうできない……だから、治したい」

「治さなくていいよ。それは病気じゃないし……俺はそんなユィシアも、すごく可愛いと思うから」

　ユィシアの涙を見たときには、心に決めていた。

　ずっと答えを出さずに、苦しめてきた。俺はユィシアがいなくなったらと思うと、本当に怖かった。

　そう思うくらいなら、もう、待たせることをするべきじゃない。

「ユィシアは竜で、俺は人間だ。それでも、俺は構わない……後悔したりもしないよ」

「……っ」

　はっきりと気持ちを伝えた。これでユィシアが拒否するなら、俺もそれまでの男だったということだ。

　──けれど、ユィシアは笑った。目を潤うるませながら、本当に嬉しそうに。

「ご主人様の子供が欲しい……今からでも、つくりたい」

　震える声でユィシアは言う。俺は頷いて、触れている彼女の身体を見やる。

　俺の視線に気づいて、彼女は胸を隠す──その顔は、耳まで赤くなっている。

「あっ……」

　俺はユィシアの両方の手首を優しく摑んで、片方ずつ外していく。そして露になった、雪のように真っ白な曲面の先へと、顔を近づけていく。

　やがて触れ合い、かすかな水音がしばらく続く。俺の唇はひんやりとした彼女の体温を感じる──そして、少しずつ熱くなってきているのが分かる。

「はぁっ……ぁっ、……ご主人様……」

「……大丈夫、俺に任せてくれ。何も怖いことなんてないからな」

　ユィシアの頰にかかる銀色の髪を分けて、もう一度キスをする。ユィシアの瞳が閉じられるのを見て、俺も目を閉じ、もう一度抱きしめる。

　その命の鼓動を感じながら、俺は思った。命は水の中で生まれた──この湖でユィシアと出会ったことを、初めは不幸だと思った。

　今は全ての記憶が、思い出に変わる。もう一度身体を離して見つめ合うと、もうユィシアは、自分の身体を隠そうとはしなかった。




　静かな夕焼けの森に、ちゃぷ、ちゃぷっと水音が響く。

　そのほかに聞こえるのは、俺とユィシアの息遣いだけ。

　風が水面を渡っていく。濡れたユィシアの素肌を気遣うけれど、二人とも、寒さは感じない。

　それどころか、身体中が火照って、とても熱い。

　互いの熱を感じることしか、頭にない。

　銀色の鱗に覆われた尻尾が、俺の身体に巻き付いてくる。優しく、包み込むように。

　俺はユィシアの白い背中に触れながら、彼女が竜になった姿も好きだと言った。

　とても嬉しそうにユィシアは笑った。そのすぐ後には、その瞳はきつく閉じられ、耳に響く甘い声が上がった。

　そして彼女は最後に俺を見下ろしながら、もう一度その身体に触れるように求めた。

　俺はその言葉に、十二分に従う。銀色の竜の少女は、俺の上で身体をそらし、最後に濡れた髪を振りみだした。















　俺とユィシアが湖を離れたのは、日が沈みかけた頃だった。

　今は、ユィシアはいつもの薄衣をまとっている。心なしか胸や、下半身を覆う部分の生地が透けにくくなっている──前より彼女が淑女になった証拠だ。

「……皇竜の仔こは、とてもできにくい。時間がかかるかもしれない」

「そうなのか……え、えーと。じゃあその、頑張らないとな」

「私の身体は丈夫なのに……少し、歩きにくい。ご主人様が強くなりすぎたから……」

「っ……ご、ごめん。ちゃんと身体を労いたわらないとだめだよな」

　ユィシアも俺と身長が逆転してしまった。こうしていると、湖でのことが、何かとてもいけないことをしたように思えてくる。

　──実際に、いけないことなのだが。俺はフィリアネスさんが、クリスさんを牽制していたことを思い出す。

「……大丈夫。私は人間じゃないから、まだ何も言わなくていい。ご主人様に従属する竜というだけ」

「い、いや……それはしっかりしないと。竜だからっていうのは、さっきなしにしようって言っただろ？」

「はじめて、ご主人様以外の人間で一目置いたのが、聖騎士だから。怒らせたくない」

　ユィシアは冗談を言っているようには見えない。本気で雌皇竜を恐れさせるなんて……フィリアネスさん……いや、確かに物凄く強いからな。

「……できれば、敵対せずにおきたい。難しいと思うけど……友好的な関係にしたい」

「そうだな……それは間違いないな。俺もしっかり話すから、大丈夫だ。いつまでも、なあなあにしておくことはないからな」

「……既成事実があれば、私は別に、妻でなくてもいい」

「そういう言葉まで覚えたのか……ユィシア、わりと人間に関心があるんじゃないか」

　俺がそう言うと、ユィシアは楽しそうに──そう、俺をからかうことを楽しんでいるとわかる、悪戯な笑顔で言った。

「ご主人様に関心があるということは、そういうこと」

「……そうか。それは、してやられたな」

「……私の抜け殻を見つけて、大きな声を出してた。ご主人様は、泣いてた……？」

「そ、それは……恥ずかしいから、ほどほどにしておいてくれ」

　初めは無感情で、人間に関心のない、そんな姿を遠く、そして美しいものだと思った。

　けれど今は違う。こうして触れられる距離にいて、人の心を知って変わっていくユィシアを、これからも大切にしたいと思っていた。













　王都の宿で私たちは、魔王リリムとの戦いで負傷した彼を交代で見守っていた。

「うっ……く……うぁぁっ……」

「ヒロト君……大丈夫だよ。小しよう生せいたちがついているからね……」

「うぅっ……ひっく……ぐすっ……お師匠様ぁ……」

　ウェンディはずっと泣き続けていて、モニカ嬢も悲痛な面持ちのまま、ヒロト君の頰ほおに伝う汗を拭い、額に載せた濡れタオルをこまめに変え続けている。

　リオナちゃんたちは泣き疲れて眠ってしまった。リオナちゃんとミルテちゃんは、驚くことに、ユィシア──皇竜の少女と一緒に、ヒロト君たちを助けてきたというのだ。

　フィリアネスさんも疲労しきってしまい、今はヒロト君の隣のベッドで眠っている。ミコトも酷く焦しよう悴すいしていて、違うベッドで休んでいた。

　騎士のマールギットさん、衛生兵のアレッタさんは、私たちの前にヒロト君の看病をしてくれていて、今は別室で休んでいる。二人とも、ここに運び込まれたヒロト君を見て、泣き叫ぶほどに取り乱していた。

（……君はこんなに愛されて、大事に思われてる。生まれ変わっても……だから、生きてくれなければいけない。私は君と、もう一度冒険するために転生したんだから……）

「……寒い……」

「……出血が多いから、エリクシールの効果で回復しても、体温が上がらないんだ」

「私はお師匠様のためなら何でもします！　どうすればいいでありますか!?」

「ヒロトは……そうよ、ヒロトは、あたしたちに甘えてくれるのが好きだった。あたしたちのおっぱいを吸ったあとは、いつも元気になって……それなら……」

　モニカ嬢はとても大胆な提案をするけれど、私もその考えは一理あると思っていた。

　転生者である私には、『授乳』でヒロト君を回復させてあげられたら、ログで確かめることができる。

「そうだね……やってみよう。ヒロト君の身体を温めつつ、おっぱいをあげれば……」

「りょ、了解であります……っ！」

「身体を温めるのは必要だものね……決してふざけてるわけじゃなくて、あたしたちなりに真面目に考えてのことだから……」

　モニカ嬢は眠っているフィリアネスさんとミコトに遠慮しつつも、ジャケットを脱いで、サラシをしゅるしゅると外し始めた。その小麦色の大きな乳ち房ぶさは、いつもヒロト君を夢中にさせてきた──少し妬いてしまうくらいに。

　ウェンディも服を脱いで、白い裸身を見せる。私はいつも、仮面をつけたままで胸を見せるのは何かフェティシズムを感じさせることをしているようで恥ずかしかったけれど、寒いと言っているヒロト君を前にしては躊ちゆう躇ちよしていられない。ショーツだけを残して脱ぐと、私たちはヒロト君のベッドにそろそろと上がって、左右から寄り添った。

「ふぁぁっ……わ、私のあたためるところがないのでありますっ……！」

「ウェンディ、少し待っててね……ヒロト、すごく冷たい……」

「……ヒロト、こっちよ……そう、あなたの大好きなおっぱい……はぅっ……！」

　うなされていたヒロト君が、モニカ嬢が口元に差し出した吸い口をぱくっとくわえる。そして、ちゅっ、ちゅっと水音を立てて一心に吸い始めた。

「ちゅっ……ちゅぅぅっ……ぷぁ……はぷっ。ちゅっ……ちゅく……」

「んぅぅっ……ね、眠ってるのに……そんなに強く吸ったら……んぁぁっ……」

　モニカ嬢はそう言いながらも、交互にヒロト君におっぱいを吸わせてあげている。見ているこちらの身体も火照ってしまうくらい、すごい吸い付きだった。

「はぁっ、はぁっ……ウェンディ、こ、交代ね……あたし、腰にきちゃってる……」

「そ、そんなに凄いのでありますか……緊張するのであります……んぅぅっ……！」

　交代した途端に、ヒロト君は鮮やかなピンク色のウェンディの乳首に吸い付いて、さらに強く音が立つほどに吸う。

「ふぁっ、あっ、お、お師匠様、お、お手柔らかに……でありますぅぅっ……！」

　甘えるような声を出しながら授乳しているウェンディを見て、私はおあずけをされている気分を味わいながら、ヒロト君の身体が熱くなっていくのを感じていた。

「んぁぁっ……も、もう、限界でありますっ……」

　ウェンディのマナの最大値は低いので、両方の乳房を交互に一度ずつ吸われただけでも限界を迎えてしまった。

　私のマナは、三人の中で最も多い。モニカ嬢がヒロト君に寄り添い、私はウェンディと場所を代わって、彼の口元に乳房を持っていく。モニカ嬢と比べてサイズが小さいので、身を乗り出さないといけない──すると乳房が完全に無防備になる。

「ふぁぁっ……あぁっ……！」

　声を我慢するつもりだったのに、予想以上に強く吸い付かれて気が遠くなる。生命を維持するための本能なのか、いつもより上手で熱心なくらいだった。ミルクをこぼさないように舌まで使ってくるので、声が否応なく漏れてしまう。

「すごい……ノーン、よく我慢できるわね……」

　全然我慢できていないのに感心されてしまう。私は口を押さえて声を殺しながら、容赦ないヒロト君の吸い付きを受ける──回復を示すログに希望を感じながら。




　◆ログ◆

　・あなたと《モニカ》《ウェンディ》は《ヒロト》に「授乳」をした。

　・《ヒロト》のライフとマナが回復した！

　・《ヒロト》の身体は温かくなり、呼吸が落ち着いた。

　・《ヒロト》の「房ぼう中ちゆう術じゆつ」スキルが上昇した！





（そ、そうか……そんなスキルを手に入れていたから、上手になっているのか……ヒロト君も、すみに置けない……くぅっ……うぅ……む、胸だけなのに……意識が……）

『授乳』は、一度するごとにマナを消費する。最大マナの半分まで消耗すると疲労感が出てくるので、そのときは休憩するか、マナポーションを飲まなくてはいけない。




　◆ログ◆

　・あなたの「母性」スキルが上昇した！

　・あなたは新たなアクション「搾さく乳にゆう」を覚えた。

　・《ヒロト》は無意識に、あなたに「搾乳」を依頼した。





（こ、このタイミングで……成長しているとは思っていたけれど、さ、搾乳なんて……）




　◆ダイアログ◆

　・《ヒロト》に「搾乳」を許可しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ





（そ、そんなこと、聞かれても……断るわけには……っ）

「ノーン、だ、大丈夫……？　あまり無理しなくてもいいのよ」

「う、ううん……ヒロト君のためだから……んぅぅっ……！」

　ＹＥＳを選択した直後に、ヒロト君が寝ぼけてでもいるかのように手を伸ばしてきて、私の胸に触れる。モニカ嬢にしているところを何度も見ているけれど、自分がされるとなると、想像以上に凄まじい感覚だった。

（も、持っていかれる……全部搾しぼられて……あぁ……っ、も、もうっ……）

「……ふぅぅっ……！」

　頭の中で、閃光が弾ける。ヒロト君は私の反応が分かっているかのように、追い打ちをかけるように両方の胸に交互にキスをする。

　もう身体を支えて胸を差し出していることができなくなって、私はベッドサイドに座り込んでしまう。無意識のヒロト君に、こんなにされてしまうなんて……彼が目覚めてくれて、意識のあるときに能動的にされたら、きっといくらも耐えられない。

　三人ともがヒロト君に倒されてしまったところで、ドアがカチャ、と音を立てて開く。そして姿を見せたマールさんとアレッタさんは、最初は驚いたように目を見開いたけれど、すぐに二人顔を見合わせ──部屋に入るなり、就寝着ねまきを脱ぎ始めた。

「ヒロトちゃん、うなされててもおっぱいは飲めるってことだよね？　すごく顔色が良くなってるし……」

「赤ちゃんの頃から、おっぱいをあげたときにヒロトちゃんは元気になっていましたから……大きくなっても、きっと滋養になるのだと……えっ……？」

　アレッタさんが驚く──それは、私たちも同じだった。

　ヒロト君が、先程より、少し大きくなっているように見えるのだ。それは目の錯覚ではなく、八歳の少年だった彼が、明らかに少し成長している。

　それはエリクシールによって、瀕死の状態から回復したためなのか。分からないけれど、私たちは迷いなく、それが回復の過程なのだと信じる。

「じゃあ……私たちに交代で。みんなは休んでて、私とアレッタちゃんで頑張るから」

「ヒロトちゃん……あなたのおかげで、少しは大人として胸を張れるくらいになったんです。好きなだけ吸って、元気になって……はぁぅっ……！」

「ヒロトちゃん、こっちも吸っていいよ……きゃふっ……や、やだ、変な声出ちゃう……ねえ、ヒロトちゃん上手になってない……？　ふぁぁっ……！」

　こんな光景を前世で見たら、私はヒロト君にお小言を言うか、ハーレムは維持が大変だよ、と理解のあるふりをしていたと思う。

　そしてマールさんたちが頑張っているうちに、フィリアネスさんが目覚めようとしている。彼女がヒロトのために誠心誠意を尽くすだろうことは、今から想像がついていた。ずっと静かに見ている竜の少女も。
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